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は じ め に 

 

 

全国学力・学習状況調査は，平成 19 年度から本年度までに，震災のため中断された昨年度を除

き，今年度で５回目を終えました。 

実施初年度の平成 19 年度は，当時の教育長が「子どもたちや先生方がよく頑張っている」とコ

メントしているように，教育現場も教育委員会も満足できる結果でありましたが，近年は全国平均

と比べて低下傾向にありました。ご承知のとおり，本年度の結果は，全国平均との比較において，

小学校では上昇に転じたものの，中学校ではさらに低下し，国語Ｂでは全国平均を下回る結果とな

りました。 
 

県教育委員会では，これまでも毎年，本県の状況が全国との関係の中でより具体的に分かり，課

題が浮き彫りとなるよう，教科に関する調査だけでなく，児童生徒や学校質問紙調査も含めて，そ

れぞれについて，また双方の相関関係などについても分析し，その結果をまとめてまいりました。

本年度については，これまで行ってきた分析内容や方法も踏まえ，さらに経年での変化や全国との

関係の中での状況がより具体的に把握できるよう，以下の点を工夫し，報告書を作成しました。 
 

○ 平成 19 年度以降のこれまでの調査で明らかとなった課題の中から，いくつかをピックアップ

して“Ｑ＆Ａ形式”で総論として 20 ページほどにまとめました。 
 

○ 理科を除く教科に関する調査や質問紙調査においては，これまでも行ってきた全国と香川県の

比較に加え，平成 19 年度～平成 24 年度の経年変化を示し，学力や生活習慣，学習環境がどのよ

うに推移しているかが分かるようにまとめました。 
 

○ 質問紙調査においては，全国平均より上回っているから課題がなく，下回っているから課題が

あると安直に判断するのではなく，全国平均との比較に加え，各都道府県の回答状況を散布図で

示すとともに，必要に応じて取組が推進されている県や学力上位県との比較を県名を挙げて示す

ことで，香川県の状況をより正確に捉えようとしました。 
 

○ 総論では Column 欄を，質問紙調査では［参考］欄を設けて，国や本県の取組など，関係する

情報を可能な限り掲載しました。 
 

平成 24 年度の全国学力・学習状況調査は，従来の教科（国語，算数・数学）に新たに理科を追

加し，平成 22 年度と同様に抽出調査で行われ，本県の公立学校では，小学校 80 校（抽出率 45.5%），

中学校 53 校（抽出率 70.7％）が抽出され，希望利用校も合わせて 100%の公立学校で実施されまし

た。 

そしてその目的は，これまでと同様に，本県の子どもたちの学力や学習状況等を把握するととも

に，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることにあります。 
 

各市町（学校組合）教育委員会や各学校におかれましては，本報告書や別途全教員に配布するリ

ーフレットも参考にして，それぞれの市町や学校の実情に照らし合わせて分析と検証を行うことに

より，学習指導や教育施策のさらなる充実・改善に取り組んでいただければ幸いです。 

 

 

平成 24 年 11 月 

香川県教育センター 

所長 佐々木 啓祐 
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調査の概要 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 調査の概要 

（１）調査の目的 
 
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，そのような取組

を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。また，学校における児童生徒

への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

（２）調査対象 
 
小学校調査   小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

中学校調査   中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年 

 

（３）調査内容 
 
①教科に関する調査（国語，算数・数学，理科） 

 

国語，算数・数学はそれぞれ，「主として知識に関する問題」と「主として活用に関す
る問題」を出題 
理科については，「主として知識に関する問題」と「主として活用に関する問題」を一

体的に出題 

主として知識に関する問題 
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活にお

いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 

主として活用に関する問題 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想

を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容 
 
②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸

側面等に関する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校

における人的・物的な教育条件の整備の状

況等に関する質問紙調査 
 

（４）抽出対象の調査日     平成24年４月17日（火） 

 

（５）調査の方式 

文部科学省が調査対象として抽出した学校における前述（２）の学年の全児童生徒を対象と

して全国的な抽出調査を行う。抽出調査における抽出方法については，平均正答率が，95％の

確率で最大の誤差幅±１ポイントとなるように目標精度が設定されている。 

 
（６）抽出調査を実施した対象学校・児童生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要 

【小学校調査】 

 
調査を実施した学校 

抽出対象校 

学校数 児童数 

市町立小学校 80校 4,278人 
県立特別支援学校（小学部） 0校 0人 
合    計 80校 

(抽出率 45.5%) 
4,278人 

 

 

希望利用校(人数は概数) 

学校数 児童数 

95 校 5,000人 
1校 1人 

96 校 
(抽出率 54.5%) 

5,000人 
 

 

（参考） 
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調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の公立学校においては，抽出対象となったすべての学校が参加し，抽出対象とならなかっ

た学校もすべて希望利用した。 

 

２ 文部科学省から公表される抽出調査の結果 

文部科学省は，小学校調査及び中学校調査のそれぞれについて，国全体の状況，国・公・私立

学校別の状況及び都道府県ごとの域内の公立学校全体の状況に関し，以下の事項等を示す。 

ア 教科に関する調査の結果について， 

（ア）国語，算数・数学のそれぞれ，主として「知識」に関する問題と，主として「活用」に関す

る問題に分けた四つの区分ごとの平均正答率の 95％信頼区間，平均正答率の推計値等 

（イ）理科の問題の平均正答率の 95％信頼区間，平均正答率の推計値等 

イ 児童生徒の学力に関する分布の形状等が分かるグラフ 

ウ 各教科の設問ごとの正答率等 

エ 児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の結果について 

（ア）児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の回答状況 

（イ）児童生徒質問紙調査の回答状況と教科に関する調査の正答率等との相関関係の分析 

（ウ）学校質問紙調査の回答状況と教科に関する調査の平均正答率等との相関関係の分析 

オ その他，本調査の目的の達成に資する分析結果 

【中学校調査】 

 

※ 本調査報告書については，抽出調査が行われた小学校調査 80校，中学校調査 53校を対象とした

文部科学省の集計結果を基に作成している。 

調査を実施した学校 
抽出対象校 

学校数 生徒数 

市町（学校組合）立中学校 49校 6,146人 
県立中学校 1校 116人 
県立特別支援学校（中学部） 3校 9人 
合    計 53校 

(抽出率 70.7%) 
6,271人 

 

 

希望利用校(人数は概数) 

学校数 生徒数 

22 校 2,100人 
0校 0人 
0校 0人 

22 校 
(抽出率 29.3%) 

2,100人 
 

 

（参考） 

 

※なお，希望利用校は後日実施を含む。 
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調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語説明 

語 句 説       明 

平均正答率の

推計値 
平均正答率をもとに，全国では誤差±0.2％程度，都道府県では誤差±１％程度の精度となるよう算出された値。 

平 均 正 答 率 の

95％信頼区間 
95％の確率で，全員を対象とした調査（悉皆調査）の場合の平均正答率が含まれる範囲のこと。 

解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理したもの。 

 

調査結果の解釈等に関する留意事項 「平成 24 年度全国学力・学習状況調査【小学校】【中学校】調査結果概要」 

平成 24 年 8 月文部科学省・国立教育政策研究所 － 抜粋 － 

○ 本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実施してい

るが，実施教科が国語，算数・数学，理科の３教科のみであることや，必ずしも学習指導要領

全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童生徒が身に付ける

べき学力の特定の一部分であることや，学校における教育活動の一側面に過ぎないことに留意

することが必要である。 

また，本調査は抽出調査であり，各都道府県（公立）の教科に関する調査については誤差±

１％程度の精度となるように標本抽出が行われているため，推計値である集計値については，

全国（国・公・私立）の教科に関する調査及び児童生徒に対する質問紙調査については誤差±

0.2％程度，学校質問紙調査については誤差±１％程度並びに各都道府県（公立）の教科に関す

る調査については誤差±１％程度の精度となっていることにも留意することが必要である。 

 

○ 本調査の結果においては，国語Ａ・Ｂ，算数・数学Ａ・Ｂ，理科ごとの平均正答数，平均正

答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみでは必ずしも調査結果のすべてを

表すものではなく，平均正答率の95％信頼区間，中央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表

すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価することが必要である。ま

た，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握，分析し，児童生徒の学習改善や

学習意欲の向上につなげることも重要である。 
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Ⅱ 調査結果（総論） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 22 年度，平成 24 年度調査は抽出調査であり，各都道府県（公立）の教科に関する調査に

ついては誤差±１％程度の精度となるように標本抽出が行われているため，推計値である集計値

については，全国（公立）の教科に関する調査及び児童生徒に対する質問紙調査については誤差

±0.2％程度，学校質問紙調査については誤差±１％程度並びに各都道府県（公立）の教科に関す

る調査については誤差±１％程度の精度となっていることにも留意することが必要である。 
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総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 全国との比較において，小学校では上昇に転じましたが，中学校ではさらに低下しました。 
  

平成 19 年度から平成 22 年度の全国と香川の平均正答率の差の推移を比較すると，学力の低下傾向が

見受けられましたが，本年度の結果では小学校が上昇に転じたとうかがえます。一方,中学校では，数

学Ａが全国を上回り，国語Ａ，数学Ｂ，理科では全国とほぼ同等，国語Ｂは，初めて全国を下回りまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 同一児童生徒の比較においても，全国との差が小さくなっています。 
  

平成 21 年度調査のとき小学校第６学年だった児

童は，平成 24 年度調査では中学校第３学年になって

います。平成 21 年度は悉皆調査，平成 24 年度は抽

出調査という違いはありますが，全ての調査区分で

平成 24 年度は全国との差が小さくなっています。 

 特に国語Ｂにおいては，平成 21 年度調査（小６）

では，全ての調査区分で全国との差が最も上回って

いましたが，平成 24 年度調査（中３）では，全国を

下回りました。 

 

 

 

平成 24 年度全国学力・学習状況調査の全体的な状況はどうでしたか。 
 Question 

１ 

Answer 
・小学校においては，全ての調査区分で全国を上回った。 

・中学校においては，数学Ａが全国を上回り，国語Ａ，数学Ｂ，理科では全国と

ほぼ同等，国語Ｂは初めて全国を下回った。 
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（ポイント） （ポイント）

■国語Ａ □国語Ｂ ▲算数・数学Ａ △算数・数学Ｂ ●理科 

※H22,24 年度は抽出調査 

全国と香川の平均正答率の差の推移 

H19       H20        H21       H22       H24 H19       H20        H21       H22       H24 

小学校 中学校 

同一児童生徒における 

全国と香川県の平均正答率の差の比較 

■国語Ａ □国語Ｂ ▲算数・数学Ａ △算数・数学Ｂ

H21（小６）        H24（中３）

（ポイント）
※H24 年度は抽出調査 
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総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 中学校においては，無解答率が全国平均を上回る問題数が増加しています。 
 

 無解答率が全国平均を上回る問題の割合は，小学校においては，全 84 問中，０問（0.0％）で，無解

答率が全国平均を上回る問題はありませんでした。 

一方，中学校においては，全 118 問中，104 問（88.1％）で，多くの問題で無解答率が全国平均を上

回っています。これまでの調査とは問題の難易度も異なるため，単純な比較はできませんが，平成 19

年度と比較すると，どの調査区分においても増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中学校においては，全問不正解の生徒の割合が，全国平均と比較して高くなっています。 
  

 中学校において，全問不正解の生徒の割合が全国平均

と比較して，数学Ａ，数学Ｂ，理科で高くなっています。 

全問不正解の生徒の割合が，１問正解，２問正解の生

徒の割合より多い調査区分があること（Ｐ11）などから，

学習意欲に課題があり，調査そのものに取り組もうとし

なかった者が少なからずいるのではないかと考えられ

ます。 

また，「解答時間が余った」と回答した生徒の割合が

極めて高いこと（Ｐ126）などから，必ずしも全ての生徒

にいえることではありませんが,調査そのものに取り組

む姿勢に課題があることがうかがえます。

国語A
国語B

数学A
数学B

理科

全国

香川
0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

全問不正解の生徒の割合 

全国との比較（中学校） 

これまでの調査で無解答率が全国平均を上回るという結果が出ていました 

が，平成 24 年度の調査ではどうなりましたか。 

 Question 

２ 

Answer 
・無解答率が全国平均を上回る問題数は，小学校においてはない。 

【小学校】無解答率が全国平均を上回る問題数‥全 84 問中，  ０問（0.0％）
 

・無解答率が全国平均を上回る問題数は，中学校においては増加している。 

【中学校】無解答率が全国平均を上回る問題数‥全 118 問中，104 問（88.1％）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

無解答率が全国平均を上回る問題の割合 経年変化 

■国語Ａ □国語Ｂ ▲算数・数学Ａ △算数・数学Ｂ ●理科 

H19       H20       H21       H22       H24 H19       H20       H21       H22      H24 

※H22,24 年度は抽出調査

小学校 中学校 

（％）（％） 

平成 24 年度は。無解
答率が全国平均を上
回る問題はない。 

国語Ａ：68.8%
国語Ｂ：100%
数学Ａ：97.2%
数学Ｂ：93.3%
理 科：92.3%

（％）

（H24 年度は抽出調査） 
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１ 小学校においては，正答数が多い層の割合が全国平均よりも高くなっています。 
 

 全ての調査区分において，正答数が多い層の割合が全国平均よりも高くなっています。特に，国語Ｂ

においては，正答数が多い層の割合が全国平均よりも高く，正答数の少ない層の割合が全国平均よりも

低い傾向が見られます。 
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0

5

10

15
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25

30

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

小学校 理科 

（問） 

小学校 算数Ａ 小学校 算数Ｂ 
（％） （％） 

（問） （問） 

小学校 国語Ａ 小学校 国語Ｂ 
（％） （％） 

（問） （問） 

正答数分布グラフ 

       学力上位県との比較 
 
 秋田は小・中学校ともに，香川や全国に比べて

正答数の多い層において膨らみが一段と大きく

なっています。秋田の児童生徒たちは，全国平均

に比べて家庭学習の時間（P134）が長いわけで

も，塾に通っている（P135）わけでもありませ

ん。むしろ，長時間家庭学習をしている児童生徒

や塾に通っている児童生徒の割合は，全国平均と

比べかなり低いという状況です。 

 本報告書の各質問紙調査の結果から，その理由

を考えてみましょう。 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

（％） 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● Column

各調査区分ごとの正答数の分布はどうなっていましたか。 
 Question 

３ 

Answer 
・小学校においては，正答数が多い層の割合が全国平均よりも高い。 
 

・中学校においては，正答数が少ない層の割合が全国平均よりも高い。 
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総論 

２ 中学校においては，正答数が少ない層の割合が全国平均よりも高くなっています。 
 

 平成 22 年度までの調査に比べ，正答数が多い層の割合が減少傾向にあり，本年度は全国平均とほぼ

同等になっています。また，正答数が少ない層の割合は，平成 22 年度までの調査と同様に全国平均よ

り高くなっています。平均正答率が高かった県では，正答数が多い層の割合が本県よりもさらに高く，

正答数が少ない層の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

（問） 

0

5

10

15

20

25

30

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
0

5

10

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32

中学校 国語Ａ 中学校 国語Ｂ 

（％） （％） 

（問） （問） 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

正答数分布グラフ 

0

5

10

15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
0

2

4

6

8

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36

中学校 数学Ａ 中学校 数学Ｂ 

（％） （％） 

（問） 

0.0

0.5

1.0

0 1 2 3

（％） 

（問） 

全国 ▲ 

■ 香川  
福井  ● 

0.0

2.0

4.0

6.0

0 1 2 3

（％） 

（問） 

全国 ▲ 

■ 香川  
秋田  ● 

0

5

10

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

中学校 理科 

（％） 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0 1 2 3

（％） 

（問） 

全国 ▲ 

■ 香川  
福井  ● 

（問） 

正答数が少ない層の割合 
 
 中学校では，全問不正解も含めて正答数が少な

い層の生徒の割合が，全国平均よりも高くなって

います。 

 このことから，本報告書Ｐ9 で指摘した調査を

受ける態度だけでなく，家庭学習時間において

も，「全くしない」と回答した生徒が少なからず

いることから，学習意欲に課題があることがうか

がえます。 

 本県は問題行動の割合が全国平均に比べ高い

状況が続いていることから，こうした生徒たちの

学習上の不適応が問題行動につながっているケ

ースも多いことが予想されます。 

分かる授業とともに，補充的な学習やグループ

活動での援助などの取組が求められます。 

（生徒指導提要 P7）

Column 
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１  事実と感想，意見などを区別して書く設問の正答率が低くなっています。 
  

平成 19 年度～平成 24 年度まで毎 

年，「書くこと」の記述に関する設 

問があり，目的や意図に応じて，事 

実と感想，意見などを区別して書く 

ことや，それを支える書こうとする 

ことの中心を明確にし，目的や必要 

に応じて理由や事例を挙げて書くこ 

とが求められています。 

香川県の正答率をみると，ほぼ全 

国平均を上回っていますが，正答率 

としては低く，香川県の児童にとっ 

て課題が見られる設問です。 

 

２ 事実や考えを区別した組み立てメモを作ったり，それが明確に表れる文章表現にしたりしましょう。 
  

まとまった文章を書く場合においては，冒頭部分や結論部分に何を書くのか，具体的な事例をどのよ

うに配置し，それを自分の意見とどのように結び付けるかなど，文と文，段落と段落の相互関係を整え

ることが大切です。その際，客観的な事実や事例などから明らかになっていることと感想や意見などと

を区別するとともに，それらを関係付けながら文章全体として首尾一貫したものになるようにしましょ

う。 

 例えば，意見文の組み立てにおいて全 

体を見通して書く必要のある事柄を整理 

する際，カードの小見出しに「事実」， 

「まとめ(考え)」などの言葉を使って書 

く授業が考えられます。 

 また，自分の提案の理由を明確にして， 

相手が納得できるような提案文にするた 

めに，提案の理由を観点に当てはめ，よ 

りよい理由になるように書き換えたり， 

書き足したり，理由を明確に表す表現を 

使って書き直したりする授業が考えられ 

ます。 

  

これまでの調査の結果から， 

小学校 国語 において，課題が見られる内容を教えてください。 

 Question 

４ 

Answer ・目的や意図に応じて事象や意見などを区別して書くことに課題がある。 

調査年度 設問番号 設問の概要 
正答率(％) 

香川県公立 全国公立

Ｈ１９ 
Ｂ２二 

 

古紙の再生利用が重要な課題
となってきた理由を書く 

45.6 

(0.2) 
45.4 

Ｈ２０ 

Ｂ３三

(2) 

「図書館だより」の内容を案
内状に書き換える(行事の内
容) 

36.0 

(3.6) 
32.4  

Ｂ４ 

エオカ 

２つの意見文を比べて読み，
文章の組み立てとして適切な
内容を選択する 

35.3 

(▲0.3) 
35.6 

Ｈ２１ Ｂ１二 
報告文のまとめとして，調べ
て分かったことを書く 

20.9 

(3.2) 
17.7 

Ｈ２２ Ａ４ 
メモを基にして，児童会だよ
りの中に入る適切な内容を書
く 

60.0 

(▲0.3) 
60.3 

Ｈ２４ Ｂ三４ 

二つの記事に書かれている内
容を結び付けながら読み，理
由となる事実を基にして自分
の考えを記述する 

46.1 

(8.4) 
37.7 

 

出題された類題 

【意見文の構成例】※アからエは，付箋に書いて貼った小見出し 
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ア

問

題

の

提

示

 

【理由の観点例】 
【1】調査(データ)に基づくものか。 
【2】体験(エピソード)に基づくものか。 
【3】目的達成により，全体に効果をもたらすものか。 

【理由を明確に表す際の表現の例】 

・○つ目の理由は，～調査によるものである。･･･上記【1】と関連 
・○つ目の理由は，～体験に基づいている。 ･･･上記【2】と関連 
・○つ目の理由は，～と考えるからである。 ･･･上記【3】と関連 

小学校国語の分析について

                ‥ Ｐ28 
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１  四則の混合した計算をする際，前から計算する児童が全国と比較して高くなっています。 
 

平成 19 年度～平成 24 年度まで毎年，四則の混合した計算

が出題されています。この問題では，乗法や除法を，加法や

減法より先に計算するという計算の順序についてのきまりを

理解し，計算することが求められます。 

ところが，香川県の正答率をみると平成 20 年度～平成 22

年度まで，全国平均を下回っていることが分かります。逆に，

誤答については左から順に計算している児童が，平成 20 年度

～平成 22 年度で上回っており，香川県の児童にとって課題が

見られる設問です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 乗法を先に計算する場合と左から順に計算した場合では，答えや式が変わることを確認しましょう。 
 

 計算の順序についてのきまりを理解し，正しく計算できるようにすることが大切です。例えば，計算

の順序についてのきまりを確認した後で，下の板書のように，６×２＋８×３の計算について，乗法を

先に計算した場合と左から順に計算 

した場合を比較する授業が考えられ 

ます。 

 この授業では，左から順に計算し 

た場合は，（６×２＋８）×３にな 

り，６×２＋８×３とは異なる式に 

なることを確認したり，答えが変わ 

ることを確認したりすることが大切 

です。 

 

 

 

60.1
62.8

69.7

74.4

82.2

65.966.8
70.9

68.9

80.0

50

60

70

80

90

これまでの調査の結果から， 

小学校 算数 において，課題が見られる内容を教えてください。 

 Question 

５ 

Answer ・計算の順序についてのきまりなどを理解することに課題がある。 

調査年度 設問番号 設問の概要 

Ｈ１９ Ａ１(7) ６＋０.５×２ 

Ｈ２０ Ａ１(5) ３＋２×４ 

Ｈ２１ Ａ１(6) ８０－３０÷５ 

Ｈ２２ Ａ１(6) ５０＋１５０×２

Ｈ２４ Ａ１(5) ６×２＋８×３ 

Ａ１で出題された類題 

四則混合の計算の正答率 
（％） ■香川県  □全国 

H19        H20       H21        H22       H24 

35.0
30.4

25.2

11.9 11.3

29.6

26.2
23.4

13.3 12.4

10

20

30

40

左から順に計算した誤答の反応率 
■香川県  □全国 （％）

H19        H20       H21        H22       H24 

小学校算数の分析について ‥ Ｐ40

板書の例（第４学年で指導する場合） 

【計算の順序】 ・式は左から順に計算する。 

・（ ）のある式は，（ ）の中を先に計算する。

・×や÷は，＋や－より先に計算する。 

「６×２＋８×３」はどんな順じょで計算すればよいだろう。 

かけ算を先に計算する

６ × ２ ＋ ８ × ３
① ②

③
① ６×２＝12 
② ８×３＝24 
③ 12＋24＝36 

左から順に計算する 

６ × ２ ＋ ８ × ３ 

①
②

③
① ６×２＝12 
② 12＋８＝20 
③ 20×３＝60 

この順序で計算すると 

（６×２＋８）×３

式が変わる 

①
②

③

答えが変わる
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１ テキストに基づいて，「受信→思考→発信」というプロセスで自分の考えなどを書くことについて，

全国と同様に課題が見られます。  
 

毎年，Ｂ問題では「受信→思考→発信」という一連の言語活動を設定した設問が出題されています。

関連する指導事項は「書くこと」と「読むこと（聞くこと）」です。この型の設問は，５年間で 18 問

ありますが，そのうち，香川県は 11 問が正答率 70％を下回っています（全国は 12 問）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「読むこと」と「事柄や自分の考えを明確にして書くこと」をみる設問は６問（表中のゴシ

ックの設問）あり，そのうち香川県は５問が正答率 70％を下回っています（全国も同じ）。つまり，

「受信（読むこと）→思考→発信（事柄や意見を明確にすること）」という型の設問の正答率が全国

と同様に低くなっています。 

このような設問は読む文章や資料の情報量が比較的多いのが特徴で，まず粘り強く丁寧に読むこと

が必要です。また，設定された言語活動に示された目的や意図に応じて読むことも求められます。そ

の上で，的確な読みに基づいた根拠を示しながら自分の考えを書くことになります。解答類型や誤答

例からつまずきの段階を特定はできませんが，これら一連の過程を経ての「書くこと」に課題がある

と言えます。 

 

２ 「書くこと」のために，様々な文章や資料を読んだり活用したりする学習をしましょう。 
  

「書くこと」の学習は教科書に単元とし 

て設定されていますが，かなりまとまった 

量の文章を書く単元が多く，指導時間も長 

くなりがちです。数十分から 1・２時間程 

度で終われるような，「書くために読む→ 

読んだことを活用して書く」学習を積極的 

に取り入れ，目的に応じて読んで書く機会 

を増やすことが大切です。 

これまでの調査の結果から， 

中学校 国語 において，課題が見られる内容を教えてください。 

 Question 

６ 

年度 設問 正答率 設問 正答率 設問 正答率 設問 正答率 設問 正答率

Ｈ１９ Ｂ１三 
76.6 

75.9 
Ｂ２三 

77.6 

74.8 
Ｂ３三

43.3 

42.6 
    

Ｈ２０ Ｂ１三 
28.1 

26.5 
Ｂ２三 

49.2 

46.0 
Ｂ２四

67.7 

60.6 
Ｂ３三

55.3 

53.7 
  

Ｈ２１ Ｂ１一 
78.5▲ 

79.6 

Ｂ１三

ア 

67.7 

59.1 

Ｂ１三

イ 

75.0▲

76.6 
Ｂ２二

70.0 

66.4 
Ｂ３三 

84.7 

80.8 

Ｈ２２ Ｂ１三 
55.5 

51.6 
Ｂ２二 

83.0 

81.8 
Ｂ３三

62.9 

62.0 
    

Ｈ２４ Ｂ１三 
19.1▲ 

19.7 
Ｂ２三 

66.5▲

68.4 
Ｂ３三

62.0 

58.9 
    

Ｂで出題された「書くこと」と「読むこと（聞くこと）」の複合問題 

 ※正答率の上段は香川県，下段は全国。Ｈ20 のＢ１三は，「聞くこと」と「書くこと」の複合問題。

短時間でできる「書くために読む→読んだことを活用して書く」学習例 

中学校国語の分析について ‥ Ｐ62

Answer ・文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の

考えを書くことに課題がある。 

○教材…新聞の記事とその感想 

 記事の中の，注目さ
せたい箇所に線を引
いておく。 

記事を読み，

「すごいと思

った」をどう

改善すればよ

いかを考え

る。 

※教師が準備 

記事の内容を

生かして感想

を書き直す。 

学
習
の
流
れ

※話し合いをしてもよい 

新聞記事を用いた例 

「～はすごいと思っ

た」など不明確な感

想を取りあげる。 
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総論 

 

 

 

 

 
 
１ 証明の必要性と意味について，次の２点の理解に課題があります。  
  ① 測定などの方法により帰納的に見いだした事柄は，他の図形で測定して確かめたとしても証明

したことにはならないこと。  
  ② 証明をするためにかかれた図は，すべての代表として示されている図であること。 
 

このことについて，これまで次のような設問で調査されています。①については平成 19 年度，21 年

度，23 年度，②については平成 20 年度，22 年度，24 年度に類題が出題されています。香川県と全国の

正答率は下のとおりですが，特に②についての設問ではすべての調査において全国平均を下回る結果と

なっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 図が変わっても証明が変わらないことを確認しましょう。 
 
 帰納的な方法は，図形の性質や関係を見いだしたり，個々の具体的な図形を考察したりする方法とし

ては有効ですが，その見いだした個々の図形の性質や関係の一般性を保証するものではありません。こ

のような帰納的な方法の意義と限界を理解し，演繹的な推論による証明により命題が例外なしに成り立

つことを明らかにできることの理解を深めることが大切です。 

また，条件に合う複数の図で同じ証明が成り立つことを理解できるようにすることが大切です。例え 

ば，平成24年度Ａ８の証明をする前に，右の 

ように条件に合う図を複数かき，どの場合で 

も結論が成り立つことを確かめ，それぞれの 

図形で証明を行うことを通して，図が変わっ 

ても証明が変わらないことを確認する活動を 

取り入れることが考えられます。 

61.4

46.8

53.8

64.4

48.7
57.6

20

40

60

80

８ ある学級で，「三角形の内角の和は１８０°である」ことの証明について，次の

①，②を比べて考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

どんな三角形でも内角の和は１８０°であることの証明について，下のアからオま

での中から正しいものを１つ選びなさい。 
 

ア ①も②も証明できている。 

イ ①は証明できており，②は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証

明したことになる。 

ウ ①は証明できているが，②は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめても

証明したことにはならない。 

エ ①も②も形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明したことにな

る。 

オ ①は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明したことになるが，

②はそれでも証明したことにはならない。 

これまでの調査の結果から， 

中学校 数学 において，課題が見られる内容を教えてください。 

 Question 

７ 

Answer ・証明の必要性と意味の理解について課題がある。 

① 平行線の性質を利用して証明

する。 

 

 

 

 

 

（証明は省略） 

② ３つの角の大きさを実測して和

を求める。 

 

 

 

 

 

（詳細は省略） 

８ 平行四辺形ＡＢＣＤで，辺ＡＢ上に点Ｐをとり，Ｐと対角線の交点Ｏを通る直線

をひき，その直線と辺ＣＤとの交点をＱとします。このとき，ＯＰ＝ＯＱとなるこ

とを，ある学級では，下の図１をかいて証明しました。 

 図１ 

               （証明は省略） 

 

 

 

図２ 

この証明をしたあと，点Ｐの位置を 

図２のように変えました。このときも 

図１と同じようにＯＰ＝ＯＱとなるか 

どうかを考えてみたところ，下のアか 

らエまでのような意見が出ました。正 

しいものを１つ選びなさい。 

ア 図２の場合も，ＯＰ＝ＯＱであることは，すでに前ページの証明で示されている。

イ 図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱであることを，改めて証明する必要がある。 

ウ 図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱであることを，それぞれの長さを測って確認しなけれ

ばならない。 

エ 図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱではない。 

①についての設問（平成 21 年度Ａ８）

31.7

73.9

28.9

72.9

20

40

60

80
（％） ■香川県  □全国 （％） ■香川県  □全国 

H19                  H21 H20           H22           H24 

②についての設問（平成 24 年度Ａ８）

 

①の類題の正答率 ②の類題の正答率 

中学校数学の分析について ‥ Ｐ74
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１ 中学校では，発表する機会が与えられていると回答している生徒の割合が全国平均より高くなって

います。 
 

児童生徒質問紙「普段の授業では，自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか」とい

う質問に対し，肯定的（「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」）に回答している児童生徒

の割合を見ると，中学校では，全国平均と比較して高くなっています。一方，小学校では，全国平均と

比較してほぼ同等となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 話し合う活動をよく行っていると回答している児童生徒の割合は，全国平均と比較して低くなって

います。 
 

児童生徒質問紙「普段の授業では，学級の友達（生徒）との間で話し合う活動をよく行っていると思

いますか」という質問に対し，肯定的に回答している児童生徒の割合を見ると，平成 24 年度は，小学

校，中学校ともに全国平均と比較して低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言語活動の充実」は，全国平均と比較してどうでしたか。 

（４つの Action 「思考力・判断力・表現力等を伸ばす指導」関連項目）

 Question 

８ 

Answer ・中学校では，発表する機会が与えられていると回答している生徒の割合が，全国

平均と比較して高い。 
 

・小学校，中学校ともに，話し合い活動をよく行っていると回答している児童生徒

の割合が，全国平均と比較して低い。 

76.9

81.1

79.0

82.6

79.1

81.7

81.5
79.379.7

79.5

74.8

72.6

77.3

73.3

69.6

74.5

65

70

75

80

85

【児童生徒質問紙】 

60

65

70

75

80

85

90

95

60 65 70 75 80 85 90 95
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

「普段の授業では，自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか」 

肯定的回答の経年変化 平成 24 年度肯定的回答の分布 

■小学校（香川県）□小学校（全国）●中学校（香川県）○中学校（全国） 
（％） 

H20      H21         H22          H24 

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

全国平均 

香川県 

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

詳細な分析について  ‥ Ｐ106 

【児童生徒質問紙】 

40

50

60

70

80

90

40 50 60 70 80 90
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

「普段の授業では，学級の友達（生徒）との間で話し合う活動をよく行っていると思いますか」

肯定的回答の経年変化 

■小学校（香川県）□小学校（全国）●中学校（香川県）○中学校（全国） 

  H21               H22               H24 

平成 24 年度肯定的回答の分布 

全国平均 
香川県 

（％） 

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

74.7

76.9

72.9

76.9
75.6

76.1

49.0 49.2

54.1

60.9

55.3
52.7

45

50

55

60

65

70

75

80 秋田県
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１ 平日の家庭学習時間は，小学校，中学校ともに全国平均と比較して大きな差は見られません。 
 

 児童生徒質問紙「学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強

をしますか（学習塾や家庭教師含む）」という質問に対し，「30 分以上している」と回答している児童

生徒の割合は，小学校，中学校ともに全国平均と比較して大きな差は見られません。一方，全国に目を

向けると，さらに高い県もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 休日の家庭学習時間は，小学校，中学校ともに全国平均と比較して大きな差は見られません。 
 

 児童生徒質問紙「土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしま

すか(学習塾や家庭教師含む)」という質問に対し，10％程度の児童生徒が「全くしない」と回答してい

おり，課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習時間はどのようになっていますか。 
 Question 

９ 

Answer 
・平日や休日の家庭学習時間は，全国平均と比較して大きな差は見られない。

通塾率は 
 

 家庭学習時間は，塾や家庭教師も含めた時間として回答されていますので，通塾率を見てみます。 

                    

                    

 

 

Column 

学習塾に通っている児童生徒の割合 

（％） 小６ 中３ 

香川 45.9 68.6 

全国 47.3 63.5 

秋田 22.4 33.9 

中学校では，全国平均よりも高く，香川より高い県は，大都市圏の

みとなっています。 

また，全国平均は，こうした児童生徒数の多い都府県が平均を大き

く押し上げているので，小学校についても，全国平均を下回っていま

すが，47 都道府県の中では，中位から上位にあります。 

２時間以上， 
３時間より少ない 

１時間以上，２時間より少ない 

小学校 

「学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾や家庭教師含む）」

【児童生徒質問紙】 

中学校 

３時間以上 
３０分以上， 
１時間より少ない 

３０分より
少ない 

全くしない ２時間以上，
３時間より少ない

１時間以上， 
２時間より少ない ３時間以上

３０分以上， 
１時間より少ない

３０分より
少ない 

全くしない

37.0 25.5 10.28.5

3.5

11.1

15.1

10.5

14.5

57.8

33.9

24.2

26.1

3.0

10.5

3.8

0.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４秋田

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川 33.2 16.8 10.37.6

4.9

9.9

26.4

22.2

25.4

48.0

31.1

19.1

16.9

4.5

9.7

5.7

1.2

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４秋田

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか(学習塾や家庭教師含む)」 

３時間以上，４時間より少ない 

２時間以上，３時間より少ない 

小学校 

【児童生徒質問紙】 

中学校 

４時間以上 １時間以上，２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

３時間以上，
４時間より少ない 

２時間以上，
３時間より少ない ４時間以上

１時間以上， 
２時間より少ない 

１時間より
少ない 全くしない

23.7 28.1 21.25.0

4.3

4.9

10.5

14.9

11.3

37.5

22.6

32.2

26.4

9.4

21.4

11.4

1.7

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４秋田

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川15.2 31.5 33.34.3

2.4

6.5

5.5

5.8

5.1

21.3

12.2

53.8

31.2

15.6

33.6

10.0

1.0

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４秋田

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

詳細な分析について  ‥ Ｐ134，Ｐ135 
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総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 理科を好きな児童生徒の割合は，国語，算数・数学と比較して高くなっています。 
 

 児童生徒質問紙「○○の勉強は好きですか」という質問に対し，肯定的に回答している児童生徒の割

合を見ると，理科が国語や算数・数学と比較して高くなっています。このことは小学校，中学校の両校

種でいえることですが，特に小学校の理科では，全国平均よりも高く，国語，算数と比較して高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 小学校国語，中学校数学を好きな児童生徒の割合は，全国的に見て極めて低くなっています。 
 

 平成 24 年度の児童生徒質問紙「国語の勉強は好きですか」という質問に対し，肯定的に回答してい

る児童生徒の割合を見ると，本県において，中学校では全国平均と比較して低く，小学校では全国的に

見て極めて低くなってい 

ます。 

 一方，算数・数学にお 

いて，小学校では全国平 

均とほぼ同等ですが，中 

学校では，全国的に見て 

極めて低くなっています。 

 

 

 

 

52.1

49.2
49.5

55.4

53.0

57.1

56.8
55.2

56.7 57.2
58.6

47.8

51.7

49.9

53.2

47.9

51.0
52.8

52.5

53.3

60.3

61.6

45

50

55

60

65

70

75

80

85

81.5

57.1

57.4

52.7
51.5

53.6

63.0
62.1

58.3

56.1
59.6

64.0

67.8
67.6

69.6
67.2

64.9
63.8

66.265.465.0

83.8

45

50

55

60

65

70

75

80

85

学習に対する関心意欲は，全国平均と比較してどうでしたか。 

（４つの Action 「学習意欲向上のための指導」関連項目） 

 Question 

10 

Answer 
・理科を好きと回答している児童生徒の割合は，国語，算数･数学に比べて高い。 
 
・小学校国語，中学校数学を好きな児童生徒の割合が，全国的に見て極めて低い。 
 
・授業の内容がよく分かると回答している児童生徒の割合は，小学校では理科が全

国平均より高く，中学校では全ての教科で全国平均とほぼ同等である。 

「○○の勉強は好きですか」 肯定的回答の経年変化 

■国語（県） □国語（全国） ▲算数・数学（県） △算数・数学（全国） ●理科（県） ○理科（全国） 

【児童生徒質問紙】

H19        H20       H21        H22       H24 

（％） 小学校 （％）

H19        H20       H21        H22       H24 

中学校 

「当てはまる」＋ 
「どちらかといえば
当てはまる」と回答 

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

40

50

60

70

80

40 50 60 70 80
中学校（％）

小
学

校

（
％

）

40

50

60

70

80

40 50 60 70 80
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

「国語の勉強は好きですか」

肯定的回答の分布 

「算数（数学）の勉強は好きですか」

肯定的回答の分布 

【児童生徒質問紙】

香川県 

全国平均
全国平均 

香川県 

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

【児童生徒質問紙】
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総論 

３ 授業の内容がよく分かると回答している児童生徒の割合は，小学校では理科が全国平均より高く，

中学校では全ての教科で全国平均とほぼ同等です。 
 

 小学校において，国語では平成 24 年度を全国平均と比較すると，低くなっており，平成 22 年度と比

較しても低くなっています。算数では，平成 22 年度まで全国平均を上回っていましたが,平成 24 年度

はほぼ同等になりました。理科では，全国平均より高く，2.1 ポイント上回っています。 

 中学校において，国語では，平成 21 年度から，全国平均を上回り増加しています。数学では，平成

24 年度まで，全国平均を上回っていますが，その差は小さくなっています。理科では，全国平均とほぼ

同等ですが，小学校のときと比べて授業がよく分かると回答している児童生徒の割合が，大きく減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
  

４ 理科の勉強は大切，理科の授業で学習したことは将来社会に出たときに役に立つと回答している児

童生徒の割合は，国語，算数・数学と比較して低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語（小）
国語（中）

算数（小）
数学（中）

理科（小）
理科（中）

香川県

全国

92.6
90.3

93.0

82.1
86.3

68.5

91.6

88.1

92.1

79.8

87.3

67.3

50

60

70

80

90

100
（％） 

【児童生徒質問紙】

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

国語（小）
国語（中）

算数（小）
数学（中）

理科（小）
理科（中）

香川県

全国

88.9

83.1

90.3

71.8 73.2

51.9

88.9

80.5

90.7

69.7

75.6

51.8

50

60

70

80

90

100

詳細な分析について ‥ Ｐ109 Ｐ114 

肯定的回答の国語，算数・数学，理科の比較 

「○○の授業で学習したことは，将来，社会に出たとき

に役立つと思いますか」 

【児童生徒質問紙】（％）

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

肯定的回答の国語，算数・数学，理科の比較 

「○○の勉強は大切だと思いますか」  

72.3

64.1

63.1
63.5

70.3 70.4

65.4 66.8

68.8

69.9

71.2

65.1

67.0

65.6

68.4

65.2

63.6

65.5
64.9

65.7 64.9

63.9

60

65

70

75

79.1

86.0

77.0
75.7

78.0

80.1

83.1

78.0

78.0

80.0

82.3

80.3

81.2
80.5

82.6

78.6

77.1

78.4
79.2

78.0

88.1

75

80

85

90

「○○の授業の内容はよく分かりますか」 肯定的回答の経年変化 

■国語（県） □国語（全国） ▲算数・数学（県） △算数・数学（全国） ●理科（県） ○理科（全国） 

【児童生徒質問紙】

（％） 中学校 

H19        H20       H21        H22       H24 

「当てはまる」＋
「どちらかといえば
当てはまる」と回答

小学校 （％） 

H19        H20       H21        H22       H24 

「当てはまる」＋ 
「どちらかといえば
当てはまる」と回答 
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総論 

 

 

 

 

 

 

 

１ ものごとを最後までやりとげてうれしかったことがあると回答している児童生徒の割合は，増加傾

向にあります。 
 

児童生徒質問紙「ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがありますか」という質問に対

し，「当てはまる」と回答している児童生徒の割合は，小学校においては，増加傾向にあり全国とほぼ

同等となりました。一方，中学校においても増加傾向にありますが，全国平均も増加しており，平成 24

年度は，全国的に見ると低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 将来の夢や目標を持っていると回答している児童生徒の割合は，全国的に見て下位にあります。 
 

児童生徒質問紙「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対し，「当てはまる」と回答して

いる児童生徒の割合は，全国的に見ると小学校，中学校ともに下位にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの調査で自尊感情や規範意識が全国平均より低いという結果が出

ていましたが，平成 24 年度の調査ではどうなりましたか。 

 Question 

11 

Answer 

68.8

63.9 63.5

65.4
68.6

72.7
70.4

69.1
69.9 69.6 72.3

64.6

59.9 60.0

61.6

65.1

69.6

65.4
65.0

66.6

55

60

65

70

75

60

65

70

75

80

60 65 70 75 80
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

平成 24 年度回答の分布 

香川県 

全国平均 

「当てはまる」と回答

「ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがありますか」 

■小学校（香川） □小学校（全国） ▲中学校（香川） △中学校（全国） 

H19        H20       H21        H22       H24 

回答の経年変化 

「当てはまる」と回答

（％） 

【児童生徒質問紙】

45.5

64.2
64.4 66.6

69.7 67.3
66.6

67.6
70.0 70.2

69.8

41.0
39.8

40.9 41.5 40.9

44.4
43.1 43.7 44.3

35

45

55

65

75

30

40

50

60

70

80

30 40 50 60 70 80
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

「将来の夢や目標を持っていますか」 【児童生徒質問紙】

全国平均 

香川県

（％） 
平成 24 年度回答の分布 

「当てはまる」と回答

H19        H20        H21        H22       H24

■小学校（香川） □小学校（全国） ▲中学校（香川） △中学校（全国） 

回答の経年変化 

「当てはまる」と回答

・自尊感情や規範意識に関する質問項目については，肯定的な回答が増加傾向に

ある。 
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総論 

３ 学校のきまりを守っていると回答している児童生徒の割合は，増加傾向にあります。 
 

児童生徒質問紙「学校のきまり（規則）を守っていますか」という質問に対し，「当てはまる」と回

答している児童生徒の割合は，小学校，中学校ともに増加傾向にあります。中学校では，平成 19 年度

調査以降，増加しており，全国平均とほぼ同等に推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ いじめはいけないことだと思うと回答している児童生徒の割合は，増加傾向にあります。 
 

児童生徒質問紙「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか」については，児童

生徒の心情を問う質問であり，各都道府県とも高い結果となっています。小学校では，平成 19 年度調

査と比較して高くなっており,平成 24 年度は全国平均を 1.3 ポイント上回っています。中学校では,平

成 19 年度調査以降，最も高くなっており，増加し続けています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

40

50

60

70

30 40 50 60 70
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

51.5

29.0
28.9

33.5 34.0

37.2

31.5 31.6

35.7
34.1

41.6

40.0
41.6

45.2
46.4 51.3

40.2
41.9

44.5 45.1

25

35

45

55

「学校のきまり（規則）を守っていますか」 

【児童生徒質問紙】

全国平均 

香川県

平成 24 年度回答の分布 

「当てはまる」と回答

（％） 

H19        H20        H21        H22       H24

■小学校（香川） □小学校（全国） ▲中学校（香川） △中学校（全国） 

回答の経年変化 

「当てはまる」と回答

詳細な分析について  ‥ Ｐ144 

行動を問う質問，心情を問う質問 
 
 これらの質問の他に，自尊感情や道徳性，社会性に関連した項目は，平成 19 年の調査開始以降，全体的に肯定

的な回答の割合が増加傾向にあります。 

 しかし，「自分にはよいところがありますか」や「近所の人に会ったときは，あいさつをしていますか」などの

項目では，全国と比較すると依然として肯定的な回答が低い状況にあります。行動を問う質問は，自己評価が厳し

いと肯定的な回答が低くなりますが，心情を問う質問については，肯定的回答が期待されます。 

 

55

65

75

85

55 65 75 85
中学校（％）

小

学

校

（
％

）

「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか」 【児童生徒質問紙】

全国平均 

香川県

平成 24 年度回答の分布 

「当てはまる」と回答

（％） 

H19        H20        H21        H22       H24

■小学校（香川） □小学校（全国） ▲中学校（香川） △中学校（全国） 

回答の経年変化 

「当てはまる」と回答

Column 

67.9

74.5
73.7

75.7

77.5 77.5
76.1 75.7

76.6

75.7 76.2

57.9 58.4
60.3

63.3

66.6

58.7 59.2

61.9
63.3

55

65

75

85
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総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小学校においては，放課後や長期休業中を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割

合が，全国平均と比較して高くなっています。 
  

小学校において，学校質問紙「第６学年の児童に対して，前年度に，放課後を利用した補充的な学習

サポートを実施しましたか」という質問に対し，「年に数回以上行った」と回答している学校の割合は，

増加傾向にあり，全国平均と比較して 30.8 ポイント高くなっています。 

一方，学校質問紙「第６学年の児童に対して，前年度に，長期休業中を利用した補充的な学習サポー

トを実施しましたか」という質問に対し，「１日以上行った」と回答している学校の割合は，全国平均

と比較して 9.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知，大阪の取組［小学校］ 
 
  

 

 

補充的な学習サポートに対する学校の取組はどうなっていますか。 

Answer 
・小学校においては，放課後の補充的な学習サポート，長期休業中の補充的な学

習サポートを実施している学校の割合は，全国平均と比較してともに高い。 
 

・中学校においては，放課後の補充的な学習サポート，長期休業中の補充的な学

習サポートを実施している学校の割合は，全国平均と比較してともに低い。 

 Question 

12 

小学校 

週に４回以上
行った 週に２～４回行った 週に１回行った 

月に数回程度 
行った 

年に数回程度
行った 

行って
いない

他府県の放課後を利用した補充的な学習サポートの状況 

9.1

17.7

36.2

38.2

47.8

37.6

1.3

2.2

2.7

3.5

2.6

3.9

3.2

3.5

29.0

22.0

39.8

35.3

27.3

36.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

Ｈ２２香川

Ｈ２１香川

「第６学年の児童に対して，前年度に，放課後を

利用した補充的なサポートを実施しましたか」

【学校質問紙】 

週に４回以上 
行った 

週に２～３回 
行った 

週に１回
行った 

月に数回程度 
行った 

年に数回程度
行った 

行って
いない

小学校 

延べ 13 日以上
 

延べ９日から 12 日

延べ５日から８日

１日から延べ４日 行っていない

「第６学年の児童に対して，前年度に，長期休業中を

利用した補充的なサポートを実施しましたか」 

Column 

放課後を利用した補充的な学習サポートの実

施率は，全国平均よりかなり高い香川ですが，週

に１回以上となると高知や大阪はさらに高い実

施率となっています。 

また，高知や大阪は長期休業を利用した補充的

な学習サポートについても，香川より高い実施率

となっており，その成果もはっきりと教科に関す

る調査結果に表れています。 

 

23.7

23.1

24.0

22.0

20.4

19.9

13.7

9.1

17.0

22.0

1.2

3.8

2.3

7.9

14.0

37.8

13.2

22.6

18.9

19.4

13.4

4.9

38.0

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

Ｈ２２香川

Ｈ２１香川

22.6 19.4 4.9 7.5

4.5

7.7

7.9

39.9

51.9

37.8

27.3

15.8

12.7

7.9

5.2

6.9

10.5

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４高知

Ｈ２４大阪

Ｈ２４香川
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総論 

２ 中学校においては，放課後や長期休業中を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割

合が，全国平均と比較して低くなっています。 
  

中学校において，「第３学年の生徒に対して，前年度に，放課後を利用した補充的な学習サポートを

実施しましたか」という質問に対し，「年に数回以上行った」と回答している学校の割合は，全国平均

と比較して 6.4 ポイント低くなっています。また，「行っていない」と回答した学校の割合は，平成 22

年度よりも 5.2 ポイント増加しています。しかし，「月に数回以上行った」と回答している学校の割合

は，全国平均と比較して 11.6 ポイント高くなっています。 

一方，学校質問紙「第３学年の生徒に対して，前年度に，長期休業中を利用した補充的な学習サポー

トを実施しましたか」という質問に対し，「１日以上行った」と回答している学校の割合は，全国平均

と比較して 4.2 ポイント低くなっています。また，中学校の経年変化を見ると，平成 21 年度，平成 22

年度に「行っていない」と回答した学校の割合は，10％以下と全国平均と比較しても低くなっていまし

た。しかし，平成 24 年度は 20.1％となり「行っていない」と回答した学校の割合が増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他府県の取組［中学校］ 
 
  

 

 

詳細な分析について ‥ Ｐ128 

中学校 

他府県の長期休業中を利用した補充的な学習サポートの状況

行っていない１日から延べ４日延べ５日から８日延べ 13 日以上
 

延べ９日から 12 日

14.6

10.5

8.9

13.6

45.0

42.6

35.4

23.8

23.6

20.4

10.2

20.1

15.6

33.8

7.2

24.0

25.3

21.6

37.3

28.4

18.8

4.5

2.4

4.2

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４高知

Ｈ２４大阪

Ｈ２４福井

Ｈ２４秋田

Ｈ２４香川

16.5

11.8

27.2

28.9

32.6

26.3

14.5

22.4

1.8

5.3

4.1

3.7

7.4

5.3

9.9

5.9

8.6

11.4

26.4

39.6

37.7

19.7

13.2

19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

Ｈ２２香川

Ｈ２１香川

「第３学年の生徒に対して，前年度に，長期休業中を

利用した補充的な学習サポートを実施しましたか」

【学校質問紙】 

27.2

30.3

39.9

30.3

7.3

9.2

10.5

11.3

15.8

5.5

13.6

14.7

14.5

20.1

35.4

35.5

20.4

22.6

20.1

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

Ｈ２２香川

Ｈ２１香川

行っていない延べ 13 日以上
 

延べ９日から 12 日

延べ５日から８日 １日から延べ４日

中学校 

週に４回以上行った 
週に２～３回行った 

週に１回行った 

月に数回程度
行った 

年に数回程度 
行った 行っていない

「第３学年の生徒に対して，前年度に，放課後を 

利用した補充的な学習サポートを実施しましたか」

本県では，放課後や長期休業中を利用した補充

的な学習サポートを実施している学校の割合が

低下傾向にあり，全国と比較しても低い割合とな

っています。 

高知や大阪は，右グラフに示すように，長期休

業中を利用した補充的な学習サポートについて

高い実施率となっており，学力上位県である秋田

や福井についても，本県より高い実施率となって

います。 

なお，高知や大阪は，放課後を利用した補充的

な学習サポートの実施率も全国上位の高い割合

となっています。 

 

 放課後を利用した補充的な学習サポートの実

施率［週１回以上実施と回答した学校の割合］ 

 高知 69.1％，大阪 44.8％，香川 21.0％ 

（全国平均 22.6%）

Column 
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総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っている学校の割合が，全国平均と比較して高くなっ

ています。 
  

学校質問紙「模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか」という質問に対し，「よく

している」と回答している学校の割合は，全国平均と比較して小学校では 9.5 ポイント高く，中学校で

は 1.4 ポイント高くなっています。 一方，全国に目を向けると，さらに高い県もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 授業研究を年間９回以上実施している学校の割合が，全国平均と比較して高くなっています。 
  

学校質問紙「授業研究を伴う校内研修を前年度，何回実施しましたか」という質問に対し，「９回以

上行った」と回答している学校の割合は，全国平均と比較して小学校で 6.0 ポイント，中学校で 1.7 ポ

イント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修等の取組はどうなっていますか。 

Answer 
・模擬授業や事例研究など，実践的な校内研修を行っている学校の割合が，全国

平均と比較して高い。 
 

・授業研究を年間９回以上実施している学校の割合が，全国平均と比較して高い。

 Question 

13 

年間１５回以上 
小学校 

「授業研究を伴う校内研修を前年度，何回実施しましたか」 【学校質問紙】 

中学校 

年間１３～１４回 年間１１～１２回 年間９～１０回 年間７～８回 年間５～６回 年間３～４回
年間１～２回

全く実施
していない 

年間１５回以上 年間１３～１４回 

年間１１～１２回 

年間９～１０回 年間７～８回 年間５～６回 年間３～４回 年間１～２回
全く実施
していない 

20.5

20.5

18.2

28.8

20.2

13.6

12.6

5.2

1.9

5.3

5.7

8.8

9.1

17.7

11.0

0.0

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

10.5

17.1

13.0

13.8

17.7

27.5

26.8

19.1

11.1

7.5

3.2

3.7

5.5

5.3

11.1

5.9 0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

68.7 28.7

75.8

59.2

22.7

35.4

1.5

5.1

2.6

0.0

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４佐賀

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

「模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか」 

どちらかといえば
している 

全くして
いない

小学校 

【学校質問紙】 

中学校 

あまり
していない

どちらかといえば 
している 

あまり
していない

全くして
いないよくしている よくしている

40.2 49.3

47.0

38.8

48.1

46.5

4.9

13.7

10.5

0.0

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４山梨

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川
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総論 

３ 全国学力・学習状況調査等の結果を，教育活動の改善に活用した学校の割合が，全国平均と比較し

て高くなっています。 
  

学校質問紙「平成 23 年度全国学力・学習状況調査の問題冊子等や独自の調査等の結果を，学校全体

で教育活動を改善するために活用しましたか」という質問に対し，「よく行った」「行った」と回答し

ている学校の割合は，全国平均と比較して小学校で 14.0 ポイント，中学校で 17.1 ポイント高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 ここで示した１～３の項目は，全国平均と比較して高くなっていますが，平成 22 年度調査

において，全国学力・学習状況調査を授業の中で活用した学校の割合は，全国平均と比較して

小学校では高く，中学校では低くなっています。 
 

 平成 22 年度学校質問紙「平成 21 年度全国学力・学習状況調査の調査問題を平成 21 年度にお

いて，第６学年（第３学年）や他学年の授業の中で活用しましたか」という質問に対し，「はい」

と回答している学校の割合は，全国平均と比較して小学校で 3.9 ポイント高く，中学校で 3.1 ポ

イント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細な分析について ‥ Ｐ154 

「平成 23 年度全国学力・学習状況調査の問題冊子等や独自の調査等の結果を， 

学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか」 

小学校 

【学校質問紙】 

中学校 

よく行っている 行っている 
ほとんど
行っていない よく行っている 行っている 

ほとんど
行っていない 

12.4

25.6

61.7

65.6

25.6

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川

65.2 34.8

61.3

99.0

38.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２２秋田

Ｈ２２全国

Ｈ２２香川 51.1 48.9

54.2

94.0

45.7

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２２秋田

Ｈ２２全国

Ｈ２２香川

平成 22 年度学校質問紙「平成 21 年度全国学力・学習状況調査の調査問題を平成 21 年度において， 

      第６学年（第３学年）や他学年の授業の中で活用しましたか」 

＊本質問項目は，平成 24 年度調査では削除された。【学校質問紙】

小学校 中学校 
は い いいえ いいえ は い

校内研修の取組等 
 
 平成 22 年度の下記の校内研修に関する５つの質問中，「よくしている」と回答した学校の割合は，小学校で２

問，中学校で４問が全国平均よりも低くなっていました。 
 
(86)学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか 

(87)模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 

(88)教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるようにしていますか 

(90)教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映させていますか 

(91)指導計画の作成にあたっては，教職員同士が協力し合っていますか 

Column 

16.7

27.3

64.5

67.8

18.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２４全国

Ｈ２４香川
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◆参考◆ 
 
調査の結果を教育活動の改善や学力向上の取組に活用できるように，文部科学省や国立

教育政策研究所から様々な資料が提供されています。既に学校に配付されているものや，
ホームページから閲覧可能なものもあります。ぜひ，ご活用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●国立教育政策研究所ホームページ(http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年度 全国学力学習状況調査 解説資料 

【平成 24 年４月】 

調査の実施後速やかに，学校に

おける児童生徒への学習指導の

改善に役立てることができるよ

う，教科に係る調査問題について

の解説などをまとめたものです。 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

平成 24 年度 全国学力学習状況調査 報告書 

【平成 24 年９月】 

各教育委員会・学校等におい

て，調査結果を教育施策の改善や

日常の学習の改善・充実のために

利用することができるよう，調査

結果のポイントや問題ごとの分

析内容等をまとめたものです。 

文部科学省 国立教育政策研究所 

平成 24 年度 授業アイディア例 【平成 24 年９月】 

調査結果を踏まえて授業を改

善する際の参考となるよう，授業

のアイディアをいくつか例示し

ています。 
校内研修や授業計画などの資

料としてご活用ください。 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から今後 

の取組が期待される内容のまとめ【平成 24 年 10 月】 

平成 19～22 年度までの４年間

の調査で課題として考えられる

調査問題をまとめ，どのように改

善していくかを授業アイディア

例として示しています。 
(注)本まとめは市販されています。小学校

編，中学校編 各定価９４５円 教育出版 
国立教育政策研究所教育課程研究センター 
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Ⅲ 教科に関する調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 22 年度，平成 24 年度調査は抽出調査であり，各都道府県（公立）の教科に関する調査に

ついては誤差±１％程度の精度となるように標本抽出が行われているため，推計値である集計値

が，全国（公立）が誤差±0.2％程度，県（公立）が誤差±１％程度の精度となっていることに留

意することが必要である。 

- 27 -

香川県教育センター
長方形



小学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要 

■平成 24 年度調査結果の集計値 

■平成 19 年度～平成 24 年度の県と全国の平均正答率の差の推移 

小学校国語Ａ 児童数 学校数 平均正答数
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   4,274 80 14.3 / 17 83.8 

2.2 

83.2 － 84.5 

全国(公立) 255,180 5,139 13.9 / 17 81.6 81.4 － 81.7 

小学校国語Ｂ 児童数 学校数 平均正答数 
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   4,271 80 6.6 / 11 59.8 

4.2 

58.8 － 60.8 

全国(公立) 255,139 5,140 6.1 / 11 55.6 55.4 － 55.8 

小学校国語Ａ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 83.9 67.2 71.2 83.8 83.8 

全国(公立)平均正答率（％） 81.7 65.4 69.9 83.3 81.6 

県と全国の差  2.2  1.8  1.3  0.5  2.2 

小学校国語Ｂ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 68.0 53.8 54.5 81.0 59.8 

全国(公立)平均正答率（％） 62.0 50.5 50.5 77.8 55.6 

県と全国の差  6.0  3.3  4.0  3.2  4.2 

県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ａ】 県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ｂ】

小学校 国語 ＜調査区分の分析・検証＞ 

2.2 
1.8 

1.3 

0.5 

2.2 

0

1

2

3

4

5

6

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

（ポイント） 

6

3.3

4

3.2

4.2

0

1

2

3

4

5

6

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

（ポイント） 

○ 国語Ａ（知識）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋2.2 ポイント）等から，全国（公立）より上位の結果であることがうかがえる。 

○ 国語Ｂ（活用）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋4.2 ポイント）等から，全国（公立）より上位の結果であることがうかがえる。 

※H22･24 年度は抽出調査

- 28 -



小学校 国語 

■平成 24 年度領域別調査結果 

 国語Ａ 国語Ｂ 

学習指導要領の領域 
話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

伝統的な言語文
化と国語の特質
に関する事項

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

伝統的な言語文
化と国語の特質
に関する事項

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
80.6 65.5 83.0 88.3 67.7 53.4 58.9 63.2 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
79.4 57.5 82.1 86.3 63.0 46.8 55.7 55.2 

 
 

※「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」…平成 10 年度告示学習指導要領では「言語事項」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語Ａ 

領域 調査年度 
県（公立） 

平均正答率(%)

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

平成 19 年度 65.8 56.6  9.2 

平成 20 年度 77.7 76.1  1.6 

平成 21 年度 74.0 68.0  6.0 

平成 22 年度 80.9 83.2 ▲2.3 

平成 24 年度 80.6 79.4  1.2 

書
く
こ
と 

平成 19 年度 86.4 85.3  1.1 

平成 20 年度 56.1 53.3  2.8 

平成 21 年度 87.1 85.4  1.7 

平成 22 年度 68.5 67.7  0.8 

平成 24 年度 65.5 57.5  8.0 

読
む
こ
と 

平成 19 年度 69.3 67.3  2.0 

平成 20 年度 49.7 44.5  5.2 

平成 21 年度 72.3 68.7  3.6 

平成 22 年度 76.1 74.1  2.0 

平成 24 年度 83.0 82.1  0.9 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

平成 19 年度 87.9 86.8  1.1 

平成 20 年度 66.8 65.2  1.6 

平成 21 年度 64.7 64.2  0.5 

平成 22 年度 86.1 85.8  0.3 

平成 24 年度 88.3 86.3  2.0 

国語Ｂ 

領域 調査年度
県（公立） 

平均正答率(%) 

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

平成 19 年度 71.6 70.9  0.7 

平成 20 年度 76.8 73.0  3.8 

平成 21 年度 65.3 61.3  4.0 

平成 22 年度 79.3 75.4  3.9 

平成 24 年度 67.7 63.0  4.7 

書
く
こ
と 

平成 19 年度  67.8 61.7  6.1 

平成 20 年度 53.9 49.1  4.8 

平成 21 年度 17.2 14.5  2.7 

平成 22 年度 92.3 91.6  0.7 

平成 24 年度 53.4 46.8  6.6 

読
む
こ
と 

平成 19 年度 64.2 57.7  6.5 

平成 20 年度 51.1 48.3  2.8 

平成 21 年度 61.2 56.5  4.7 

平成 22 年度 77.0 73.4  3.6 

平成 24 年度 58.9 55.7  3.2 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

平成 19 年度 83.3 77.0  6.3 

平成 20 年度    

平成 21 年度 63.1 59.7  3.4 

平成 22 年度 76.5 73.0  3.5 

平成 24 年度 63.2 55.2  8.0 

‐3

‐1

1

3

5

7

9

‐3

‐1

1

3

5

7

9

■平成 19 年度～平成 24 年度の領域別調査結果

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ａ】

（ポイント） （ポイント） 

平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ｂ】

話すこと・聞くこと     書くこと    読むこと 
 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

話すこと・聞くこと     書くこと    読むこと 
 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

０ ０

※H22･24 年度は抽出調査
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小学校 国語 

 

集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１一（１） ○ ○ 86.4 1.0 89.3 1.3

１一（２） ○ ○ 90.4 2.2 92.1 2.4

１一（３） ○ ○ 96.1 0.6 95.2 1.3

１二（１） ○ ○ 86.8 2.2 83.1 4.2

１二（２） ○ ○ 84.0 0.8 82.8 1.6

１二（３） ○ ○ 95.8 1.3 90.5 4.2

２ ○ ○ ○ 70.1 0.4 65.2 0.6

３ア ○ ○ ○ 90.9 0.7 92.5 0.9

３イ ○ ○ ○ 80.8 0.7 80.4 1.1

４ ○ ○ ○ 75.0 0.3 73.3 0.6

５ア ○ ○ ○ 91.7 1.0 91.1 1.5

５イ ○ ○ ○ 90.8 1.2 92.2 1.7

６ ○ ○ ○ ○ ○ 74.6 0.7 71.8 1.4

７ ○ ○ ○ ○ 56.4 3.5 43.2 7.5

８ ○ ○ 84.2 3.1 79.7 6.6

９一 ○ ○ 84.7 3.1 82.7 6.7

９二 ○ ○ 86.4 3.2 81.4 7.0

百科事典を読み，目的に応じて中心となる内
容を取り出して書く

学年別漢字配当表に示されている
漢字を筆順に従って正しく書く

目的や意図に応じ，必要となる事
柄を整理して簡潔に書く

日常生活で使われている慣用句の
意味を正しく理解する

百科事典を読み，目的に応じて中
心となる内容を捉える

創作した物語の語り手が寄り添っている人物
として適切なものを選択する

学年別漢字配当表に示されている漢字（申）
の正しい筆順を適切に捉える

学年別漢字配当表に示されている漢字（赤）
の正しい筆順を適切に捉える

四つの会話文の音読の仕方として適切なもの
をそれぞれ選択する

全国（公立）

79.4

57.5

82.1

場面の様子や登場人物の気持ちを
想像しながら音読する

評価の観点

4

目的に応じ，収集した情報を関係
付けながら話し合う

収集した情報を関係付けながら話し合い，整
理した図の中から適切な内容を取り出して書
く

全国
（公立）

56.4

○

43.2

65.5

83.0

88.3

76.0 72.5

82.1

漢字を読む
(参加することを許す)

話し手の話の内容を聞きながら書いた質問に
ついて，その狙いを適切に説明したものを選
択する

収集した情報を関係付けながら話し合い，整
理した図の中から共通する内容を取り出して
書く

4,274

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く

評価の観点

問題形式

設問番号 設問の概要

全国（公立） 81.6

漢字を書く
(東からたいようがのぼる)

3

4

漢字を読む
(親から独立してくらす)

出題の趣旨

漢字を読む
(新しいビルを建築する)

2

学習指導要領の領域等

香川県（公立）

80.6

5,139

平均正答率(％)

83.8香川県（公立）

児童数 学校数

80

区分

255,180

分類

○

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

平均正答率(％)

学習指導要領の領域等

86.3

79.4

57.5

漢字を書く
(病院でいしゃにみてもらう)

新聞の報道記事のリードに必要な事柄を整理
し，一文にまとめて書く

日常生活で使われている慣用句を集め，それ
らの意味を適切に捉える

○

漢字を書く
(白いぬのを青くそめる)

狙いを明確にして質問をする

表現の効果について確かめながら
物語を創作する

86.3

65.5

80.6

香川県

○

○

83.0

88.3

（公立）
問題形式

13

0

86.2 84.3

83.2

9

対象設問数（問）

3

2

4

9

81.4

1

○

84.5

81.7

○

○

○

 

 

 

■設問別調査結果【国語Ａ】 
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小学校 国語 

 
集計結果

平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１一 ○ ○ ○ 67.0 1.4 64.8 2.4

１二 ○ ○ ○ ○ ○ 63.2 3.7 55.2 7.0

１三 ○ ○ ○ 29.8 1.0 23.5 2.1

２一 ○ ○ ○ 87.4 1.1 84.3 2.5

２二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 61.1 7.4 52.6 14.5

２三 ○ ○ ○ 54.5 4.9 52.2 7.6

３一ア ○ ○ ○ 87.7 0.9 87.3 2.6

３一イ ○ ○ ○ 48.2 5.3 45.0 9.0

３二 ○ ○ ○ 51.7 1.5 51.0 3.8

３三 ○ ○ ○ 60.7 1.6 57.6 4.2

３四 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46.1 8.9 37.7 17.0

二つの記事に書かれている内容を結び付けな
がら読み，理由となる事実を基にして自分の
考えを記述する

複数の記事を結び付けながら読
み，事実を基にして自分の考えを
もつ

司会として収集した情報を捉え，
まとまりごとに整理する

資料を読み取った上で，質問をし
たい内容を明確にして発表する

司会として話合いの目的を再確認
し，計画的に話合いを進める

目的に応じ，雑誌や読んだ記事の
特徴を捉える

目的に応じ，複数の記事を結び付けながら読
もうとするとき，該当する記事の見出しとし
て適切なものを選択する

目的に応じ，記事を結び付けなが
ら読む

60.8

55.8

○

67.7

58.8

1

対象設問数（問）

3

5

5

1

55.4

3

5

48.2

56.8

手紙の構成を理解し，後付けを書
く

学習指導要領の領域等

目的や意図に応じ，書く事柄を整
理する

目的や意図に応じ，適切に敬語を
使いながら，内容の中心を明確に
して書く

（公立）

63.0

45.0

48.5

46.8

55.7

55.2

評価の観点 問題形式
香川県

7

55.2

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

目的や意図に応じ，適切に敬語を使いなが
ら，返事の仕方と内容を記述する

出題の趣旨

目的や意図に応じ，依頼する具体的な内容と
して適切なものを選択する

5

3

1

3

児童数 学校数

80

53.4

平均正答率(％)

学習指導要領の領域等

全国（公立）

58.9

63.2

平均正答率(％)

59.8

香川県（公立）

67.7

55.6

区分

255,139

分類

香川県（公立）

5,140

手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名
のそれぞれの位置を適切に選択する

記事の特徴の説明として適切なものを取り出
して書く

提示された資料を読み取った上で，相手に対
して質問をしたい内容を明確にして発表する
ように記述する

4,271

評価の観点

問題形式

設問番号 設問の概要

62.7 60.1

話合いの目的を再確認し，計画的に話合いを
進めようとする司会の役割を適切に説明した
ものを選択する

雑誌の特徴の説明として適切なものを選択す
る

全国
（公立）

編集者の意図を説明したものとして適切なも
のを選択する

編集者の意図を捉える

参加者から出された質問の内容を適切に捉
え，まとまりごとに整理する

全国（公立）

63.0

46.8

55.7

56.8 48.5

53.4

58.9

63.2

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問別調査結果【国語Ｂ】 

- 31 -



小学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【小学校国語Ａ】（全 17 問中 6問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１二（１） 漢字を書く (病院でいしゃにみてもらう) 86.8 3.7 2.2 

１二（３） 漢字を書く (白いぬのを青くそめる) 95.8 5.3 1.3 

２ 
話し手の話の内容を聞きながら書いた質問について，その狙いを適切に説明したもの

を選択する 
70.1 4.9 0.4 

７ 新聞の報道記事のリードに必要な事柄を整理し，一文にまとめて書く 56.4 13.2 3.5 

８ 日常生活で使われている慣用句を集め，それらの意味を適切に捉える 84.2 4.5 3.1 

９二 学年別漢字配当表に示されている漢字（赤）の正しい筆順を適切に捉える 86.4 5.0 3.2 

 

 

【小学校国語Ｂ】（全 11 問中 7問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１二 目的や意図に応じ，適切に敬語を使いながら，返事の仕方と内容を記述する 63.2 8.0 3.7 

１三 手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名のそれぞれの位置を適切に選択する 29.8 6.3 1.0 

２一 参加者から出された質問の内容を適切に捉え，まとまりごとに整理する 87.4 3.1 1.1 

２二 
提示された資料を読み取った上で，相手に対して質問をしたい内容を明確にして発表

するように記述する 
61.1 8.5 7.4 

３一イ 記事の特徴の説明として適切なものを取り出して書く 48.2 3.2 5.3 

３三 
目的に応じ，複数の記事を結び付けながら読もうとするとき，該当する記事の見出し

として適切なものを選択する 
60.7 3.1 1.6 

３四 
二つの記事に書かれている内容を結び付けながら読み，理由となる事実を基にして自

分の考えを記述する 
46.1 8.4 8.9 

 

 

 

‐4

‐2

0
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8
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‐4

‐2

0

2

4

6

8
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14

■設問別の県と全国の正答率の差 

（ポイント） 

１一 
(1) 

１一 
(3) 

１一 
(2) 

【国語Ａ】 【国語Ｂ】 

（ポイント） 

１二 
(1) 

１二 
(2) 

１二 
(3) 

２ 

３ア 

３イ 

４ 

５イ 

５ア 

６ 

７ 

８ 

９一 

９二 

１一 

１二 

１三 

２一 

２二 

３一 
ア 

３一 
イ 

２三 

３三 

３二 

○ 小学校国語の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を上回った設問は，28 問中 13 問
（46.4%）であった。 

○ 小学校国語の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を下回った設問は，28 問中０問
（0.0%）であった。 

○ 小学校国語の調査において，正答率が 50％以下であった設問は，28 問中３問（10.7%）であ
った。 

■正答率が全国（公立）より３％以上高い設問

３四 

調査結果に特徴のうかがえる設問 
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小学校 国語 

 
 

【小学校国語Ａ】（全 17 問） なし 

 

 

【小学校国語Ｂ】（全 11 問） なし 
 

 

 

 

 
 

【小学校国語Ａ】（全 17 問） なし 

 

 

【小学校国語Ｂ】（全 11 問中３問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１三 手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名のそれぞれの位置を適切に選択する 29.8 6.3 1.0 

３一イ 記事の特徴の説明として適切なものを取り出して書く 48.2 3.2 5.3 

３四 
二つの記事に書かれている内容を結び付けながら読み，理由となる事実を基にして自

分の考えを記述する 
46.1 8.4 8.9 

 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正答率が全国（公立）より３％以上低い設問

■正答率が低い設問（５０％以下）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全国（公立） 香川県（公立）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全国（公立） 香川県（公立）

■全設問の県と全国の正答率の比較

【国語Ａ】 【国語Ｂ】 

（％） （％） 
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小学校 国語 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

□45 国語の勉強は好きですか 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立）  19.5   37.6 28.0 14.9   0.0  57.1 

全国(公立)  25.3   37.7 24.8 12.0   0.1  63.0 

県と全国の差 ▲5.8  ▲0.1  3.2  2.9 ▲0.1 ▲5.9 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した児童の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立）  53.6  51.5  52.7  57.4  57.1 

全国(公立)  59.6  56.1  58.3  62.1  63.0 

県と全国の差 ▲6.0 ▲4.6 ▲5.6 ▲4.7 ▲5.9 

 

 

□47 国語の授業の内容はよく分かりますか 
 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立）  32.7 47.4 15.5  4.3   0.0  80.1 

全国(公立)  37.2 45.9 13.1  3.6   0.1  83.1 

県と全国の差 ▲4.5  1.5  2.4  0.7 ▲0.1 ▲3.0 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した児童の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立）  77.0  75.7  78.0 82.3  80.1 

全国(公立)  78.0  78.0  80.0 82.3  83.1 

県と全国の差 ▲1.0 ▲2.3 ▲2.0  0.0 ▲3.0 

 

50

52

54

56

58

60

62

64

66

68

70

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

学 習 意 欲 

※児童生徒の学習意欲については，抽出対象校の質問紙調査の結果を分析した。 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問45に肯定的に解答した児童の
県と全国との経年変化 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問47に肯定的に解答した児童の
県と全国との経年変化 

（％） 

（％） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

70

72

74

76

78

80

82

84

86

88

90

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

○ 「45 国語の勉強は好きですか」の質問に対して，肯定的に回答した児童の割合は，全国（公立）

と比べて低い。 

○ 「47 国語の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して，肯定的に回答した児童の割合は，

全国（公立）と比べて低い。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)
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小学校 国語 

□54 国語Ｂ－３の問題にあるような，長い文章を読むことは難しかったですか 

 

 

 

 

 

 

□55 今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，どのように解答しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

（４５） （４６） （４７） （４８） （４９） （５０） （５１） （５２） （５３）

全国（公立） 県（公立）

■学習意欲（小学校国語）に関わる質問項目の集計表

質問 45～53 に肯定的に回答した児童の県と全国の比較 

（％） 

22.2

21.8

26.7

26.6

23.7

25.7

27.3

25.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

難しいと思う 
どちらかといえば
難しいと思う  

どちらかといえば
難しいと思わない 難しいと思わない 

80.4

74.3

17.4

22.9

1.8

2.2

0.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

最後まで解答を書
こうと努力した 

途中であきらめた
ものがあった 

書く問題は全く 
解答しなかった 

その他
無回答 

1段目：香川県（公立）の割合（％）　2段目：全国（公立）の割合（％）

当てはまる

(回答１)

どちらかといえば

当てはまる

（回答２）

どちらかといえば

当てはまらない
当てはまらない その他，無回答

19.5 37.6 28.0 14.9 0.0 57.1

25.3 37.7 24.8 12.0 0.1 63.0

63.5 28.1 5.9 2.4 0.0 91.6

66.2 26.4 5.3 2.0 0.1 92.6

32.7 47.4 15.5 4.3 0.0 80.1

37.2 45.9 13.1 3.6 0.1 83.1

45.3 24.1 17.6 13.0 0.0 69.4

47.7 24.9 16.4 10.9 0.1 72.6

54.9 34.0 8.6 2.4 0.0 88.9

55.7 33.2 8.5 2.5 0.1 88.9

18.6 42.9 30.5 7.9 0.0 61.5

19.1 42.2 30.8 7.8 0.1 61.3

15.4 37.4 35.3 11.8 0.0 52.8

18.6 40.0 31.6 9.7 0.1 58.6

27.0 41.1 25.1 6.8 0.0 68.1

29.2 42.1 22.6 5.9 0.1 71.3

31.0 41.8 21.5 5.5 0.0 72.8

33.6 41.5 19.2 5.5 0.1 75.1

※【その他】とは，『選択肢以外の回答や複数回答』されたものである。

▲ 2.3（５３）
国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりごとに内
容を理解しながら読んでいますか

▲ 5.9

▲ 1.0

▲ 3.0

▲ 3.2

0.0

（５１）
国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように
話の組み立てを工夫していますか

▲ 5.8

▲ 3.2

国語の授業の内容はよく分かりますか

（４８）読書は好きですか

（４９）
国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

0.2

質問
番号

質問事項

選　択　肢 当てはまる

どちらかといえば

当てはまる

(回答１＋回答２)

（５２）
国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるよ
うに気をつけて書いていますか

県と全国の差

（４５）国語の勉強は好きですか

（４６）国語の勉強は大切だと思いますか

（４７）

（５０）
国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話した
り，書いたりしていますか
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小学校 国語 

 

 
 

           

■学年別漢字配当表に示されている漢字を，正しく 

 書くこと，及び筆順に従って正しく書くことがで 

きるかどうかをみる設問は，相当数の児童ができ 

ている。      【Ａ１二(１)(３)】【Ａ９二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ねらいを明確にして質問することができるかどう 

かをみる設問の正答率は，全国平均に比べ，4.9 

ポイント上回っている。        【Ａ２】 

 

 

 

 

 

 

■目的や意図に応じ，必要となる事柄を整理して簡 

潔に書けるかどうかをみる設問の正答率は高くな 

いが，全国平均に比べて 13.2 ポイント上回って 

いる。                                【Ａ７】  

 

 

 

          

 

 

 

■日常生活で使われている慣用句の意味を正しく理

解しているかどうかをみる設問の正答率は，全国

平均に比べ，4.5 ポイント上回っている。【Ａ８】    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

小学校国語Ａ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ１二(1) 86.8 83.1 3.7 

 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ８ 84.2 79.7 4.5 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ２ 70.1 65.2 4.9 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ９二 86.4 81.4 5.0 

   

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ１二(3) 95.8 90.5 5.3 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ７ 56.4 43.2 13.2 

次頁参照 
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小学校 国語 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この設問は，全国に比べて正答率が13.2ポイント高い。しかし，県の正答率は56.4％で，全国・県

ともに正答率が最も低い。誤答の傾向も全国と似ている。 

 誤答は，解答類型３が 22.0％ある。一文の意味を理解していなかったり，複数の文を一文にまとめ

て書いたりすることに課題があることが分かる。 

 解答類型９が 18.0％ある。必要となる事柄を的確に捉えたり，目的や意図に応じて必要となる事柄

を整理して書いたりすることに課題があると思われる。 

 
目的や意図に応じて複数の文を一文にする場合は，文の中における主語と述語との

関係や，修飾と被修飾との関係などを押さえながら，文を分析的・統合的に捉えるよ
うにする指導を充実する。 

小学校 国語Ａ７ 課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

 指導に当たっては，事実や感想，意見などをそれぞれ一文にまとめた上で，文の意味を変えないよ

うに一文に統合するように指導することが考えられる。また，目的や意図に応じて，重文や複文など

の一文を複数の文に書き分けることができるように指導することも重要である。いずれの場合におい

ても，文の中における主語と述語との関係や，修飾と被修飾との関係などを整えるとともに，文と文

とをつなぐ接続語や指示語などを適切に使うことができるようにすることが大切である。 

 具体的には，主語や述語(述部)に線を引いたり指示語や繰り返されている言葉を囲んだりして，主語

と述語との関係や修飾と被修飾との関係などを押さえる。その後，重複する言葉を省略したり修飾関

係を整理したりして複数の文を一つにする方法を話し合って一文にしていく指導をする。 

 また，新聞の記事作りの中で，各自でリードを書いて，共通する内容とそうでないものをベン図を

用いて明確にする。ベン図の中央に置いた内容は書きたいことの中心なので，リードに必ず入れて書

くような指導をする。 

調査結果から授業改善へ 

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

正

答

７ 

 

(正答の条件) 

次の条件を満たして解答している。 

①【取材した内容の一部】の③と④に書 

かれている内容をまとめている。 

②書き出しの言葉に続けて，一文で書い 

ている。 

③20 字以上，30 字以内で書いている。 

  

１ 条件①，②，③を満たしている。 56.4 43.2 ◎

２ 
条件①，②は満たしているが，条件③は 

満たしていないもの 
 0.1  0.2

３ 

条件①は満たしているが，条件②は満た 

していないもの 

※条件③を満たしているかどうかは不問 

とする。 

22.0 24.2

９ 上記以外の解答 18.0 24.8

０ 無解答  3.5  7.5
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■目的や意図に応じ，適切に敬語を使いながら，内 

容の中心を明確にして書けるかどうかをみる設問 

の正答率は，全国平均に比べ，8.0ポイント上回 

っている｡                         【Ｂ１二】 

 

 
 

■司会として収集した情報を捉え，まとまりごとに 

整理できるかどうかをみる設問は，相当数の児童 

ができている。           【Ｂ２一】 

 

 
 
■資料を読み取った上で，質問したい内容を明確に  

 して発表できるかどうかをみる設問の正答率は， 

全国平均に比べ，8.5 ポイント上回っている｡    

       【Ｂ２二】  

 

 
 
■目的に応じ，記事を結び付けながら読めるかどう 
かをみる設問の正答率は，全国平均に比べ，3.1 

ポイント上回っている｡        【Ｂ３三】 
 

 

 
 
■手紙の構成を理解し，後付けが書けるかどうかを 
みる設問の正答率は，全国平均に比べて 6.3 ポイ 

ント上回っているが，正答率は 29.8％で課題があ 

る。                  【Ｂ１三】 

 

 
 
■目的に応じ，雑誌や読んだ記事の特徴を捉えられ 
るかどうかをみる設問の正答率は，全国平均に比 

べて 3.2 ポイント上回っているが，正答率は 48.2 

％で課題がある。           【Ｂ３一イ】 

                      
 

 
 
■複数の記事を結び付けながら読み，事実を基にし 
て自分の考えがもてるかどうかをみる設問の正答 
率は，全国平均に比べて 8.4 ポイント上回ってい 

るが，正答率は 46.1％で課題がある。【Ｂ３四】 
 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

小学校国語Ｂ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ１二 63.2 55.2 8.0 

 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２一 87.4 84.3 3.1 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２二 61.1 52.6 8.5 

   

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３三 60.7 57.6 3.1 

課題がうかがえる設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３四 46.1 37.7 8.4 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３一イ 48.2 45.0 3.2 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ１三 29.8 23.5 6.3 

次頁参照 

次頁参照 
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３一イの設問は，全国に比べて正答率が3.2ポイント高い。しかし，県の正答率は48.2％である。 

３四の設問は，全国に比べて正答率が8.4ポイント高い。しかし，県の正答率は46.1％である。どちら

の設問も，全国・県ともに正答率が低く，県の誤答傾向は全国のものと似ている。 

 ３一イの解答類型から，設問文の中の<各回の主な内容>の構成を押さえ,特集全体を概観した上で,

第１回で取り上げられた内容を的確に捉えることに課題があることが分かる。 

また,３四の解答類型５が28.5％ある。目的や意図に応じて,必要となる事実を読み取ったり,複数の

情報を関係付けたりしながら,分かったことや自分の考えをまとめることに課題がある。 

小学校 国語Ｂ３一イ，四課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

 指導に当たっては，様々なメディア(新聞，テレビ，ラジオ等)について，その特徴を捉え，自分の

課題を解決するために最新の情報を探したり，複数の情報を重ねたりして調べるようにすることが大

切である。そして，それらに含まれる内容や構造を捉え，自分の考えを広げたり，深めたりできるよ

うに指導することが重要である。 

 具体的には，記事の構成や見出しに着目して，全体と各記事の関係が捉えられるよう指導する。そ

の上で，書き手がどのような事例を挙げ，考えの理由や根拠としているかを捉えられるように指導す

る。また，書き手がどのような感想や意見，判断や主張などを行い，考えを論証したり説得したりし

ようとしているかなどについて，推論することができるように指導する。 

 
目的に応じて文章の特徴を捉えたり，全体と部分を関係付けながら内容を読み取っ

たりする指導や，複数の文章を結び付けながら読み，理由を明確にして自分の考えを
まとめる指導を充実する。 

調査結果から授業改善へ 

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

正

答

３ 

四 

 

(正答の条件) 
次の条件を満たして解答している。 

①「マラソンの世界記録上位５人」と「日本人選手
の記録」の二つの記事を結び付けながら読み，
金子さんの考えの理由となる事実を，両方から
取り出したり，まとめたりして書いている。 

②「そのように考えた理由は、」に続くように，40
字以上，60 字以内で書いている。 

  

１ 

条件①，②を満たしているもののうち，条件①につ
いては，順位，名前，記録の三つを取り上げている
もの 

 1.8 1.5 ◎

２ 

条件①，②を満たしているもののうち，条件①につ 
いては，順位，名前，記録の中から二つを取り上げ 
ているもの 

37.1 29.9 ◎

３ 

条件①，②を満たしているもののうち，条件①につ 
いては，順位，名前，記録の中から一つを取り上げ 
ているもの 

 7.2  6.3 ○

４ 
条件①は満たしているが，条件②は満たしていない 
もの  1.5  2.1

５ 

条件①を満たしていないもののうち，金子さんの考 
えの理由となる事実を，一つの記事のみから取り出 
したり，まとめたりしているもの 
※条件②を満たしているかどうかは不問 

28.5 28.2

９ 上記以外の解答 15.0 15.0

０ 無解答  8.9 17.0

正答率 46.1 37.7  

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

正

答

３ 

一イ 

１ 
「世界のトップランナー」のように，「トップラン

ナーに触れて解答しているもの 48.2 45.0 ◎

９ 上記以外の解答 46.6 46.0  

０ 無解答 5.3 9.0  
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3.5

2.7

1.1 1.2

2.5

0

1

2

3

4

5

6

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

3.2 

1.9  1.8 

1.0 

1.5 

0

1

2

3

4

5

6

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

○ 算数Ａ（知識）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋1.5 ポイント）等から，全国（公立）より上位の結果であることがうかがえる。 

○ 算数Ｂ（活用）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋2.5 ポイント）等から，全国（公立）より上位の結果であることがうかがえる。 

概 要 

小学校 算数 ＜調査区分の分析・検証＞ 

■平成 24 年度調査結果の集計値 

■平成 19 年度～平成 24 年度の県と全国の平均正答率の差の推移 

小学校算数Ａ 児童数 学校数 平均正答数
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   4,273 80 14.2 / 19 74.8 

1.5 

73.9 － 75.7 

全国(公立) 255,186 5,139 13.9 / 19 73.3 73.1 － 73.5 

小学校算数Ｂ 児童数 学校数 平均正答数 
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   4,272 80 8.0 / 13 61.4 

2.5 

60.4 － 62.4 

全国(公立) 255,151 5,139 7.7 / 13 58.9 58.7 － 59.1 

小学校算数Ａ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 85.3 74.1 80.5 75.2 74.8 

全国(公立)平均正答率（％） 82.1 72.2 78.7 74.2 73.3 

県と全国の差  3.2  1.9  1.8  1.0  1.5 

小学校算数Ｂ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 67.1 54.3 55.9 50.5 61.4 

全国(公立)平均正答率（％） 63.6 51.6 54.8 49.3 58.9 

県と全国の差  3.5  2.7  1.1  1.2  2.5 

県と全国の平均正答率の差の推移【算数Ａ】

（ポイント） （ポイント） 

県と全国の平均正答率の差の推移【算数Ｂ】

※H22･24 年度は抽出調査 
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■平成 24 年度領域別調査結果 

 算数Ａ 算数Ｂ 

学習指導要領の領域 数と計算 量と測定 図  形 数量関係 数と計算 量と測定 図  形 数量関係 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
75.6 73.6 75.6 77.9 58.0 63.9 65.4 50.8 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
75.0 71.7 72.6 74.4 54.0 60.8 63.3 49.5 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数Ａ 

領域 調査年度 
県（公立） 

平均正答率(%)

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

数
と
計
算 

平成 19 年度 84.3 81.5  2.8 

平成 20 年度 78.2 76.8  1.4 

平成 21 年度 84.6 82.8  1.8 

平成 22 年度 73.7 74.1 ▲0.4 

平成 24 年度 75.6 75.0  0.6 

量
と
測
定 

平成 19 年度 91.5 86.1  5.4 

平成 20 年度 56.0 56.2 ▲0.2 

平成 21 年度 82.5 78.5  4.0 

平成 22 年度 77.8 74.1  3.7 

平成 24 年度 73.6 71.7  1.9 

図 
 

形 

平成 19 年度 88.9 86.1  2.8 

平成 20 年度 78.0 72.7  5.3 

平成 21 年度 83.0 81.3  1.7 

平成 22 年度 83.8 83.1  0.7 

平成 24 年度 75.6 72.6  3.0 

数
量
関
係 

平成 19 年度 79.5 75.4  4.1 

平成 20 年度 74.9 72.4  2.5 

平成 21 年度 63.5 64.2 ▲0.7 

平成 22 年度 66.3 65.7  0.6 

平成 24 年度 77.9 74.4  3.5 

算数Ｂ 

領域 調査年度
県（公立） 

平均正答率(%) 

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

数
と
計
算 

平成 19 年度 66.6 58.9  7.7 

平成 20 年度 67.7 65.2  2.5 

平成 21 年度 57.7 55.8  1.9 

平成 22 年度 57.5 55.8  1.7 

平成 24 年度 58.0 54.0  4.0 

量
と
測
定 

平成 19 年度 61.1 58.0  3.1 

平成 20 年度 57.8 53.3  4.5 

平成 21 年度 59.6 59.9 ▲0.3 

平成 22 年度 36.9 33.3  3.6 

平成 24 年度 63.9 60.8  3.1 

図 
 

形 

平成 19 年度 73.9 72.5  1.4 

平成 20 年度 64.4 61.2  3.2 

平成 21 年度 58.9 56.4  2.5 

平成 22 年度 42.8 42.0  0.8 

平成 24 年度 65.4 63.3  2.1 

数
量
関
係 

平成 19 年度 70.3 65.5  4.8 

平成 20 年度 47.4 44.9  2.5 

平成 21 年度 57.6 56.8  0.8 

平成 22 年度 55.7 54.3  1.4 

平成 24 年度 50.8 49.5  1.3 

‐2

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

8 数と計算 量と測定 図形 数量関係

‐2

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

8 数と計算 量と測定 図形 数量関係

■平成 19 年度～平成 24 年度の領域別調査結果

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【算数Ａ】

（ポイント） （ポイント） 

平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【算数Ｂ】

※H22･24 年度は抽出調査 
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■設問別調査結果【算数Ａ】 

集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１（１） ○ ○ ○ 96.4 0.1 95.7 0.1

１（２） ○ ○ ○ 95.1 1.0 94.3 1.5

１（３） ○ ○ ○ 59.7 1.2 63.1 1.6

１（４） ○ ○ ○ 92.2 0.6 90.8 0.8

１（５） ○ ○ 82.2 0.4 80.0 0.5

１（６） ○ ○ ○ 85.9 1.8 85.7 2.1

１（７） ○ ○ ○ 85.1 2.7 82.4 4.2

２（１） ○ ○ ○ 87.9 0.3 88.8 0.5

２（２） ○ ○ ○ 77.3 1.5 73.7 3.7

３（１） ○ ○ ○ 35.8 0.5 34.0 1.2

３（２） ○ ○ ○ 40.2 1.9 41.1 3.4

４ ○ ○ ○ 91.2 0.6 86.9 1.1

５（１） ○ ○ ○ 60.7 0.7 60.6 1.2

５（２） ○ ○ ○ 53.7 0.6 54.6 1.2

６（１） ○ ○ ○ 77.3 1.2 76.9 2.1

６（２） ○ ○ ○ 70.6 1.5 64.8 2.7

７ ○ ○ ○ 78.8 0.9 76.1 1.6

８ ○ ○ 62.9 6.3 58.3 10.0

９ ○ ○ ○ 88.7 1.7 84.8 3.4

犬を飼っている８人が学級全体の人数の25%に
当たるとき，学級全体の人数を求める式と答
えを書く

百分率の意味について理解してい
る

円の中心と半径について理解して
いる

立体図形の辺と面の垂直の関係を
理解している

四角形の四つの角の大きさの和が
360°であることを理解している

三角形の底辺と高さの関係につい
て理解している

５日間で１日に平均何個のトマトがとれたこ
とになるのかを書く

平均の意味を理解し，測定値の平
均を求めることができる

十進位取り記数法の仕組みについ
て理解している

場面と図とを関連付けて，二つの
数量の関係を理解している

示されたはがきの面積は約何c㎡かを選ぶ
面積についての感覚を身に付けて
いる

小数の乗法の計算をすることがで
きる

加法と乗法の混合した整数の計算
をすることができる

異分母の分数の減法の計算をする
ことができる

除数が整数である場合の分数の除
法の計算をすることができる

数の相対的な大きさについて理解
している

120cmの赤いテープの長さが白いテープの長さ
の0.6倍に当たるとき，白いテープの長さを求
める式を書く

１に当たる大きさを求めるため
に，除法が用いられることを理解
している

73.5

○

○

11

対象設問数（問）

10

4

3

3

0

15

0

78.8

評価の観点

繰り上がりのある加法の計算をす
ることができる

除法の計算をすることができる

小数の減法の計算をすることがで
きる

学習指導要領の領域

77.2

84.9

64.9

問題形式

直方体の底面の大きさを変えずに，高さを２
倍，３倍，…にすると，体積はどのように変
わるかを選ぶ

示された半円をかくために，コンパスの針を
刺す場所と，コンパスの開いている長さを答
える

直方体において，与えられた面に垂直な辺を
書く

三つの角の大きさが60°，80°，90°である
四角形の，残りの角の大きさを書く

数
量
関
係

148÷37 を計算する

出題の趣旨

132＋459 を計算する

○

児童数 学校数

80 73.9

4

74.4

0

8

75.7

73.1

73.6

平均正答率(％)

学習指導要領の領域

255,186

分類
全国（公立）

75.0

71.7

72.6

全国（公立）

75.6

77.9

平均正答率(％)

74.8

香川県（公立）

75.6

73.3

区分

香川県（公立）

5,139

三角形の底辺に対応する高さを選ぶ

表を用いて，二つの数量の関係
が，比例の関係にあることを理解
している

4,273

評価の観点

問題形式

設問番号 設問の概要

90×0.7 を計算する

4.6－0.21 を計算する

120cmの赤いテープの長さが白いテープの長さ
の0.6倍に当たるとき，二つのテープの長さの
関係を表している図を選ぶ

３/７－２/５ を計算する

47000は1000が何個集まった数かを書く

４/５÷８ を計算する

６×２＋８×３ を計算する

596の1/100の大きさの数を小数で書く

全国
（公立）

86.0

66.7

59.7 58.5

香川県

（公立）
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集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１（１） ○ ○ ○ 92.9 0.4 92.6 0.5

１（２） ○ ○ ○ 47.1 3.2 42.5 5.6

２（１） ○ ○ ○ 89.1 0.5 87.1 1.0

２（２） ○ ○ ○ ○ 31.0 0.9 26.8 1.3

２（３） ○ ○ ○ ○ 60.4 1.2 56.2 2.2

３（１） ○ ○ ○ ○ 76.2 2.7 74.2 4.1

３（２） ○ ○ ○ ○ 55.1 4.9 51.2 8.6

４（１） ○ ○ ○ 81.9 0.9 81.3 1.7

４（２） ○ ○ ○ ○ 79.3 1.0 72.8 2.0

４（３） ○ ○ ○ ○ 37.5 7.8 32.8 10.9

５（１） ○ ○ ○ ○ 64.8 4.0 64.4 5.7

５（２） ○ ○ 57.8 3.8 60.9 5.8

５（３） ○ ○ 25.3 7.4 23.3 10.6

面積が等しい直角三角形を基に筋
道を立てて考え，面積の関係を記
述できる

全国（公立）

54.0

60.8

63.3

与えられた条件に合う時刻を求め
ることができる

49.5

出題の趣旨

3

0

一輪車の高さを調節したときの，示された長
さを求める

一輪車の図から円を見いだし，円
の性質を用いて，長さを求めるこ
とができる

必要な情報を用いて，指定された
高さにすることができるかどうか
を判断し，その理由を記述できる

示された複数の情報を関連付けて
解釈し，算数の用語で的確に表現
されているものを選択できる

面積が等しい直角三角形の数に着
目し，長方形に内接するひし形の
面積の求め方を理解できる

中型の跳び箱を70cmの高さにすることができ
るかどうかを判断し，そのわけを書く

はかりの目盛りと１人分の材料と分量を基
に，班の人数分のご飯を作るために必要な水
の重さの求め方と答えを書く

縦６cm，横10cmの長方形に内接するひし形の
面積を求める式と答えを書く

午前11時30分までにご飯が出来上がるように
するために，所要時間40分間を基に，こんろ
に点火する時刻を求める

面積が等しい直角三角形を基に，長方形に内
接する四角形の面積と長方形の面積の関係を
書く

全国
（公立）

78.6

68.3

69.1 68.0

学習指導要領の領域

数
量
関
係

２種類の跳び箱を30cm高くすると同じ高さに
なるわけとして，正しい記述を選ぶ

40分間以内でできることを判断するために，
所要時間の範囲から適切な数値の組み合わせ
を書く

4,272

評価の観点

問題形式

設問番号 設問の概要

中型の跳び箱を８段にしたときの高さを求め
る式を選ぶ

代金630円に対して，1030円よりも1130円を支
払ったときの方が，おつりの硬貨の枚数が少
なくなるわけを書く

代金320円に対して520円を支払ったとき，お
つりとしてもらった２枚の硬貨の種類を書く

平均正答率(％)

61.4

香川県（公立）

58.0

58.9

区分

255,151

分類

香川県（公立）

5,139

児童数 学校数

80

63.9

平均正答率(％)

学習指導要領の領域

全国（公立）

65.4

50.8

3

硬貨の種類と枚数を比較し，一方
の支払い方の方が，おつりの枚数
が少なくなる理由を記述できる

支払い方の工夫を解釈し，おつり
の金額を硬貨の種類と枚数に対応
させることができる

香川県

（公立）

50.4

77.1

35.3

77.6

65.2

問題形式

5

5

○

79.0

39.2

評価の観点

示された時間の範囲から，目的に
応じて所要時間の見当を付けるこ
とができる

60.4

2

対象設問数（問）

6

9

3

4

58.7

62.4

59.1

○

53.3

一輪車のタイヤの回転数と進んだ長さが比例
の関係にあることを基に，トラック一周の長
さを求める式を選ぶ

表から比例の関係を捉え，二つの
数量の変化の仕方に対応する式を
選択することができる

○

○
示された表から，合計の人数を基にした乗れ
る人数の割合は，男子と女子ではどちらの方
が大きいかを判断し，そのわけを書く

表から適切な数値を取り出して割
合の大小を判断し，その理由を記
述できる

8

はかりを適切に読み取り，与えら
れた条件を基に筋道を立てて考
え，重さの求め方を記述できる

跳び箱の図を観察し，指定された
段の高さを求める式を読み取るこ
とができる

■設問別調査結果【算数Ｂ】 
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【小学校算数Ａ】（全 19 問中 5問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

２（２） 596 の 1/100 の大きさの数を小数で書く 77.3 3.6 1.5 

４ ５日間で１日に平均何個のトマトがとれたことになるのかを書く 91.2 4.3 0.6 

６（２） 直方体において，与えられた面に垂直な辺を書く 70.6 5.8 1.5 

８ 
犬を飼っている８人が学級全体の人数の 25%に当たるとき，学級全体の人数を求める

式と答えを書く 
62.9 4.6 6.3 

９ 
直方体の底面の大きさを変えずに，高さを２倍，３倍，…にすると，体積はどのよう

に変わるかを選ぶ 
88.7 3.9 1.7 

 

 

【小学校算数Ｂ】（全 13 問中 6問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１（２） 
代金 630 円に対して，1030 円よりも 1130 円を支払ったときの方が，おつりの硬貨の

枚数が少なくなるわけを書く 
47.1 4.6 3.2 

２（２） 中型の跳び箱を 70cm の高さにすることができるかどうかを判断し，そのわけを書く 31.0 4.2 0.9 

２（３） ２種類の跳び箱を 30cm 高くすると同じ高さになるわけとして，正しい記述を選ぶ 60.4 4.2 1.2 

３（２） 
面積が等しい直角三角形を基に，長方形に内接する四角形の面積と長方形の面積の関

係を書く 
55.1 3.9 4.9 

４（２） 
40 分間以内でできることを判断するために，所要時間の範囲から適切な数値の組み合

わせを書く 
79.3 6.5 1.0 

４（３） 
はかりの目盛りと１人分の材料と分量を基に，班の人数分のご飯を作るために必要な

水の重さの求め方と答えを書く 
37.5 4.7 7.8 

 

 

 

 

 

‐4

‐2

0

2

4

6

8

‐4

‐2

0

2

4

6

8

■設問別の県と全国の正答率の差 

（ポイント） 

１(1) １(2) 

１(3) 

【算数Ａ】 【算数Ｂ】 

（ポイント） 

１(4) 

１(5) 

１(6) 

１(7) 

２(1) 

２(2) 

３(1) 

３(2) 

４ 

５(1) 

５(2) 

６(1) 

６(2) 

７ 

８ 

９ 

１(1) 

１(2) 

２(1) 

２(2) ２(3) 

３(1) 

３(2) 

４(1) 

４(2) 

４(3) 

５(1) 

５(2) 

調査結果に特徴のうかがえる設問 

○ 小学校算数の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を上回った設問は，32 問中 11 問
（34.4%）であった。 

○ 小学校算数の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を下回った設問は，32 問中２問
（6.3%）であった。 

○ 小学校算数の調査において，正答率が 50％以下であった設問は，32 問中６問（18.8%）であっ
た。 

■正答率が全国（公立）より３％以上高い設問

５(3) 
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【小学校算数Ａ】（全 19 問中 1問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１（３） 4.6－0.21 を計算する 59.7 ▲3.4 1.2 

 

 

【小学校算数Ｂ】（全 13 問中 1問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

５（２） 
一輪車のタイヤの回転数と進んだ長さが比例の関係にあることを基に，トラック一周

の長さを求める式を選ぶ 
57.8 ▲3.1 3.8 

 

 

 
 

【小学校算数Ａ】（全 19 問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

３（１） 
120cm の赤いテープの長さが白いテープの長さの 0.6 倍に当たるとき，二つのテープ
の長さの関係を表している図を選ぶ 

35.8   1.8 0.5 

３（２） 
120cm の赤いテープの長さが白いテープの長さの 0.6 倍に当たるとき，白いテープの
長さを求める式を書く 

40.2 ▲0.9 1.9 

 

 

【小学校算数Ｂ】（全 13 問中 4問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１（２） 
代金 630 円に対して，1030 円よりも 1130 円を支払ったときの方が，おつりの硬貨の

枚数が少なくなるわけを書く 
47.1 4.6 3.2 

２（２） 中型の跳び箱を 70cm の高さにすることができるかどうかを判断し，そのわけを書く 31.0 4.2 0.9 

４（３） 
はかりの目盛りと１人分の材料と分量を基に，班の人数分のご飯を作るために必要な

水の重さの求め方と答えを書く 
37.5 4.7 7.8 

５（３） 
示された表から，合計の人数を基にした乗れる人数の割合は，男子と女子ではどちら

の方が大きいかを判断し，そのわけを書く 
25.3 2.0 7.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正答率が全国（公立）より３％以上低い設問

■正答率が低い設問（５０％以下）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全国（公立） 香川県（公立）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全国（公立） 香川県（公立）

■全設問の県と全国の正答率の比較

【算数Ａ】 【算数Ｂ】 

（％） （％） 
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□56 算数の勉強は好きですか 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立）   35.1 28.9 20.6 15.3   0.1  64.0 

全国(公立)   36.9 28.0 20.1 14.8   0.2  64.9 

県と全国の差 ▲1.8  0.9  0.5  0.5 ▲0.1 ▲0.9 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した児童の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立） 67.2 69.6 67.6 67.8  64.0 

全国(公立) 65.0 65.4 66.2 63.8  64.9 

県と全国の差  2.2  4.2  1.4  4.0 ▲0.9 

 

 

□58 算数の授業の内容はよく分かりますか 
 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば， 

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる  

（回答１＋２） 

県（公立）  42.9 35.7 15.7 5.7   0.0  78.6 

全国(公立)  43.5 35.6 15.0 5.7   0.2  79.1 

県と全国の差 ▲0.6  0.1  0.7 0.0 ▲0.2 ▲0.5 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した児童の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立） 80.3 81.2 80.5 82.6  78.6 

全国(公立) 77.1 78.4 79.2 78.0  79.1 

県と全国の差  3.2  2.8  1.3  4.6 ▲0.5 

学 習 意 欲 

※児童生徒の学習意欲については，抽出対象校の質問紙調査の結果を分析した。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問56に肯定的に解答した児童の
県と全国との経年変化 

当てはまる 
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問58に肯定的に解答した児童の
県と全国との経年変化 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

（％） 

（％） 

60

62

64

66

68

70

72

74

76

78

80

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

70

72

74

76

78

80

82

84

86

88

90

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

○ 「56 算数の勉強は好きですか」の質問に対して，肯定的に回答した児童の割合は，全国（公立）

と比べて大きな差は見られない。 

○ 「58 算数の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して，肯定的に回答した児童の割合は，

全国（公立）と比べて大きな差は見られない。 
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□66 今回の算数の問題について，言葉や式を使って，わけや求め方を書く問題がありましたが，どの

ように解答しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習意欲（小学校算数）に関わる質問項目の集計表

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

（５６） （５７） （５８） （５９） （６０） （６１） （６２） （６３） （６４） （６５）

全国（公立） 県（公立）

質問 56～65 に肯定的に回答した児童の県と全国の比較 

（％） 

77.8

72.4

19.9

24.8

1.8

2.0 

0.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

最後まで書こうと
努力した 

途中であきらめた
ものがあった 

書く問題は全く
解答しなかった 

その他
無回答 

1段目：香川県（公立）の割合（％）　2段目：全国（公立）の割合（％）

当てはまる

(回答１)

どちらかといえば

当てはまる

（回答２）

どちらかといえば

当てはまらない
当てはまらない その他，無回答

35.1 28.9 20.6 15.3 0.1 64.0

36.9 28.0 20.1 14.8 0.2 64.9

72.8 19.3 5.3 2.6 0.0 92.1

73.7 19.3 4.7 2.2 0.2 93.0

42.9 35.7 15.7 5.7 0.0 78.6

43.5 35.6 15.0 5.7 0.2 79.1

50.1 26.8 15.2 7.7 0.1 76.9

53.0 25.5 14.3 7.0 0.2 78.5

42.8 35.3 16.9 4.9 0.0 78.1

43.7 35.4 15.9 4.8 0.2 79.1

30.7 33.4 25.0 10.9 0.0 64.1

31.9 34.2 23.3 10.4 0.2 66.1

69.2 21.5 6.9 2.4 0.0 90.7

68.4 21.9 6.8 2.6 0.2 90.3

45.5 32.2 16.3 5.9 0.1 77.7

46.4 32.7 15.3 5.4 0.2 79.1

44.2 35.0 16.0 4.8 0.0 79.2

45.7 35.0 14.6 4.4 0.2 80.7

53.6 29.5 12.5 4.2 0.1 83.1

52.2 30.4 12.8 4.3 0.3 82.6

※【その他】とは，『選択肢以外の回答や複数回答』されたものである。

0.5

▲ 0.9

▲ 0.9

▲ 0.5

▲ 1.6

▲ 1.0

▲ 2.0

0.4

▲ 1.4

▲ 1.5（６４）
算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解する
ようにしていますか

（６０）
算数の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろ
いろな方法を考えますか

（６１）
算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できない
か考えますか

（６５）
算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに
書いていますか

（６２）
算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

（６３）
算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がない
か考えますか

（５７）算数の勉強は大切だと思いますか

（５８）算数の授業の内容はよく分かりますか

（５９）
算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみた
いと思いますか

質問
番号

質問事項

選　択　肢 当てはまる

どちらかといえば

当てはまる

(回答１＋回答２)

県と全国の差

（５６）算数の勉強は好きですか
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■十進位取り記数法の仕組みについて理解している 

 かどうかをみる設問の正答率は，全国平均に比べ， 

3.6 ポイント上回っている。       【Ａ２(2)】 

 

 

 
 

 

■平均の意味を理解し，測定値の平均を求めること 

については，相当数の児童ができている。【Ａ４】 

 

 

 

 

 

■立体図形の辺と面の垂直関係について理解してい 

るかどうかをみる設問の正答率は，全国平均に比 

べ，5.8ポイント上回っている。  【Ａ６(2)】 

 

 

 

 

 

■百分率の意味について理解しているかどうかをみ 
る設問の正答率は，全国平均に比べ，4.6 ポイン 
ト上回っている。           【Ａ８】 
 

 

 

 

 

 

 

 

■小数第２位までの減法「(小数)－(小数)」の計算 

 をすることができるかどうかをみる設問の正答率 

は，全国平均に比べ，3.4 ポイント下回っており 

課題がある。           【Ａ１(3)】 

 

 

 

 

■１に当たる大きさを求めるために，除法が用いら 

れることを理解しているかどうかをみる設問の正 

答率は，40.2％で課題がある。     【Ａ３(2)】 

 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

小学校算数Ａ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ４ 91.2 86.9 4.3 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ８ 62.9 58.3  4.6 

８ 下の円グラフは，学校全体の人数をもとに
して，家で飼っている人の割合を表したもの
です。     

         犬を飼っている人は８人で
す。この８人は，学校全体の
人数の 25％にあたります。 
 学校全体の人数は，何人で
すか。求める式と答えを書き
ましょう。 

４ 下の表は，月曜日から金曜日までの５日間
に，畑でとれたトマトの量を調べたものです。

  この５日間では，１日に平均何個のトマト
がとれたことになりますか。答えを書きまし
ょう。 

６ 次の問題に答えましょう。 
 (2) 下の直方体には，面○あに垂直な辺がいく

つかあります。面○あに垂直な辺を１つ選ん
で，書きましょう。 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ６(2) 70.6 64.8 5.8 

課題がうかがえる設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ１(3) 59.7 63.1 ▲3.4 

１ 次の計算をしましょう。 
 (3) 4.6 － 0.21 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ３(1) 35.8 34.0   1.8 

Ａ３(2) 40.2 41.1 ▲0.9 

次頁参照 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ２(2) 77.3 73.7 3.6 

２ 次の    にあてはまる数を書きましょ
う。 

 
 (2) 596 の   の大きさを小数で表すと 
 

です。 

1

100
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 ３の設問は，〔算数Ａ〕の設問中，全国・県ともに最も正答率が低く，(2)においては，県平均（40.2％）

が全国平均（41.1％）を0.9ポイント下回っている。 

 (1)では，誤答である３の図を選択しているもの（52.0％）が，正答である４の図を選択している

もの（35.8％）より多い。 

(2)では，「120×0.6」と解答した解答類型５の反応率が県平均（53.4％）で，全国平均（48.8％）

を 4.6 ポイント上回っている。「倍」という用語から乗法と考え，「120×0.6」と立式したもの

と考えられる。 

分析・考察 

指導のポイント 

 指導に当たっては，問題場面を図に表すことで，数量の関係（基準量，比較量，割合）を捉える

ことが大切である。例えば，問題を把握する場面で，文章から分かることを順序よく図に表す活動

を取り入れることが考えられる。次に，問題場面を式に表す場合，小数を簡単な整数に置き換えて

考えたり，□を用いた式で二つの数量関係を表し，それを基に演算決定をしたりする学習活動が大

切である。例えば，「赤いテープの長さは，白いテープの長さの 0.6 倍です。」を正しく捉えるた

めに，既習の「ＡはＢの２倍です。」からＢを基準にして考えたことを振り返り，基準量と比較量

を明確にすることが考えられる。また，求める白いテープの長さを□cm とすると，□×0.6＝120 と

表現できる。このことから□を求める式は，除法になると気付くようにすることが大切である。 

３ 赤いテープと白いテープの長さについて，次のことがわかっています。 

 

 

 

(1) 赤いテープと白いテープの長さの関係を正しく表している図はどれですか。次の１から４まで

の中から１つ選んで，その番号を書きましょう。 

赤いテープの長さは１２０cm です。 

赤いテープの長さは，白いテープの長さの０.６倍です。 

(2) 白いテープの長さを求める式を書きましょう。ただし，計算の答えを書く必要はありません。

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国 

反応率

（％）

正

答

３

(1) 

１ １ と解答しているもの  5.4  5.8  

２ ２ と解答しているもの  6.0  7.6  

３ ３ と解答しているもの 52.0 51.1  

４ ４ と解答しているもの 35.8 34.0 ◎

９ 上記以外の解答  0.3  0.3  

０ 無解答  0.5  1.2  

設問

番号
解答類型 

県 

反応率 

（％） 

全国 

反応率

（％）

正

答

３

(2)

１ 120÷0.6 と解答しているもの 40.1 40.8 ◎

２
120÷6×10 と解答しているもの 

（整数の式で解答しているもの） 
 0.1  0.3 ○

３
赤いテープの長さ÷0.6 と解答してい

るもの（言葉の式で解答しているもの） 
 0.0  0.0 ○

４
□や言葉を用いて乗法の式で関係を正し

く解答しているもの 例 □×0.6＝120 
 0.0  0.0 ○

５ 120×0.6 と解答しているもの 53.4 48.8  

９ 上記以外の解答  4.5  6.7  

０ 無解答  1.9  3.4  

正答率 40.2 41.1  

 
演算決定の場面では，場面と図とを関連付けて二つの数量の関係を理解させ，数値

を簡単な整数に置き換えたり，□を用いた式を基に演算決定をしたりするなどの考え
る方法の指導を充実する。 

調査結果から授業改善へ 

小学校 算数Ａ３ 課題がうかがえる設問の概要 
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■示された複数の情報を関連付けて解釈し，算数の 

用語で的確に表現されているものを選択できるか 

どうかをみる設問の正答率は，全国平均に比べ， 

4.2ポイント上回っている。     【Ｂ２(3)】 

 

 

 

■面積が等しい直角三角形を基に筋道を立てて考え， 

面積の関係を言葉や記号を用いて記述できるかど 

うかをみる設問の正答率は，全国平均を3.9ポイ 

ント上回っている。              【Ｂ３(2)】 

 

 

 

■示された時間の範囲から，目的に応じて所要時間 
の見当を付けることができるかどうかをみる設問 
の正答率は，全国平均に比べ，6.5ポイント上回っ 
ている。                【Ｂ４(2)】 
 

 

 

 

 

■必要な情報を用いて，指定された高さにすること 

 ができるかどうかを判断し，その理由を言葉や数 

を用いて記述ができるかどうかをみる設問の正答 

率は，31.0％で課題がある。    【Ｂ２(2)】 

 

 

 

■はかりを適切に読み取り，与えられた条件を基に 

 筋道を立てて考え，重さの求め方を式や言葉を用 

いて記述できるかどうかをみる設問の正答率は， 

37.5％で課題がある。          【Ｂ４(3)】 

 

 

 

■表から比例の関係を捉え，二つの数量の変化の 

仕方に対応する式を選択できるかどうかをみる 

設問の正答率は，全国平均に比べ，3.1 ポイン 

ト下回っている。                【Ｂ５(2)】 

■表から適切な数値を取り出して割合の大小を比 

較し，その理由を言葉や式を用いて記述できる 

かどうかをみる設問の正答率は，25.3％で課題 

がある。                        【Ｂ５(3)】 

 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

小学校算数Ｂ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２(3) 60.4 56.2 4.2 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ４(2) 79.3 72.8  6.5 

２(3) ゆかりさんたちは，それぞれ何段の高さのときに，２

つのとび箱が同じ高さになるか，調べることにしました。

  すると，小型のとび箱を３段にして中型のとび箱を２段

にしたときに，同じ高さになりました。また，小型のとび

箱を６段にして中型のとび箱を４段にしたときも，同じ高

さになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このとき，２つのとび箱が同じ高さになるのは 50cm と

80cm でした。50cm から 30cm 高くすると同じ高さになるこ

とがわかります。 

  なぜ，30cm 高くすると同じ高さになるのですか。その

わけを，次の１から４の中から１つ選んで，その番号を書

きましょう。 

   １ 30cm の「30」が 10 と 15 の最大公約数だから。

   ２ 30cm の「30」が 15 と 30 の最大公約数だから。

３ 30cm の「30」が 10 と 15 の最小公倍数だから。 

４ 30cm の「30」が 15 と 30 の最小公倍数だから。 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３(2) 55.1 51.2 3.9 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２(2) 31.0 26.8 4.2 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ４(3) 37.5 32.8 4.7 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ５(2) 57.8 60.9 ▲3.1 

Ｂ５(3) 25.3 23.3   2.0 
次頁参照 

課題がうかがえる設問  

４(2) ひろしさんの班は，ごはんができあがるまでの４０分

間を使って，ポテトサラダを作ることができるかどうかを

考えています。 

  そこで先生に時間のめやすをたずねると，次のように教

えてくれました。 

 

 

 

 

 

  この時間を見て，ひろしさんの班は，ごはんができあが

るまでの４０分間で，ポテトサラダを作ることができると

考えました。 

  次のように考えると，ポテトサラダは４０分間以内でで

きることが分かります。 

 

 

 

  上の，①，②に入る最もふさわしい数を書きましょう。

４(3) 調理実習の時間になりました。ごはんを作るときの 1

人分の分量は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

  ひろしさんは，班で使う米の重さをはかります。 

  最初に容器だけをはかりにのせたら，はかりの目もりは

図アになりました。次に米を入れると，はかりの目もりは

図イになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ひろしさんの班がごはんを作るのに必要な水の重さは

何ｇになりますか。求め方を式や言葉で書きましょう。ま

た，答えも書きましょう。 
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 (2)では，県平均（57.8％）が全国平均（60.9％）を3.1ポイント下回っている。誤答については

解答類型３，４を合わせた県反応率（34.5％）が全国反応率（全国平均29.2％）を5.3ポイント上回

っている。これは，円周率を用いた式を選択したものであり，与えられた表から二つの数量関係の

変化を読み取ることができていないと考えられる。 

 (3)では，〔算数Ｂ〕の設問中，県，全国ともに正答率が最も低かった設問（県平均 25.3％，全国

平均 23.3％）である。表から適切な数値を取り出して割合の大小を判断し，その理由を言葉や式を

用いて記述することに課題がある。 

分析・考察 

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国 

反応率

（％）

正

答

５

(2) 

１ １ と解答しているもの 57.8 60.9 ◎

２ ２ と解答しているもの 3.2  3.7  

３ ３ と解答しているもの 22.5 19.0  

４ ４ と解答しているもの 12.0 10.2  

９ 上記以外の解答  0.6  0.4  

０ 無解答  3.8  5.8  

 
数量の関係を表を用いて表したり，図と式とを関連付けて説明したりするなど，多

様な表現を積極的に学習に取り入れるような指導を充実する。 

小学校 算数Ｂ５(2)(3)課題がうかがえる設問の概要 

調査結果から授業改善へ 

５(2) あやかさんは，タイヤを1回転させるごとに，一輪車が

どのくらい進むかを知りたいと思い，一輪車のタイヤの回転

数と進んだ長さを調べて，下の表にまとめました。 

 

 

 

 

 

 あやかさんは，この表を見て，進んだタイヤの長さはタイ

ヤの回転数に比例することに気づきました。このことを使っ

て，一輪車で運動場のトラック 1周の長さを求めることにし

ました。 

 トラックを１周すると，タイヤはちょうど１２０回転しま

した。トラック１周の長さを求める式を１から４までの中か

ら１つ選んで，その番号を書きましょう。 

 １ １５７×１２０ 

 ２ ３１４×１２０ 

 ３ １２０×３.１４ 

 ４ １５７×３.１４ 

(3) あやかさんは，学級の男子と女子ではどちらのほうが一輪

車に乗れるかを調べてみようと思い，下のような男女別の表

にまとめました。 

 

 

 

 

 上の表を見て，あやかさんは次のように言いました。 

 

 

 

この話を聞いて，たろうさんは次のように言いました。 

 

 

 

 男子と女子それぞれで，合計の人数をもとにした乗れる人

数の割合を比べます。男子と女子ではどちらの方の割合が大

きいですか。 

 次の１から３までの中から１つ選んで，その番号を書きま

しょう。また，選んだわけをを，言葉や式を使って書きまし

ょう。 

 １ 男子のほうが乗れる人数の割合が大きい。 

 ２ 女子のほうが乗れる人数の割合が大きい。 

 ３ 男子と女子の乗れる人数の割合は同じ。 

（正答例）
・【番号】３ 
・【わけ】男子の乗れる人数の割合は，9÷15 で 0.6 です。

女子の乗れる人数の割合は，12÷20 で 0.6 です。
だから，男子と女子の乗れる人数の割合は，0.6
で同じです。

指導のポイント 

 指導に当たっては，数量の関係を捉えやすくするために，言葉，式，図，表等の多様な表現を，

互いに関連付ける活動を取り入れることが考えられる。 

(2)については，表に矢印をかきこんだり，言葉で表現した 

りする活動を取り入れることで，二つの数量の関係を見付け 

ることが大切である。 

 (3)については，言葉と図と式とを互いに関連付け，基準量 

や比較量を明確にすることが大切である。また，式に表し，  

答えを求めた後で，その式が割合を表すどのような言葉や図 

になるかを振り返る活動を取り入れることも考えられる。 

男子の合計の人数を基にした乗れる人数の割合

９÷15＝0.6 
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小学校理科 児童数 学校数 平均正答数
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   4,269 79 15.4 / 24 64.3 

3.4 

63.5 － 65.2 

全国(公立) 254,825 5,069 14.6 / 24 60.9 60.8 － 61.1 

学習指導要領の領域 物  質 エネルギー 生  命 地  球 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
65.3 65.7 70.1 53.5 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
61.4 59.8 68.6 50.6 

県と全国の差  3.9  5.9  1.5  2.9 

学習指導要領の領域 主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
73.5 60.5 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
69.1 57.6 

県と全国の差  4.4  2.9 

0

10
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90

100

全国（公立） 香川県（公立）

概 要 

■平成 24 年度調査結果の集計値 

■平成 24 年度領域別調査結果 

小学校 理科 ＜調査区分の分析・検証＞ 

■平成 24 年度問題別調査結果 
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物質 エネルギー 生命 地球

全国（公立） 香川県（公立）

領域別の県と全国の平均正答率の比較 

（％） 

問題別の県と全国の平均正答率の比較 

○ 理科について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計値の比較 

（＋3.4 ポイント）等から，全国（公立）より上位の結果であることがうかがえる。 

（％）

主として「知識」
に関する問題 

主として「活用」
に関する問題 
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小学校 理科 

集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

主として「知識」に関する問題

主として「活用」に関する問題

物質

エネルギー

生命

地球

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１（１） ○ ○ ○ ○ 89.1 0.3 85.8 0.3

１（２） ○ ○ ○ ○ 80.9 0.3 76.3 0.4

１（３） ○ ○ ○ ○ 58.2 0.5 54.4 0.9

１（４） ○ ○ ○ ○ 67.0 0.4 65.6 0.6

２（１） ○ ○ ○ ○ 68.1 0.4 65.0 0.5

２（２）ア ○ ○ ○ ○ 74.1 0.5 73.0 0.8

２（２）イ ○ ○ ○ ○ 89.8 0.6 88.4 0.8

２（３）
太郎

○ ○ ○ ○ 77.9 0.9 75.5 1.7

２（３）
花子

○ ○ ○ ○ 68.5 0.8 68.9 1.6

２（４） ○ ○ ○ ○ 76.1 7.4 77.2 10.2

２（５） ○ ○ ○ ○ 36.0 2.4 32.1 4.6

３（１）ア ○ ○ ○ 81.1 2.0 76.5 4.3

３（１）イ ○ ○ ○ 77.1 1.5 61.7 5.4

３（２） ○ ○ ○ 59.3 0.6 57.4 1.0

３（３） ○ ○ ○ 56.0 0.7 52.7 1.3

３（４） ○ ○ ○ 54.9 4.0 50.6 7.2

３（５）オ ○ ○ ○ ○ 68.0 1.5 62.1 2.4

３（５）カ ○ ○ ○ ○ 44.2 1.9 42.4 2.8

３（５）キ ○ ○ ○ ○ 49.9 1.8 43.5 3.4

４（１） ○ ○ ○ ○ 28.5 1.8 27.3 3.2

４（２） ○ ○ ○ ○ 94.6 2.8 89.8 5.7

４（３） ○ ○ ○ ○ 59.0 2.1 54.6 3.9

４（４） ○ ○ ○ ○ 66.6 2.3 64.6 4.1

４（５） ○ ○ ○ ○ 18.9 3.8 16.9 6.7

全国
（公立）

香川県

（公立）
問題形式評価の観点学習指導要領の領域

エ
ネ
ル
ギ
ー

評価の観点

問題形式

設問番号 設問の概要

梅ジュースに溶けている砂糖の濃さについ
て，適切に説明しているものを選ぶ

砂糖水に溶けている氷砂糖の様子について，
実験結果から適切な図を選び，選んだわけを
書く

48.3

83.6

67.9

全国（公立）

53.5

平均正答率(％)

64.3

香川県（公立）

65.3

60.9

区分

香川県（公立）

平均正答率(％)

学習指導要領の領域

254,825

分類
全国（公立）

61.4

5,069

65.7 59.8

児童数 学校数

79 63.54,269

60.8

天気の様子と気温の変化とを関係付けて，気
温の変化を表したグラフを選び，選んだわけ
を書く

電磁石の強さを変えるための実験条件を書く

車の進行方向と電流の向きとを関係付けて考
え，並列つなぎの適切なつなぎ方を選ぶ

氷砂糖を水に溶かしたときの全体の重さにつ
いて，当てはまるものを選ぶ

出題の趣旨

氷砂糖を細かく割ったときの全体の重さにつ
いて，当てはまるものを選ぶ

ゴムをねじる回数と車の進む距離の関係を示
すグラフから，ゴムをねじる回数を選ぶ

天気の様子と気温の変化の関係に
ついてデータを基に分析して，そ
の理由を記述できる

「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを
表す言葉を書く

虫眼鏡の適切な操作方法を選ぶ

63.9

34.5

46.2

78.2

15

50.6

65.0

57.6

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

○

○

○

6

3

68.7

37.7

物は，形が変わっても重さは変わ
らないことを理解している

物は，水に溶けても重さは変わら
ないことを氷砂糖に適用できる

水に溶けている物の様子につい
て，実験結果を基に自分の考えを
改善して，その理由を記述できる

0

2

5

7

○

○

65.2

61.1

60.5

物は，水に溶けると液全体に広が
ることを，梅ジュースに適用でき
る

70.1

5

対象設問数（問）

7

5

17

水の状態変化の説明として，当てはまる言葉
を選ぶ

水は，温度によって状態が変化す
る性質を，物を動かす「エネル
ギーの見方」として適用できる

虫眼鏡の適切な操作方法を身に付
けている

方位磁針の適切な操作方法を選び，その時の
太陽の方位を書く

方位磁針の適切な操作方法を身に
付けている

スイカの受粉と結実の関係を調べる実験につ
いて，適切な実験方法を選び，選んだわけを
書く

植物の受粉と結実の関係を調べる
実験について，結果を基に方法を
改善して，その理由を記述できる

電磁石の強さを変える要因につい
て確かめる実験を，条件を制御し
ながら構想できる

並列つなぎについて，乾電池の向
きと車の進行方向とを関係付け
て，分析できる

ゴムをねじる回数についてグラフ
から分析して，予測することがで
きる

車を動かす力を強くするための工夫につい
て，光電池の特性や乾電池のつなぎ方から当
てはまる言葉を書く

光電池や乾電池の働きを強くする
ための要因を理解している

68.6

植物の受粉と結実の関係につい
て，科学的な言葉や概念を理解し
ている

４月25日のサクラの様子について，データを
基に，それぞれ当てはまるものを選ぶ

学習した植物の成長の規則性を，
他の対象であるサクラに適用でき
る

サクラが開花する地域について，データを基
に，それぞれ当てはまるものを選ぶ

気温が異なる地域のサクラの開花
時期を，データを基に分析できる

木の影がなかった時間の空の様子を選ぶ
日陰の様子と雲の様子とを関係付
けて，木の影がなかった時間の空
の様子を分析できる

方位磁針の名称を書く 方位磁針の名称を理解している

「かげの観察記録」を基に，木の影の長さの
変化を表したグラフを選ぶ

「かげの観察記録」を基に，木の
影の長さの変化を表すグラフを分
析できる

問題
7 73.5 69.1

17 60.5 57.6

 

■設問別調査結果【理科】 
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【小学校理科】（全 24 問中 13 問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１（１） 氷砂糖を細かく割ったときの全体の重さについて，当てはまるものを選ぶ 89.1 3.3 0.3 

１（２） 氷砂糖を水に溶かしたときの全体の重さについて，当てはまるものを選ぶ 80.9 4.6 0.3 

１（３） 
砂糖水に溶けている氷砂糖の様子について，実験結果から適切な図を選び，選んだわ

けを書く 
58.2 3.8 0.5 

２（１） 虫眼鏡の適切な操作方法を選ぶ 68.1 3.1 0.4 

２（５） 
スイカの受粉と結実の関係を調べる実験について，適切な実験方法を選び，選んだわ

けを書く 
36.0 3.9 2.4 

３（１）

ア 車を動かす力を強くするための工夫について，光電池の特性や乾電池のつなぎ方から

当てはまる言葉を書く 

81.1 4.6 2.0 

３（１） 

イ 
77.1 15.4 1.5 

３（３） 車の進行方向と電流の向きとを関係付けて考え，並列つなぎの適切なつなぎ方を選ぶ 56.0 3.3 0.7 

３（４） 電磁石の強さを変えるための実験条件を書く 54.9 4.3 4.0 

３（５） 

オ 
水の状態変化の説明として，当てはまる言葉を選ぶ 

68.0 5.9 1.5 

３（５） 

キ 
49.9 6.4 1.8 

４（２） 方位磁針の名称を書く 94.6 4.8 2.8 

４（３） 「かげの観察記録」を基に，木の影の長さの変化を表したグラフを選ぶ 59.0 4.4 2.1 
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■設問別の県と全国の正答率の差 

（ポイント） 

１(1) １(3) 

１(4) 

２(1) 

２(2) 
ア 

○ 小学校理科の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を上回った設問は，24 問中 13 問
（54.1%）であった。 

○ 小学校理科の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を下回った設問は，24 問中０問
（0.0%）であった。 

○ 小学校理科の調査において，正答率が 50％以下であった設問は，24 問中５問（20.8%）であっ
た。 

■正答率が全国（公立）より３％以上高い設問

１(2) 

２(2) 
イ 

２(3) 
太郎 

２(3) 
花子 

２(4) 

２(5) 

３(1) 
ア 

３(1) 
イ 

３(2) 

３(3) 
３(4) 

３(5) 
オ 

３(5) 
カ 

３(5) 
キ 

４(1) 

４(2) ４(3) 

４(4) ４(5) 

調査結果に特徴のうかがえる設問 
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【小学校理科】（全 24 問） なし 

 

 

 

 
 

 

【小学校理科】（全 24 問中５問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

２（５） 
スイカの受粉と結実の関係を調べる実験について，適切な実験方法を選び，選んだわ

けを書く 
36.0 3.9 2.4 

３（５） 
カ 

水の状態変化の説明として，当てはまる言葉を選ぶ 
44.2 1.8 1.9 

３（５） 
キ 

49.9 6.4 1.8 

４（１） 方位磁針の適切な操作方法を選び，その時の太陽の方位を書く 28.5 1.2 1.8 

４（５） 
天気の様子と気温の変化とを関係付けて，気温の変化を表したグラフを選び，選んだ

わけを書く 
18.9 2.0 3.8 

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正答率が全国（公立）より３％以上低い設問

■正答率が低い設問（５０％以下）

■全設問の県と全国の正答率の比較

（％） （％） 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

１（１） １（２） １（３） １（４） ２（１） ２（２）ア ２（２）イ 2(3)

太郎

2(3)

花子
２（４） ２（５） ３（１）ア ３（１）イ ３（２） ３（３） ３（４） ３（５）オ

全国（公立） 香川県（公立）
（％） 
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□67 理科の勉強は好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

□69 理科の授業の内容はよく分かりますか 
 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立） 54.8  33.3   9.5   2.3   0.0 88.1 

全国(公立) 51.7  34.3  10.7   3.0   0.3 86.0 

県と全国の差  3.1 ▲1.0 ▲1.2 ▲0.7 ▲0.3  2.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

□81 今回の理科の問題について，言葉や文章を使って，わけを書く問題がありましたが，どのように

解答しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立） 54.6  29.2  11.2   5.0   0.0 83.8 

全国(公立) 51.5  30.0  12.6   5.6   0.3 81.5 

県と全国の差  3.1 ▲0.8 ▲1.4 ▲0.6 ▲0.3  2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

学 習 意 欲 

※児童生徒の学習意欲については，抽出対象校の質問紙調査の結果を分析した。 

当てはまる 
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  

当てはまら
ない  

当てはまる 
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  

○ 「67 理科の勉強は好きですか」の質問に対して，肯定的に回答した児童の割合は，全国（公立）

と比べて高い。 

○ 「69 理科の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して，肯定的に回答した児童の割合は，

全国（公立）と比べて高い。 

当てはまら
ない  

79.3

72.5

18.1

23.3

1.6

2.1

1.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

最後まで解答を書
こうと努力した 

途中であきらめた
ものがあった 

書く問題は全く
解答しなかった 

その他
無回答 
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■学習意欲（小学校理科）に関わる質問項目の集計表
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（６７） （６８） （６９） （７０） （７１） （７２） （７３） （７４） （７５） （７６） （７７） （７８） （７９） （８０）

全国（公立） 県（公立）

質問 67～80 に肯定的に回答した児童の県と全国の比較 

（％） 

1段目：香川県（公立）の割合（％）　2段目：全国（公立）の割合（％）

当てはまる

(回答１)

どちらかといえば

当てはまる

（回答２）

どちらかといえば

当てはまらない
当てはまらない その他，無回答

54.6 29.2 11.2 5.0 0.0 83.8

51.5 30.0 12.6 5.6 0.3 81.5

58.9 28.4 9.8 2.8 0.0 87.3

57.5 28.8 10.3 3.0 0.3 86.3

54.8 33.3 9.5 2.3 0.0 88.1

51.7 34.3 10.7 3.0 0.3 86.0

64.9 20.7 10.1 4.3 0.0 85.6

64.7 21.0 10.1 3.9 0.3 85.7

32.6 30.5 26.3 10.6 0.0 63.1

32.1 30.9 26.1 10.5 0.3 63.0

31.6 31.5 25.9 11.0 0.0 63.1

29.5 32.4 26.3 11.4 0.4 61.9

45.5 30.1 17.2 7.1 0.0 75.6

42.8 30.4 18.5 7.9 0.4 73.2

14.4 13.2 26.4 45.9 0.0 27.6

14.0 14.3 26.3 45.0 0.4 28.3

20.6 25.7 33.2 20.5 0.0 46.3

20.5 26.2 34.0 18.9 0.4 46.7

70.1 19.3 7.4 3.2 0.1 89.4

69.4 19.1 7.3 3.7 0.5 88.5

34.1 36.0 23.2 6.7 0.1 70.1

33.0 37.1 22.6 6.8 0.5 70.1

41.0 36.9 17.7 4.3 0.2 77.9

39.2 37.9 17.6 4.8 0.5 77.1

30.0 36.2 25.5 8.3 0.1 66.2

28.8 36.4 25.7 8.6 0.5 65.2

65.6 18.6 9.9 5.8 0.1 84.2

64.5 19.8 9.5 5.6 0.7 84.3

※【その他】とは，『選択肢以外の回答や複数回答』されたものである。

（６７）理科の勉強は好きですか

（６８）理科の勉強は大切だと思いますか

（６９）理科の授業の内容はよく分かりますか

（７０）自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか

（７１）
科学や自然について疑問を持ち，その疑問について人に質問
したり，調べたりすることがありますか

（７２）
理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できない
か考えますか

▲ 0.7

▲ 0.4

（７３）
理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

（７４）
将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思います
か

1.0

2.1

▲ 0.1

0.1

1.2

2.4

質問
番号

質問事項

選　択　肢 当てはまる

どちらかといえば

当てはまる

(回答１＋回答２)

（７８）

県と全国の差

（７５）
理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発表し
たりしていますか

（７６）観察や実験を行うことは好きですか

（７７）
理科の授業で，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立て
ていますか

0.9

0.0

2.3

理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分
かったのか考えていますか

（７９）
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方がまちがってい
ないかをふり返って考えていますか

（８０）理科の授業でものをつくることは好きですか

1.0

▲ 0.1

0.8
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小学校 理科 

 

 

 

■物は，水に溶けても重さは変わらないことを氷 

砂糖に適用できるかどうかをみる設問の正答率 

は，全国平均に比べ，4.6ポイント上回ってい 

る。               【１(2)】 

 

 

 

 

■光電池や乾電池の働きを強くするための要因を 

理解しているかどうかをみる設問の正答率は， 

全国平均に比べ，4.6及び15.4ポイント上回っ 

ている。      【３(1)ア】【３(1)イ】 

 

 

 

 

 

■「かげの観察記録」を基に，木の影の長さの変 
化を表すグラフを分析できるかどうかをみる設 
問の正答率は，全国平均に比べ，4.4 ポイント 
上回っている。           【４(3)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

小学校理科 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

１(2) 80.9 76.3 4.6 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

４(3) 59.0 54.6  4.4 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

３(1)ア 81.1 76.5  4.6 

３(1)イ 77.1 61.7 15.4 

１

３４ 
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小学校 理科 

 

 

 

 

■植物の受粉と結実の関係を調べる実験について， 

 結果を基に方法を改善して，その理由を記述で 

 きるかどうかをみる設問の正答率は，36.0％で 

課題がある。            【２(5)】 

 

 

 

 

 

■ゴムをねじる回数についてグラフから分析して，  

 予測することができるかどうかをみる設問の正 

答率は，59.3％で課題がある。      【３(2)】 

 

 

 

 

 

 

 

■方位磁針の適切な操作方法を身に付けているか 

どうかをみる設問の正答率は，28.5％で課題が 

ある。                         【４(1)】 

 

 

 

 

 

 

 

■天気の様子と気温の変化の関係についてデータ 

を基に分析して，その理由を記述できるかどう 

かをみる設問の正答率は，18.9％で課題がある。 

     【４(5)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校理科 

課題がうかがえる設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

２(5) 36.0 32.1 3.9 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

３(2) 59.3 57.4 1.9 

Ｐ60 参照

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

４(1) 28.5 27.3 1.2 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

４(5) 18.9 16.9 2.0 

Ｐ61 参照

２

４
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 この設問は，全国に比べて正答率が1.9ポイン

ト高い。しかし，県の平均正答率は59.3％であ

る。ゴムをねじる回数と車の進む距離との関係

において，グラフから分析して，全体の傾向や

共通性を読み取り，予測することに課題がある

と考えられる。 

 誤答の解答類型２が26.3％あり，全国に比べ

て0.5ポイント高い。これは，60回ねじると約３

ｍ進んだことから，１ｍ進むのに20回程度ねじ

ればよいと判断したものと考えられる。 

小学校 理科３(2)課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

 指導に当たっては，一つ一つの実験データの傾向から車の進む距離を予測するのではなく，複数

回のデータから全体の傾向や共通性を捉えて考察させるようにすることが大切である。そこでは，

実験の結果を数値で表すだけでは全体の傾向を捉えにくいため，グラフ等に表すことにより視覚的

に捉えやすくして，特徴を読み取らせることが考えられる。 

 また，個々に予想をもって実験を進めさせるようにする。１回目の実験では，根拠となるものは

持ち合わせていない場合が多いが，２回目からはそれまでの実験の結果が一つの根拠となる。同じ

回数での実験，回数を変えたときの実験，それぞれ結果を予想してから実験を行い，それを振り返

りながら考察するように指導することが考えられる。 

３ 太郎さんたちは，３種類の車をつくり，いろいろなコースで車の特ちょうを考えながら走らせま

した。 

(2) 第２のコースは，ゴールエリアの中に車を止めるコースです。太郎さんは，ゴムで動く車なら

ゴムをねじる回数を変えることで，ゴールエリアの中に止めることができると考えました。 

 

 

 

 

 

 

上のグラフから考えると，ゴールエリアの中に車を止めるには，ゴムを何回ねじればよいですか。

下の１ から４ までの中から1つ選んで，その番号を書きましょう。 

１ 80 回   ２ 100 回   ３ 125 回   ４ 200 回 

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国 

反応率

（％）

正

答

３

(2) 

１ １ と解答しているもの 59.3 57.4 ◎

２ ２ と解答しているもの 26.3 25.8  

３ ３ と解答しているもの 8.8 10.4  

４ ４ と解答しているもの 4.3 4.7  

９ 上記以外の解答 0.7 0.8  

０ 無解答 0.6 1.0  

 
条件を変えながら実験を行い，ものの共通性や差異性など特徴を見つけさせる際に

は，実験データを表に整理したりグラフに処理したりさせるとともに，予想を振り返
りながら考察する指導を充実する。 

調査結果から授業改善へ 
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 この設問は，全国に比べて正答率が1.2ポイン

ト高い。しかし，県の正答率は28.5％で，誤答

も多様であり，方位磁針の適切な操作の技能に関

する知識の定着に課題がある。 

 誤答の解答類型６は28.9％あり，地図の上を

「北」とみなすことから，太陽の方位を意識せ

ず判断したと考えられる。 

 誤答の解答類型７は18.2％あり，太陽が西に

沈むという知識から判断したと考えられる。 

 誤答の解答類型８は14.7％あり，太陽が南を

通るという知識から判断したと考えられる。 

小学校 理科４(1)課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

 指導に当たっては，どの方位磁針も色の付いた針が同じ方向（北）を向くことや，どこの場所で

も方位磁針は同じ方位を指すという性質を確かめるという学習を充実させたい。 

 そこでは，個々が場所を変えて調べるとともに，その結果を学級全体でも確認するようにする。

その際，言葉だけの交流とならないように，校内敷地図などに方位磁針の図を重ねて置いていくこ

とを通して，「同じ」という言葉が具体的に確認できるようにすることが考えられる。 

 同様に，同時刻の太陽の方位を様々な場所において調べる活動を設定し，どの場所においても太

陽は同じ方位にあることを確認する活動も考えられる。 

４ 三郎さんは，５ 月２０日の１日の太陽の位置と木のかげの動きや長さを調べました。下の３枚

の図はその時のようすです。 

 午前９時         正午          午後１時 

 

 

 

 

 

(1) 午後１時の太陽の方位を，正しく調べているのはどれですか。下の１から４までの中から１

つ選んで，その番号を書きましょう。また，その時の太陽の方位を書きましょう。 

   １         ２         ３          ４ 

 

 

 

 

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率

（％）

全国 

反応率

（％）

正

答

４ 

 

(1) 

 記号 太陽の方位   

１ 

１ と解答 

南西 と解答しているもの 28.5 27.3 ◎

２ 南  と解答しているもの 2.1 1.8

３ 西  と解答しているもの 1.4 1.4

４ 東  と解答しているもの 0.4 0.3

５ 
類型１から類型４以外の解答 

無解答 
3.7 3.5

６ ２ と解答しているもの 28.9 29.0

７ ３ と解答しているもの 18.2 18.1

８ ４ と解答しているもの 14.7 14.9

９ 上記以外の解答 0.3 0.4

０ 無解答 1.8 3.2

 
実験器具の適切な操作方法を身に付けさせるためには，その特性や使用する目的を明

確に意識し，繰り返し操作をさせることが大切である。 

調査結果から授業改善へ 
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2 1.9

1.4

0.8

‐1

-2

-1

0

1

2

3

4

5

1.1 

2.1  2.1 

1.1 

0.2 

-2

-1

0

1

2

3

4

5

概 要 

中学校 国語 ＜調査区分の分析・検証＞ 

■平成 24 年度調査結果の集計値 

■平成 19 年度～平成 24 年度の県と全国の平均正答率の差の推移 

中学校国語Ａ 生徒数 学校数 平均正答数
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   6,233 53 24.1 / 32 75.3 

0.2 

74.7 － 75.8 

全国(公立) 424,157 4,294 24.0 / 32 75.1 75.0 － 75.2 

中学校国語Ｂ 児童数 学校数 平均正答数 
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   6,233 53 5.6 / 9 62.3 

▲1.0 

61.6 － 62.9 

全国(公立) 424,258 4,294 5.7 / 9 63.3 63.2 － 63.4 

中学校国語Ａ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 82.7 75.7 79.1 76.2 75.3 

全国(公立)平均正答率（％） 81.6 73.6 77.0 75.1 75.1 

県と全国の差  1.1  2.1  2.1  1.1  0.2 

中学校国語Ｂ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 74.0 62.7 75.9 66.1  62.3 

全国(公立)平均正答率（％） 72.0 60.9 74.5 65.3  63.3 

県と全国の差  2.0  1.9  1.4  0.8 ▲1.0 

県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ａ】

（ポイント） （ポイント） 

県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ｂ】

平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 

○ 国語Ａ（知識）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋0.2 ポイント）等から，全国（公立）との差があまりないことがうかがえる。 

○ 国語Ｂ（活用）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（－1.0 ポイント）等から，全国（公立）より下位の結果であることがうかがえる。 

※H22･24 年度は抽出調査 
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中学校 国語 

■平成 24 年度領域別調査結果 

 国語Ａ 国語Ｂ 

学習指導要領の領域 
話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 言語事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 言語事項 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
88.4 87.8 66.1 73.8 59.3 57.1 60.3  

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
87.7 88.1 65.4 73.7 59.9 57.4 61.5  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語Ａ 

領域 調査年度 
県（公立） 

平均正答率(%)

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

平成 19 年度 91.6 90.1  1.5 

平成 20 年度 81.5 80.1  1.4 

平成 21 年度 87.2 86.8  0.4 

平成 22 年度 75.6 74.2  1.4 

平成 24 年度 88.4 87.7  0.7 

書
く
こ
と 

平成 19 年度 76.4 73.4  3.0 

平成 20 年度 58.0 55.2  2.8 

平成 21 年度 69.5 64.6  4.9 

平成 22 年度 72.3 71.1  1.2 

平成 24 年度 87.8 88.1 ▲0.3 

読
む
こ
と 

平成 19 年度 81.7 80.6  1.1 

平成 20 年度 74.2 71.0  3.2 

平成 21 年度 78.3 75.7  2.6 

平成 22 年度 77.8 76.6  1.2 

平成 24 年度 66.1 65.4  0.7 

言
語
事
項 

平成 19 年度 80.7 80.3  0.4 

平成 20 年度 76.8 75.2  1.6 

平成 21 年度 78.2 76.0  2.2 

平成 22 年度 76.6 75.8  0.8 

平成 24 年度 73.8 73.7  0.1 

国語Ｂ 

領域 調査年度
県（公立） 

平均正答率(%) 

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

平成 19 年度 83.4 81.3  2.1 

平成 20 年度    

平成 21 年度    

平成 22 年度 48.6 45.6  3.0 

平成 24 年度 59.3 59.9 ▲0.6 

書
く
こ
と 

平成 19 年度 65.8 64.4  1.4 

平成 20 年度 50.1 46.7  3.4 

平成 21 年度 75.2 72.5  2.7 

平成 22 年度 62.5 60.2  2.3 

平成 24 年度 57.1 57.4 ▲0.3 

読
む
こ
と 

平成 19 年度 73.2 70.6  2.6 

平成 20 年度 62.7 60.9  1.8 

平成 21 年度 75.9 74.5  1.4 

平成 22 年度 68.0 67.5  0.5 

平成 24 年度 60.3 61.5 ▲1.2 

言
語
事
項 

平成 19 年度 70.2 68.5  1.7 

平成 20 年度 67.7 60.6  7.1 

平成 21 年度    

平成 22 年度    

平成 24 年度    

‐2

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

8
話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項

‐2

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

8
話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項

■平成 19 年度～平成 24 年度の領域別調査結果

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ａ】

（ポイント） （ポイント） 

平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【国語Ｂ】

※H22･24 年度は抽出調査 
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集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

話すこと・聞くこと 2

書くこと 4

読むこと 5

言語事項 21

国語への関心・意欲・態度 0

話す・聞く能力 2

書く能力 4

読む能力 5

言語についての知識・理解・技能 21

選択式 16

短答式 16

記述式 0

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１一 ○ ○ ○ 87.5 0.4 85.4 0.3

１二 ○ ○ ○ 87.6 0.4 85.0 0.4

２一 ○ ○ ○ 87.6 0.4 89.2 0.4

２二 ○ ○ ○ 86.0 0.4 84.9 0.5

３一 ○ ○ ○ 85.2 2.9 85.9 2.3

３二 ○ ○ ○ 45.1 14.0 40.4 18.3

４一 ○ ○ ○ 89.2 2.6 90.1 2.0

４二 ○ ○ ○ 49.2 7.8 47.1 7.7

５一 ○ ○ ○ 89.2 0.7 90.6 0.6

５二 ○ ○ ○ 88.2 4.4 87.8 3.6

６一 ○ ○ ○ 66.3 4.2 68.1 3.1

６二 ○ ○ ○ 39.7 0.9 40.3 0.6

７一１ ○ ○ ○ 49.9 14.1 51.5 14.7

７一２ ○ ○ ○ 86.2 7.1 86.1 7.4

７一３ ○ ○ ○ 62.8 4.9 69.3 5.7

７二１ ○ ○ ○ 76.6 9.4 64.5 12.5

７二２ ○ ○ ○ 86.6 5.8 84.6 6.0

７二３ ○ ○ ○ 75.3 4.9 73.8 4.8

７三ア ○ ○ ○ 83.6 0.8 82.6 0.7

７三イ ○ ○ ○ 86.8 0.8 89.0 0.6

７三ウ ○ ○ ○ 61.5 1.2 60.6 1.1

７三エ ○ ○ ○ 47.8 1.0 46.9 0.8

７三オ ○ ○ ○ 93.5 0.9 93.5 0.7

適切な語句を選択する（このカーテンの色は，
部屋の雰囲気とよく調和している）

語句の意味を理解し，文脈の中
で適切に使う

適切な敬語を選択する（先生が，私の家にい
らっしゃる）

適切な語句を選択する（弟子を手塩にかけて育
てる）

適切な語句を選択する（たなびく雲の間から，
春の光がもれている）

適切な語句を選択する（いかなる困難にもひる
むことなく仕事を進めた）

漢字を読む（考えに相違がある）

文脈に即して漢字を正しく読む漢字を読む（不純物が沈殿する）

漢字を読む（会議で決を採る）

漢字を書く（地域の人をショウタイする）

文脈に即して漢字を正しく書く漢字を書く（メートルは長さのタンイである）

漢字を書く（鉛筆をカりる）

「このような現象」が何と呼ばれているかを本
文中から抜き出す

文章の展開に即して内容を捉え
る

取扱い絵表示の内容に加えて気を付けなければ
ならないこととして適切なものを選択する

目的に応じて必要な情報を読み
取る

文章の特徴として適切なものを選択する 伝えたい事柄を明確にして書く

文鎮について説明する一文を書き加える
必要な情報が相手に伝わるよう
に説明する

「難易度が高くなるので」を聞き手に分かりや
すい表現に直す

聞き手や場面を意識して，適切
な語句を選択して話す

「生徒会活動（小学校……児童会活動）」を場
に応じた話し言葉にする

話し言葉と書き言葉との違いを
理解し，適切に使う

「よく熟した夏ミカン」に対応する東京の情景
を本文中から抜き出す

比喩を手掛かりにしながら文脈
をたどり，内容を理解する

「この村の月は，まるでよく熟した夏ミカン
だ」に使われている表現の技法の名称を書く

比喩という言葉と結び付けて，
表現の仕方を理解する

手紙の前文の最初に書かれる言葉の名称として
適切なものを選択する

手紙の形式を理解して書く

時候の挨拶に書き足した文の説明として適切な
ものを選択する

相手に応じて文章を書き直す

指示棒が指す箇所として適切なものを選択する
自分の話を聞き手に理解しても
らえるように，資料を用いて話
す

話題が変わる箇所として適切なものを選択する 間の取り方に注意して話す

香川県

出題の趣旨

73.8

学習指導要領の領域等 評価の観点

75.7

問題形式

74.9

（公立）

問題形式

全国（公立）

87.7

74.1

88.1

65.4

73.7

76.1

分類

75.0

設問番号 設問の概要

全国（公立）

87.7

87.8

65.4

73.7

対象設問数（問）

66.1

66.1

73.8

学校数

53

4,294

平均正答率(％)

75.3

88.4

75.2

74.7 75.8

学習指導要領の領域等
88.1

香川県（公立）

88.4

87.8

評価の観点

区分

75.1

平均正答率(％)

生徒数

香川県（公立） 6,233

全国（公立） 424,157

 

 

■設問別調査結果【国語Ａ】 
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中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

話すこと・聞くこと 3

書くこと 4

読むこと 5

言語事項 0

国語への関心・意欲・態度 3

話す・聞く能力 3

書く能力 4

読む能力 5

言語についての知識・理解・技能 0

選択式 5

短答式 1

記述式 3

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１一 ○ ○ ○ 79.8 0.6 79.2 0.4

１二 ○ ○ ○ 79.0 0.6 80.8 0.4

１三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19.1 15.9 19.7 13.9

２一 ○ ○ ○ 83.9 5.9 84.3 4.9

２二 ○ ○ ○ 81.0 0.8 82.5 0.5

２三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 66.5 10.0 68.4 8.1

３一 ○ ○ ○ 58.3 1.2 61.6 0.8

３二 ○ ○ ○ 31.1 1.1 34.2 0.7

３三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 62.0 13.8 58.9 13.6

出題の趣旨

平均正答率(％)

62.3

学校数

53

4,294 63.3

対象設問数（問）

61.6

香川県（公立）

59.3

平均正答率(％)

60.3

全国（公立）

59.9

57.4

61.5

57.1

49.0

59.3

60.3

49.2

57.1

問題形式

全国（公立） 424,258

設問番号 設問の概要

評価の観点

問題形式

分類 区分

学習指導要領の領域等

学習指導要領の領域等 評価の観点

65.8

83.9

49.2

全国（公立）

59.9

84.3

49.0

57.4

61.5

67.7

（公立）

香川県

62.9

63.2 63.4

生徒数

香川県（公立） 6,233

対談での発言の役割について説明したものとし
て適切なものを選択する

相手の話を踏まえて話す

対談の展開を整理したものとして適切なものを
選択する

話の展開に注意して聞く

これからどのような言葉の使い方をしたいのか
を具体的な言葉の例を挙げて書く

相手の発言を注意して聞き，自
分の考えを書く

「被写体」を言い換えている言葉を本文中から
抜き出す

文脈の中における語句の意味を
捉える

祖母向けの説明書の工夫として適切なものを選
択する

効果的に伝わるように，内容や
表現の仕方を工夫して書く

祖母向けの説明書の一部を書く
資料に書かれている情報の中か
ら必要な内容を選び，伝えたい
事柄が明確に伝わるように書く

朗読の仕方の工夫とその理由を書く
物語の内容や登場人物の言動の
意味などを捉え，自分の考えを
書く

物語について説明したものとして適切なものを
選択する

物語の展開や表現の特徴を捉え
る

物語に描かれている季節を選択する 物語の場面の展開を捉える

７四ア ○ ○ ○ 86.6 0.9 87.5 0.7

７四イ ○ ○ ○ 68.0 0.9 66.3 0.8

７五 ○ ○ ○ 75.4 3.5 73.7 2.7

７六１ ○ ○ ○ 87.4 2.8 88.8 2.3

７六２ ○ ○ ○ 80.1 4.3 81.9 4.2

７七１ ○ ○ ○ 58.1 1.4 67.0 1.1

７七２ ○ ○ ○ 94.3 3.3 92.6 3.5

７八１ ○ ○ ○ 69.7 1.6 72.0 1.3

７八２ ○ ○ ○ 77.6 1.8 76.6 1.6

漢字の音読みと訓読みの説明として適切なもの
を選択する

漢字の音読みと訓読みについて
理解する

漢和辞典の「意味」の中から，「観光」の
「光」の意味として適切なものを選択する

辞書を活用し，漢字が表してい
る意味を正しく捉える

「諸行むじやう」を漢字で書いたものとして適
切なものを選択する

抽象的な概念を表す語句につい
て理解する

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（あらは
す）

歴史的仮名遣いを現代仮名遣い
に直して読む

ローマ字で書く（たけくらべ）
ひらがなで表記された作品名を
ローマ字で書く

ローマ字を読む（Tosa nikki）
ローマ字で表記された作品名を
読み，ひらがなと漢字で正しく
書く

適切な対義語を選択する（受信）
語句の意味を理解し，文脈の中
で適切に使う

適切な対義語を選択する（理想）

はがきの表書きを書く はがきの書き方を理解して書く

※

■設問別調査結果【国語Ｂ】 
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中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【中学校国語Ａ】（全 32 問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

３二 
「この村の月は、まるでよく熟した夏ミカンだ」に使われている表現の技法の名称を

書く 
45.1 4.7 14.0 

７二１ 漢字を読む（考えに相違がある） 76.6 12.1 9.4 

 

 

【中学校国語Ｂ】（全 9問中 1問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

３三 朗読の仕方の工夫とその理由を書く 62.0 3.1 13.8 
 

 

 
 

【中学校国語Ａ】（全 32 問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

７一３ 漢字を書く（鉛筆をカりる） 62.8 ▲6.5 4.9 

７七１ 「諸行むじやう」を漢字で書いたものとして適切なものを選択する 58.1 ▲8.9 1.4 

 

 

【中学校国語Ｂ】（全 9問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

３一 物語について説明したものとして適切なものを選択する 58.3 ▲3.3 1.2 

３二 物語に描かれている季節を選択する 31.1 ▲3.1 1.1 

 

 

‐8

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

8

‐10

‐8

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

8

10

12

14

■設問別の県と全国の正答率の差 

（ポイント） 

７一 
３

１一 

２一 

【国語Ａ】 【国語Ｂ】 

（ポイント） 

２二 

３二 

４二 

６一 

５二 

６二 

７一 
２

７二 
１ 

７二 
２ 

７四 
ア７三 

イ 

７三 
ウ

７一 
１ 

７五

７六 
１ 

７六 
２

１一 

２一 １三 

２二 
１二 

３一 

２三 

３二 

○ 中学校国語の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を上回った設問は，41 問中３問
（7.3%）であった。 

○ 中学校国語の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を下回った設問は，41 問中４問
（9.8%）であった。 

○ 中学校国語の調査において，正答率が 50％以下であった設問は，41 問中７問（17.1%）であ
った。 

■正答率が全国（公立）より３％以上高い設問

■正答率が全国（公立）より３％以上低い設問

３三 

１二 

４一 ５一 ３一 

７二 
３ 

７三 
ア 

７三 
エ ７三 

オ 

７四 
イ

７七 
１ 

７七 
２ 

７八 
１ 

７八 
２ 

調査結果に特徴のうかがえる設問 
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中学校 国語 

 
 

【中学校国語Ａ】（全 32 問中 5問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

３二 
「この村の月は、まるでよく熟した夏ミカンだ」に使われている表現の技法の名称を
書く 

45.1   4.7 14.0 

４二 「生徒会活動（小学校･･････児童会活動）を場に応じた話し言葉にする 49.2   2.1  7.8 

６二 
取扱い絵表示の内容に加えて気を付けなければならないこととして適切なものを選択
する 

39.7 ▲0.6  0.9 

７一１ 漢字を書く（地域の人をショウタイする） 49.9 ▲1.6 14.1 

７三エ 適切な語句を選択する（たなびく雲の間から，春の光がもれている） 47.8   0.9  1.0 

 

 

【中学校国語Ｂ】（全 9問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１三 これからどのような言葉の使い方をしたいのかを具体的な言葉の例を挙げて書く 19.1 ▲0.6 15.9 

３二 物語に描かれている季節を選択する 31.1 ▲3.1  1.1 
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

１
一

１
二

２
一

２
二

３
一

３
二

４
一

４
二

５
一

５
二

６
一

６
二

７
一

１

７
一

２

７
一

３

７
二

１

７
二

２

７
二

３
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７
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７
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７
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７
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７
四
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７
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７
六

１

７
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２

７
七

１

７
七

２

７
八

１

７
八

２

全国（公立） 香川県（公立）

■正答率が低い設問（５０％以下）

■全設問の県と全国の正答率の比較

【国語Ａ】 【国語Ｂ】 

（％） （％） 
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中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

□45 国語の勉強は好きですか 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立） 21.1  36.0  27.5 15.4 0.1  57.1 

全国(公立) 21.1  37.5  28.5 12.8 0.1  58.6 

県と全国の差 0.0 ▲1.5 ▲1.0  2.6 0.0 ▲1.5 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した児童の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立）  49.2  49.5  55.4  53.0  57.1 

全国(公立)  56.8  55.2  56.7  57.2  58.6 

県と全国の差 ▲7.6 ▲5.7 ▲1.3 ▲4.2 ▲1.5 

 

 

□47 国語の授業の内容はよく分かりますか 
 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立） 23.0  49.3  21.1 6.5  0.1 72.3 

全国(公立) 20.2  51.0  22.6 5.9  0.2 71.2 

県と全国の差  2.8 ▲1.7 ▲1.5 0.6 ▲0.1  1.1 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した児童の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立）  63.1  63.5 70.3 70.4 72.3 

全国(公立)  65.4  66.8 68.8 69.9 71.2 

県と全国の差 ▲2.3 ▲3.3  1.5  0.5  1.1 

60

62

64

66

68

70

72

74

76

78

80

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

40

42

44

46

48

50

52

54

56

58

60

平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成24年度

全国(公立) 県（公立）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

学 習 意 欲 

※児童生徒の学習意欲については，抽出対象校の質問紙調査の結果を分析した。 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問45に肯定的に解答した生徒の
県と全国との経年変化 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問47に肯定的に解答した生徒の
県と全国との経年変化 

（％） 

（％） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

○ 「45 国語の勉強は好きですか」の質問に対して，肯定的に回答した生徒の割合は，全国（公立）

と比べて低い。 

○ 「47 国語の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して，肯定的に回答した生徒の割合は，

全国（公立）と比べて高い。 
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□55 今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，最後まで解答を書こうと努

力しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.3 

70.6 

23.6 

24.0 

5.4 

4.6 

0.7 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

40

50

60

70

80

90

100

（４５） （４６） （４７） （４８） （４９） （５０） （５１） （５２） （５３） （５４）

全国（公立） 県（公立）

■学習意欲（中学校国語）に関わる質問項目の集計表

質問 45～54 に肯定的に回答した児童の県と全国の比較 

（％） 

（％） 

最後まで解答を書
こうと努力した 

途中であきらめた
ものがあった 

書く問題は全く
解答しなかった 

その他
無回答 

1段目：香川県（公立）の割合（％）　2段目：全国（公立）の割合（％）

当てはまる

(回答１)

どちらかといえば

当てはまる

（回答２）

どちらかといえば

当てはまらない
当てはまらない その他，無回答

21.1 36.0 27.5 15.4 0.1 57.1

21.1 37.5 28.5 12.8 0.1 58.6

51.4 36.7 8.1 3.7 0.1 88.1

55.4 34.9 6.8 2.7 0.1 90.3

23.0 49.3 21.1 6.5 0.1 72.3

20.2 51.0 22.6 5.9 0.2 71.2

44.6 22.9 17.3 14.9 0.3 67.5

45.0 24.7 17.1 12.9 0.3 69.7

38.0 42.5 14.3 5.1 0.2 80.5

41.9 41.2 12.6 4.0 0.3 83.1

12.8 39.7 36.3 11.0 0.1 52.5

12.3 38.1 37.5 11.9 0.2 50.4

8.2 33.2 43.0 15.5 0.2 41.4

10.1 35.5 40.5 13.7 0.2 45.6

15.3 41.9 32.1 10.5 0.1 57.2

16.5 42.9 31.0 9.4 0.2 59.4

18.4 44.1 28.3 9.1 0.1 62.5

20.9 44.7 26.4 7.8 0.2 65.6

34.0 29.2 18.2 18.1 0.5 63.2

30.9 30.2 20.6 17.8 0.5 61.1

※【その他】とは，『選択肢以外の回答や複数回答』されたものである。

質問
番号

質問事項

選　択　肢 当てはまる

どちらかといえば

当てはまる

(回答１＋回答２)

県と全国の差

(４５) 国語の勉強は好きですか

(４６) 国語の勉強は大切だと思いますか

(４７) 国語の授業の内容はよく分かりますか

(４８) 読書は好きですか

(４９)
国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

(５０)
国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話した
り，書いたりしていますか

(５４)
国語Ｂ－１の問題にあるような，長い文章を読むことは難し
いと思いますか

(５１)
国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように
話の組み立てを工夫していますか

(５２)
国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるよ
うに気をつけて書いていますか

(５３)
国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりごとに内
容を理解しながら読んでいますか

▲ 4.2

▲ 2.2

▲ 3.1

2.1

▲ 1.5

▲ 2.2

1.1

▲ 2.2

▲ 2.6

2.1
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■比喩という言葉と結び付けて，表現の仕方を理解 

しているかどうかをみる設問の正答率は，全国平 

均に比べ，4.7ポイント上回っている。【Ａ３二】 

 

 

 

 

 

■文脈に即して漢字を正しく読めるかどうかをみる 

設問のうち，「考えに相違がある。」の正答率は， 

全国平均に比べ，12.1ポイント上回っている。 

【Ａ７二１】 

 

 

 

 

 

 

■文脈に即して漢字を正しく書けるかどうかをみる 

設問のうち，「鉛筆をカりる。」の正答率は，全 

国平均に比べ，6.5 ポイント下回っている。 

【Ａ７一３】 

 

 

 

■抽象的な概念を表す語句（「諸行無常」）につい 

て理解しているかどうかをみる設問の正答率は， 

全国平均に比べ，8.9 ポイント下回っている。 

【Ａ７七１】 

 

 

 

 

 

 

■Ａ問題 32 問中，全国平均を下回っている設問が 

14 問ある。 

■領域ごとの正答率に大きな偏りは見られない。 

 

 

 

■目的に応じて必要な情報を読み取れるかどうかを 

みる設問の正答率は，全国と同様，Ａ問題の中で 

最も低い。【Ａ６二】 

 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問 

中学校国語Ａ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ３二 45.1 40.4 4.7 

 
 ３ 

二 

―
―
線
部
「
こ
の
村
の
月
は
、
ま
る
で
よ
く
熟
し
た
夏
ミ
カ

ン
だ
」
に
使
わ
れ
て
い
る
表
現
の
技
法
を
何
と
言
い
ま
す
か
。

三
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
（
漢
字
、
ひ
ら
が
な
の
ど
ち
ら
で
も

よ
い
。
）
。 

 
 ７ 

二 

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の
―
―
線
部
の
漢
字
の
正
し

い
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。 

１ 

考
え
に
相
違
が
あ
る
。 

 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ７二１ 76.6 64.5 12.1 

全国に比べ正答率が低い設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ７一３ 62.8 69.3 ▲6.5 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ７七１ 58.1 67.0 ▲8.9 

７ 

一 

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
楷
書

か
い
し
ょ

、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 

 

３ 

鉛
筆
を
カ
り
る
。 

７ 

七 

次
は
，
「
平
家
物
語
」
の
【
冒
頭
の
部
分
】
と
そ
の
【
現
代
語
訳
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

【
冒
頭
の
部
分
】 

    

【
現
代
語
訳
】 

    
 

 

１ 

―
―
線
部
「
諸
行
む
じ
や
う
」
を
漢
字
で
書
い
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 

１ 

無
上 

 
 
 
 
 

２ 

無
常 

 
 
 
 
 

３ 

無
状 

 
 
 
 
 

４ 

無
情 

 
 

祇
園

ぎ
お
ん

精

舎

し
ょ
う
じ
ゃ

の
鐘
の
声
、
諸
行
む
じ
や
う

（
む
じ
ょ
う
）

の
響
き
あ
り
。 

 
 
 

沙
羅

し
ゃ
ら

双

樹

そ
う
じ
ゅ

の
花
の
色
、

盛

者

し
ょ
う
じ
ゃ

必

衰

ひ
っ
す
い

の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す
。 

祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
に
は
、
こ
の
世
の
す
べ
て
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い
く
も
の
だ
と
い
う
響
き
が
あ
る
。 

沙
羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
盛
ん
な
者
も
必
ず
衰
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
道
理
を
表
し
て
い
る
。 

課題がうかがえる設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ６二 39.7 40.3 ▲0.6 

次頁参照 

設問ごとの正答率の全体的な特徴  
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 この設問の一は，県の正答率が66.3％で，全国に比べ1.8ポイント下回っている。また，二は，〔国

語Ａ〕の設問中，全国・県ともに正答率が最も低い。１から６までの設問は各２問ずつあるが，２

問とも全国に比べ下回っているのは，６だけである。 

 一では，「このような」という言葉から，これより前の部分から該当箇所を探そうとしたと考え

られる。   

二では，解答類型４の反応率が55.7％となっており，過半数が第２段落の後半だけの情報を読み

取っていると考えられる。あるいは，取り扱い絵表示にとらわれて，第１段落は「手洗いすること」，

第２段落は「ぬるま湯で洗うこと」という内容把握になっていると考えられる。 

 
説明的な文章を用いた「読むこと」の学習では，段落と段落，文と文などの関係を

考えながら丁寧に読んだり，文章を様々な形で要約したり書き換えたりする活動を積
極的に取り入れるとともに，それらに主体的に取り組めるような工夫をする。 

中学校 国語Ａ６ 課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

説明的な文章の内容を正確に捉えるためには，中心となる話題や重要な言葉を意識しながら，事

実と意見，主張と根拠，問いと答えなどを，文章全体の中で関係付けて読み取ることが必要である

が，受身の学習にならないことが大切である。 

そのための手立ての一つとして，ノート指導の工夫が考えられる。例えば，文章に線を引かせた

り，部分と部分を矢印でつなげたり，まとまりを枠で囲んでメモを書き込ませたりするなどした後，

それらをノートにまとめさせるのである。慣れてくれば，しだいに文章を構造図的に整理できるよ

うになる。いろいろなまとめ方になるので，交流もしやすくなり授業の活性化も期待できる。 

調査結果から授業改善へ 

設問

番号 
解答類型 

県 

反応率 

（％） 

全国 

反応率

（％）

正答

６

二 

１ １ と解答しているもの  2.1  2.1  

２ ２ と解答しているもの  1.6  1.6  

３ ３ と解答しているもの 39.7 40.3 ◎

４ ４ と解答しているもの 55.7 55.4  

９ 上記以外の解答  0.0  0.1  

０ 無解答  0.9  0.6  

  

■設問別の県と全国の正答率の差 
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■物語の内容や登場人物の言動の意味などを捉え，自分の考え 

を書くことができるかどうかをみる設問の正答率は，全国平 

均に比べ，3.1ポイント上回っている。【Ｂ３三】 

 

 

 

 

 

 

■物語の展開や表現の特徴を捉えることができるかどうかをみ 

る設問の正答率は，全国平均に比べ，3.3 ポイント下回って 

いる。【Ｂ３一】 

 

 

 

■物語の場面の展開を捉えることができるかどうかをみる設問 

の正答率は，全国平均に比べ，3.1 ポイント下回っている。 

【Ｂ３二】 

 

 

 

■相手の発言を注意して聞き，自分の考えを書くことができる 

 かどうかをみる設問の正答率は，19.1％で課題がある。また， 

全国平均に比べ，0.6 ポイント下回っている。【Ｂ１三】 

 

 

 

■資料に書かれている情報の中から必要な内容を選び，伝えた 

い事柄が明確に伝わるように書くことができるかどうかをみ 

る設問の正答率は，全国平均に比べ，1.9 ポイント下回って 

いる。【Ｂ２三】 

 

 

 

また，【Ｂ２】は，全問が全国平均に比べ，下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｂ問題は，１から３の各設問のうち，一と二が理解・技能， 

三が活用力をみる設問となっているが，一と二の６問のうち， 

５問の正答率が，全国平均を下回っている。一方，三の３問 

のうち，２問の正答率が，全国平均を下回っている。 

全国に比べ正答率が高い設問  

中学校国語Ｂ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３三 62.0 58.9 3.1 

課題がうかがえる設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３一 58.3 61.6 ▲3.3 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３二 31.1 34.2 ▲3.1 

設問ごとの正答率の全体的な特徴  

３

３

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ１三 19.1 19.7 ▲0.6 

１

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２三 66.5 68.4 ▲1.9 

次頁参照 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２一 83.9 84.3 ▲0.4 

Ｂ２二 81.0 82.5 ▲1.5 
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 この設問の三は，「活用」をみる典型的な設問だが，同様の設問は他に２問あり，他の設問と合

わせると，「活用」に大きな課題があるとは言い切れない。また，Ｂ問題の他の設問は，「理解・

技能」をみる設問といえるが，全６問のうち，５問の正答率が，全国平均を下回っている。 

一方，この三は，《記述》と《文章の解釈》の二つの領域で出題されている。二は《記述》とし

て出題されているが，《文章の解釈》も求められる。直接《文章の解釈》をみる設問３問のうち，

２問の正答率が，全国平均を下回っている。また，他の指導事項をみる設問として設定してはいる

が《文章の解釈》も必要となる設問全５問のうち，４問の正答率が，全国平均を下回っている。 

テキストを理解する力，とりわけ《文章の解釈》の力に課題がみられる。これはＢ問題でより顕

著であるが，Ａ問題でもその傾向がみられる。 

 
話や文章を解釈したり，話し手や書き手の意図を考えたりする学習と，それについ

て自分の考えをもつ学習を，単元を貫く言語活動の中に明確に位置づける。 

中学校 国語Ｂ２ 課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

様々なテキストを教材として用い，読むことに慣れさせるとともに，国語の力を高めるための

学習内容の明確化と適切な評価が求められる。 
各領域の学習では，話や文章を解釈したり，話し手や書き手の意図を考えたりする学習と，そ

れについて自分の考えをもつ学習を，単元を貫く言語活動の中に明確に位置づけ，目的意識をも

って学習できるように工夫する。その際，ペア学習やグループ学習を積極的に取り入れ，すべて

の生徒が学習に参加し，粘り強く課題に取り組めるようにすることが大切である。 

調査結果から授業改善へ 

設問
県の

正答率

全国の

正答率

全国

との差

Ｂ２三 66.5 68.4 ▲1.9

Ｂ３二 31.1 34.2 ▲3.1

Ｂ３三 62.0 58.9   3.1

設問 
県の 

正答率 

全国の

正答率

全国

との差

Ｂ１一 79.8 79.2   0.6

Ｂ１二 79.0 80.8 ▲1.8

Ｂ１三 19.1 19.7 ▲0.6

Ｂ２二 81.0 82.5 ▲1.5

Ｂ３一 58.3 61.6 ▲3.3

■《文章の解釈》の力を問う設問別の

県と全国の正答率の差 

■《文章の解釈》の力も必要となる設問別の 

県と全国の正答率の差 
■「理解・技能」の力が多く問われる

設問別の県と全国の正答率の差 

設問 
県の 

正答率 

全国の 

正答率 

全国 

との差

Ｂ１三 19.1 19.7 ▲0.6

Ｂ２三 66.5 68.4 ▲1.9

Ｂ３三 62.0 58.9   3.1

設問 
県の 

正答率 

全国の

正答率

全国

との差

Ｂ１一 79.8 79.2   0.6

Ｂ１二 79.0 80.8 ▲1.8

Ｂ２一 83.9 84.3 ▲0.4

Ｂ２二 81.0 82.5 ▲1.5

Ｂ３一 58.3 61.6 ▲3.3

Ｂ３二 31.1 34.2 ▲3.1

■「活用」の力を問う典型的な設問別

の県と全国の正答率の差 
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概 要 

中学校 数学 ＜調査区分の分析・検証＞ 

■平成 24 年度調査結果の集計値 

■平成 19 年度～平成 24 年度の県と全国の平均正答率の差の推移 

中学校数学Ａ 生徒数 学校数 平均正答数
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立） 6,244     53 22.8 / 36 63.2 

1.1 

62.4 － 64.1 

全国(公立) 424,379 4,290 22.4 / 36 62.1 62.0 － 62.3 

中学校数学Ｂ 児童数 学校数 平均正答数 
平均正答率の

推計値（％）

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の95％信頼区間 

(％) 

県（公立）   6,248 53 7.4 / 15 49.4 

0.1 

48.3 － 50.4 

全国(公立) 424,373 4,291 7.4 / 15 49.3 49.2 － 49.5 

中学校数学Ａ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 76.1 68.0 66.5 68.1 63.2 

全国(公立)平均正答率（％） 71.9 63.1 62.7 64.6 62.1 

県と全国の差  4.2  4.9  3.8  3.5  1.1 

中学校数学Ｂ 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度 

県(公立)平均正答率（％） 62.9 52.6 59.6 46.4 49.4 

全国(公立)平均正答率（％） 60.6 49.2 56.9 43.3 49.3 

県と全国の差  2.3  3.4  2.7  3.1  0.1 

県と全国の平均正答率の差の推移【数学Ａ】 県と全国の平均正答率の差の推移【数学Ｂ】

4.2 

4.9 

3.8 
3.5 

1.1 

0

1

2

3

4

5

6

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

 （ポイント） 

2.3

3.4

2.7
3.1

0.1

0

1

2

3

4

5

6

7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

（ポイント） 

○ 数学Ａ（知識）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋1.1 ポイント）等から，全国（公立）より上位の結果であることがうかがえる。 

○ 数学Ｂ（活用）について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計

値の比較（＋0.1 ポイント）等から，全国（公立）との差があまりないことがうかがえる。 

※H22･24 年度は抽出調査 
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中学校 数学 

■平成 24 年度領域別調査結果 

 数学Ａ 数学Ｂ 

学習指導要領の領域 数と式 図形 数量関係 数と式 図形 数量関係 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
69.4 66.3 54.0 41.8 59.0 40.2 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
67.5 66.7 52.1 40.9 59.7 39.8 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ａ 

領域 調査年度 
県（公立） 

平均正答率(%)

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

数
と
式 

平成 19 年度 78.7 74.4  4.3 

平成 20 年度 72.3 68.0  4.3 

平成 21 年度 71.6 67.3   4.3 

平成 22 年度 77.9 75.2   2.7 

平成 24 年度 69.4 67.5   1.9 

図 
 

形 

平成 19 年度 79.1 75.5   3.6 

平成 20 年度 66.6 62.7   3.9 

平成 21 年度 67.7 64.6   3.1 

平成 22 年度 67.1 64.3   2.8 

平成 24 年度 66.3 66.7 ▲0.4 

数
量
関
係 

平成 19 年度 70.1 65.9   4.2 

平成 20 年度 65.0 58.6   6.4 

平成 21 年度 60.2 56.2   4.0 

平成 22 年度 59.3 54.3   5.0 

平成 24 年度 54.0 52.1   1.9 

数学Ｂ 

領域 調査年度
県（公立） 

平均正答率(%) 

全国(公立) 

平均正答率(%) 

県と全国 

との差 

数
と
式 

平成 19 年度 52.5 48.2   4.3 

平成 20 年度 59.7 54.3   5.4 

平成 21 年度 64.7 61.4   3.3 

平成 22 年度 47.2 43.2   4.0 

平成 24 年度 41.8 40.9   0.9 

図 
 

形 

平成 19 年度 54.0 53.1   0.9 

平成 20 年度 60.2 57.6   2.6 

平成 21 年度 60.6 57.5   3.1 

平成 22 年度 43.5 40.2   3.3 

平成 24 年度 59.0 59.7 ▲0.7 

数
量
関
係 

平成 19 年度 69.6 67.9   1.7 

平成 20 年度 47.8 44.7   3.1 

平成 21 年度 55.9 54.1   1.8 

平成 22 年度 47.8 45.5   2.3 

平成 24 年度 40.2 39.8   0.4 

■平成 19 年度～平成 24 年度の領域別調査結果

‐2
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8
数と式 図形 数量関係

‐2

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

8
数と式 図形 数量関係

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【数学Ａ】

平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度   平成 24 年度 

領域別の県と全国の平均正答率の差の推移【数学Ｂ】

 （ポイント） （ポイント） 

※H22･24 年度は抽出調査 
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■設問別調査結果【数学Ａ】 
集計結果

平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

数と式 12

図形 12

数量関係 12

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 0

数学的な表現・処理 13

数量，図形などについての知識・理解 23

選択式 21

短答式 15

記述式 0

設問別集計結果

数
と
式

図
形

数
量
関
係

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
表
現
・
処
理

数
量
、

図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１（１） ○ ○ ○ 72.8 3.3 67.7 2.6

１（２） ○ ○ ○ 87.4 1.8 88.5 1.1

１（３） ○ ○ ○ 69.4 1.8 66.4 1.2

１（４） ○ ○ ○ 73.0 2.6 73.5 1.8

２（１） ○ ○ ○ 81.2 2.7 77.6 1.8

２（２） ○ ○ ○ 67.3 7.1 66.3 6.0

２（３） ○ ○ ○ 38.1 6.2 36.6 4.8

２（４） ○ ○ ○ 67.2 0.8 65.2 0.5

３（１） ○ ○ ○ 62.8 6.5 61.8 5.8

３（２） ○ ○ ○ 80.9 7.8 80.5 6.4

３（３） ○ ○ ○ 79.5 0.9 78.5 0.6

３（４） ○ ○ ○ 53.7 1.4 47.8 1.2

４（１） ○ ○ ○ 58.7 1.3 56.3 0.9

４（２） ○ ○ ○ 81.3 3.5 81.3 2.7

４（３） ○ ○ ○ 70.3 1.3 69.0 0.9

５（１） ○ ○ ○ 62.2 1.1 60.9 0.6

５（２） ○ ○ ○ 84.5 1.0 86.9 0.5

５（３） ○ ○ ○ 92.1 1.0 92.8 0.5

５（４） ○ ○ ○ 61.9 1.3 60.8 0.7

６（１） ○ ○ ○ 42.5 1.5 43.6 1.0

６（２） ○ ○ ○ 42.3 1.3 45.7 0.8

６（３） ○ ○ ○ 71.1 1.1 66.8 0.7

７ ○ ○ ○ 66.8 8.0 72.4 7.0

８ ○ ○ ○ 61.4 1.6 64.4 1.0

９（１） ○ ○ ○ 54.4 2.0 51.8 1.4

９（２） ○ ○ ○ 52.0 1.7 49.8 1.1

１０（１） ○ ○ ○ 46.3 4.9 48.8 3.4

１０（２） ○ ○ ○ 53.2 1.9 52.2 1.4

生徒数 学校数 平均正答率(％)

香川県（公立） 6,244 53 63.2 62.4 64.1

全国（公立） 424,379 4,290 62.1 62.0 62.3

分類 区分 対象設問数（問）
平均正答率(％)

香川県（公立） 全国（公立）

学習指導要領の領域

69.4 67.5

66.3 66.7

54.0 52.1

評価の観点
70.5 69.8

59.1 57.8

問題形式

61.0 59.7

66.3 65.5

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
香川県

全国（公立）
（公立）

８と１２の最小公倍数を求める
２つの自然数の最小公倍数を求
めることができる

６－(－７) を計算する
正の数と負の数の減法の計算が
できる

数直線上の点が表す負の整数の値を読み取る
数直線上に示された負の整数を
読み取ることができる

天気予報の情報から，ある市の最高気温と最低
気温の差を求める

正の数と負の数を用いて日常的
な事象を処理することができる

(７x＋５y )－(５x＋２y ) を計算する 整式の加法と減法の計算ができ
る

x＝３ のときの式　－x 2　の値を求める
指数を含む文字式で文字に数を
代入して式の値を求めることが
できる

整数aを用いて，式 ２a  で表すことのできる数

を選ぶ

文字の値が整数のときに，式の
値について考察することができ
る

「１個 a円の品物を２個買った代金は１０００

円より安い。」という数量の関係を表した式と
して正しいものを選ぶ

数量の大小関係を不等式に表す
ことができる

比例式 ６：８＝ x：１２ を解く 簡単な比例式を解くことができ
る

連立方程式　　　　             を解く
簡単な連立二元一次方程式を解
くことができる

一次方程式を解く際に用いられている等式の性
質を選ぶ

方程式を解く際に用いられてい
る等式の性質を理解している

方程式の解が問題の答えとして適切なものであ
るかどうかを調べることについて，正しい記述
を選ぶ

方程式を活用して，問題を解決
する手順を理解している

与えられた方法で作図された直線がもつ性質と
して，正しい記述を選ぶ

角の二等分線の作図の方法につ
いて理解している

三角形を，直線を軸として対称移動した図形を
かく

対称移動した図形をかくことが
できる

中心角１２０°の扇形の面積について正しいも
のを選ぶ

扇形の面積がその中心角の大き
さに比例することを理解してい
る

直方体の辺と面上の線分との位置関係につい
て，正しい記述を選ぶ

直方体における辺と面に含まれ
る直線との位置関係を理解して
いる

１回転させると円柱ができる平面図形として正
しいものを選ぶ

回転体がどのように構成される
かを理解している

三角柱の展開図として正しいものを選ぶ
三角柱の展開図について理解し
ている

正四角錐の体積を求める式として正しいものを
選ぶ

正四角錐の体積の求め方を理解
している

三角定規による平行線の作図について，正しい
記述を選ぶ

同位角が等しければ２直線は平
行であることを理解している

n角形の内角の和を求める式で，(n－２)が表す

ものを選ぶ

n角形の内角の和を求める公式

の意味を理解している

与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ
三角形の合同条件を理解してい
る

図形に成り立つ性質の逆の事柄を完成する
具体的な命題について，仮定と
結論を区別して，もとの命題の
逆をつくることができる

証明で用いられている図が考察対象の図形の代
表であることについての正しい記述を選ぶ

証明の意義について理解してい
る

yが xに比例し，比例定数が３のとき，x，yの
値について，正しい記述を選ぶ

比例定数の意味を理解している

y＝２x  上の点を選ぶ

比例のグラフ上にある点の x座
標と y座標の値の組が，その式

を満たしていることを理解して
いる

反比例の表を完成する
反比例の関係を表す表から，表
中の値を求めることができる

反比例のグラフを選ぶ
反比例の関係を表すグラフの特
徴を理解している

a ＋ b ＝８

２a ＋ b ＝１１

※1
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■設問別調査結果【数学Ｂ】 

１１（１） ○ ○ ○ 63.3 5.8 61.0 4.0

１１（２） ○ ○ ○ 74.2 1.6 72.0 1.1

１２ ○ ○ ○ 39.2 2.1 37.9 1.8

１３ ○ ○ ○ 43.9 2.3 38.8 2.2

１４（１） ○ ○ ○ 66.4 2.0 64.6 1.6

１４（２） ○ ○ ○ 60.0 8.6 57.4 6.9

１５（１） ○ ○ ○ 50.7 3.0 48.7 2.6

１５（２） ○ ○ ○ 44.5 16.0 42.4 16.9

※1　小学校学習指導要領による。

※2　中学校学習指導要領（平成20年告示）においては，「資料の活用」の領域の内容となる。

（－１，－４）の位置を座標平面上に示す
座標平面上に点の位置を示すこ
とができる

一次関数のグラフから式を選ぶ

与えられたグラフから，傾きと
切片の値を読み取り，一次関数
y＝ax＋b  の式を指摘できる

一次関数を表した事象を選ぶ
２つの数量の関係が一次関数に
なることを理解している

二元一次方程式の解を座標とする点について，
正しい記述を選ぶ

二元一次方程式の解とグラフの
関係を理解している

フリースローでボールの入った回数と人数の関
係をまとめた図から，ボールの入った回数の最
頻値を求める

資料を整理した図から最頻値を
読み取ることができる

１枚の硬貨を投げたときの確率について，正し
い記述を選ぶ

前の試行が次の試行に影響しない場面にお

いて，「同様に確からしい」ことの意味を

理解している

数字の書かれた３枚のカードから２枚のカード
をひくとき，両方とも奇数のカードである確率
を求める

簡単な場合について確率を求め
ることができる

度数分布表について，正しい記述を選ぶ
相対度数の必要性と意味を理解
している

※2

※2

集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，

－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

数と式 4

図形 7

数量関係 4

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 12

数学的な表現・処理 2

数量，図形などについての知識・理解 1

選択式 3

短答式 5

記述式 7

設問別集計結果

数
と
式

図
形

数
量
関
係

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
表
現
・
処
理

数
量
、

図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１（１） ○ ○ ○ 60.4 1.4 61.8 0.6

１（２） ○ ○ ○ 9.6 6.3 9.9 4.7

２（１） ○ ○ ○ 40.4 24.9 36.3 24.1

２（２） ○ ○ ○ 56.8 25.7 55.3 24.9

３（１） ○ ○ ○ 71.7 7.1 72.8 5.2

３（２） ○ ○ ○ 44.0 5.9 46.1 4.9

４（１） ○ ○ ○ 86.6 7.9 89.0 5.3

４（２） ○ ○ ○ 48.8 24.2 45.1 22.4

４（３） ○ ○ ○ 55.3 3.0 56.5 1.5

５（１） ○ ○ ○ 68.8 12.7 70.4 11.5

５（２） ○ ○ ○ 53.9 3.4 56.8 2.1

５（３） ○ ○ ○ 23.0 43.7 22.5 43.5

６（１） ○ ○ ○ 76.5 8.2 77.2 6.2

６（２） ○ ○ ○ 19.7 30.9 17.4 31.0

６（３） ○ ○ ○ 25.3 9.6 22.9 8.3

生徒数 学校数 平均正答率(％)

香川県（公立） 6,248 53 49.4 48.3 50.4

全国（公立） 424,373 4,291 49.3 49.2 49.5

分類 区分 対象設問数（問）
平均正答率(％)

香川県（公立） 全国（公立）

学習指導要領の領域

41.8 40.9

59.0 59.7

40.2 39.8

評価の観点
42.2 41.8

74.1 75.0

86.6 89.0

問題形式

56.6 58.4

64.7 65.4

35.4 34.0

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
香川県

全国（公立）
（公立）

ＩＳＳの高度を１cmとしたときの，ひまわり７
号の高度を選ぶ

表から必要な情報を適切に選択
し，処理することができる

２つの人工衛星の軌道の長さの差を求める計算
から分かることを選び，その理由を説明する

軌道の長さの差を求める計算を
解釈し，数学的な表現を用いて
説明することができる

連続する３つの自然数の和が３の倍数になるこ
とを説明する

事柄が成り立つ理由を示された
方針に基づいて説明することが
できる

連続する３つの偶数の和について成り立つ事柄
を表現する

発展的に考え，予想した事柄を
説明することができる

原田選手と船木選手の飛んだ回数を求める
総度数の意味に基づいてヒスト
グラムから必要な情報を適切に
選択することができる

次の１回でより遠くへ飛びそうな選手を選び，
その理由を説明する

資料の傾向を的確に捉え，判断
の理由を数学的な表現を用いて
説明することができる

線対称な図形を対称の軸で折り返したとき，対
応する点を答える

作図の手順を理解し，作図に
よってできる図形の特徴を的確
に捉えることができる

２つの直線が垂直に交わることを，三角形の合
同を利用して証明する

筋道を立てて考え，証明するこ
とができる

異なる場合での垂線の作図で，共通して利用さ
れている図形の性質を選ぶ

複数の作図を統合的に捉え，作
図された図形に共通する性質を
見いだすことができる

ＣＤが１.２m，ＤＢが８.３mのときの，木の高
さＡＢを求める

「木の高さの求め方」から必要
な情報を適切に選択し，処理す
ることができる

長さを置き換えてよい根拠となる，長方形の性
質を選ぶ

「木の高さの求め方」を事象に
即して解釈することができる

正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の
大きさの関係がどのような関数であるかを選
び，その理由を説明する

問題解決を振り返って，数量の
関係を数学的に解釈し，関係が
成り立つ理由を説明することが
できる

ＡＥの長さを求められるようにするための方法
を説明する

問題解決の方法を数学的に説明
することができる

正十二角形の１つの外角の大きさを求める
問題場面における考察の対象を
明確に捉えることができる

正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の
大きさの関係を，「…は…の関数である」とい
う形で表現する

図形の性質を数量の関係に着目
して捉え直し，その特徴を捉
え，数学的に表現することがで
きる

※2

※1

※1
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【中学校数学Ａ】（全 36 問中 6問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１（１） ８と１２の最小公倍数を求める 72.8 5.1 3.3 

１（３） 数直線上の点が表す負の整数の値を読み取る 69.4 3.0 1.8 

２（１） (７x＋５y)－(５x＋２y) を計算する 81.2 3.6 2.7 

３（４） 
方程式の解が問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べることについて，正

しい記述を選ぶ 
53.7 5.9 1.4 

６（３） 与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ 71.1 4.3 1.1 

１３ 二元一次方程式の解を座標とする点について，正しい記述を選ぶ 43.9 5.1 2.3 

 

【中学校数学Ｂ】（全 15 問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

２（１） 連続する３つの自然数の和が３の倍数になることを説明する 40.4 4.1 24.9 

４（２） ２つの直線が垂直に交わることを，三角形の合同を利用して証明する 48.8 3.7 24.2 

‐8

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

8

■設問別の県と全国の正答率の差 

（ポイント） 

1(1) 

【数学Ａ】 

【数学Ｂ】 

■正答率が全国（公立）より３％以上高い設問

1(2) 

4(1) 
1(3) 

1(4) 

2(1) 

2(2) 3(1) 
2(3) 2(4) 

3(2) 
3(3) 

4(2) 

4(3) 

3(4) 

5(1) 

5(2) 

5(3) 

5(4) 

6(1) 

6(2) 

6(3) 

7 

8 

9(1) 9(2) 

10(1) 

10(2) 

11(1) 11(2) 

12 

13 

14(1) 
14(2) 

15(1) 15(2) 

‐8

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

8（ポイント） 

1(1) 

1(2) 

2(1) 

2(2) 

3(1) 

3(2) 4(1) 

4(2) 

5(1) 
4(3) 

5(2) 

6(1) 

6(2) 

5(3) 

6(3) 

調査結果に特徴のうかがえる設問 

○ 中学校数学の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を上回った設問は，51 問中８問
（15.7%）であった。 

○ 中学校数学の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を下回った設問は，51 問中３問
（5.9%）であった。 

○ 中学校数学の調査において，正答率が 50％以下であった設問は，51 問中 14 問（27.5%）であ
った。 
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中学校 数学 

 
【中学校数学Ａ】（全 36 問中 3問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

６（２） n 角形の内角の和を求める式で，(n－２)が表すものを選ぶ 42.3 ▲3.4 1.3 

７ 図形に成り立つ性質の逆の事柄を完成する 66.8 ▲5.6 8.0 

８ 
証明で用いられている図が考察対象の図形の代表であることについての正しい記述を

選ぶ 
61.4 ▲3.0 1.6 

【中学校数学Ｂ】（全 15 問中 0問） なし 
 

 
【中学校数学Ａ】（全 36 問中 7問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

２（３） 整数 aを用いて，式 ２a で表すことのできる数を選ぶ 38.1   1.5  6.2 

６（１） 三角定規による平行線の作図について，正しい記述を選ぶ 42.5 ▲1.1  1.5 

６（２） n 角形の内角の和を求める式で，(n－２)が表すものを選ぶ 42.3 ▲3.4  1.3 

10（１） 反比例の表を完成する 46.3 ▲2.5  4.9 

12 一次関数を表した事象を選ぶ 39.2   1.3  2.1 

13 二元一次方程式の解を座標とする点について，正しい記述を選ぶ 43.9   5.1  2.3 

15（２） 
フリースローでボールの入った回数と人数の関係をまとめた図から，ボールの入った
回数の最頻値を求める 

44.5   2.1 16.0 

【中学校数学Ｂ】（全 15 問中 7問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）

との差（％）

無解答率 

（％） 

１（２） 
２つの人工衛星の軌道の長さの差を求める計算から分かることを選び，その理由を説

明する 
9.6 ▲0.3  6.3 

２（１） 連続する３つの自然数の和が３の倍数になることを説明する 40.4   4.1 24.9 

３（２） 次の１回でより遠くへ飛びそうな選手を選び，その理由を説明する 44.0 ▲2.1  5.9 

４（２） ２つの直線が垂直に交わることを，三角形の合同を利用して証明する 48.8   3.7 24.2 

５（３） ＡＥの長さを求められるようにするための方法を説明する 23.0   0.5 43.7 

６（２） 
正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係を，「…は…の関数であ

る」という形で表現する 
19.7   2.3 30.9 

６（３） 
正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係がどのような関数である

かを選び，その理由を説明する 
25.3   2.4  9.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正答率が全国（公立）より３％以上低い設問

■正答率が低い設問（５０％以下）

■全設問の県と全国の正答率の比較
【数学Ａ】 

【数学Ｂ】 

（％） （％） 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全国（公立） 香川県（公立）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全国（公立） 香川県（公立）

（％） 

（％） 
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中学校 数学 

                                                 

 

 

 

 

 

 

  

  

□56 数学の勉強は好きですか 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立） 22.9 25.0 26.9 25.2   0.1  47.9 

全国(公立) 25.9 26.2 25.9 21.8   0.2  52.1 

県と全国の差 ▲3.0 ▲1.2  1.0  3.4 ▲0.1 ▲4.2 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した生徒の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立） 47.8 51.7 49.9 53.2 47.9 

全国(公立) 51.0 52.8 52.5 53.3 52.1 

県と全国の差 ▲3.2 ▲1.1 ▲2.6 ▲0.1 ▲4.2 

 

 

□58 数学の授業の内容はよく分かりますか 
 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立） 26.7 38.5  23.4 11.3   0.1 65.2 

全国(公立) 26.4 38.5  23.7 11.1   0.3 64.9 

県と全国の差  0.3 0.0 ▲0.3  0.2 ▲0.2  0.3 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる，どちらかと言えば当てはまると肯定的に回答した生徒の割合（経年変化） 

 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 24 年度

県（公立） 65.1 67.0 65.6  68.4 65.2 

全国(公立) 63.6 65.5 64.9  65.7 64.9 

県と全国の差  1.5  1.5  0.7 ▲2.7  0.3 

 

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

学 習 意 欲 

※児童生徒の学習意欲については，抽出対象校の質問紙調査の結果を分析した。 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問56に肯定的に解答した生徒の
県と全国との経年変化 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

質問58に肯定的に解答した生徒の
県と全国との経年変化 

（％）

（％） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

40

42

44

46

48

50

52

54

56

58

60

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

全国(公立) 県（公立）

○ 「56 数学の勉強は好きですか」の質問に対して，肯定的に回答した生徒の割合は，全国（公立）

と比べて低い。 

○ 「58 数学の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して，肯定的に回答した生徒の割合は，

全国（公立）と比べて大きな差は見られない。 
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中学校 数学 

□66 今回の数学の問題について，解答を言葉や式を使って説明する問題がありましたが，最後まで解

答を書こうと努力しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

40

50

60

70

80

90

100

（５６） （５７） （５８） （５９） （６０） （６１） （６２） （６３） （６４） （６５）

全国（公立） 県（公立）

■学習意欲（中学校数学）に関わる質問項目の集計表

質問 56～65 に肯定的に回答した生徒の県と全国の比較 

（％） 

45.3

45.9

44.3

44.8

9.8

8.4 

0.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

最後まで書こうと
努力した 

途中であきらめた
ものがあった 

書く問題は全く
解答しなかった 

その他
無回答 

1段目：香川県（公立）の割合（％）　2段目：全国（公立）の割合（％）

当てはまる

(回答１)

どちらかといえば

当てはまる

（回答２）

どちらかといえば

当てはまらない
当てはまらない その他，無回答

22.9 25.0 26.9 25.2 0.1 47.9

25.9 26.2 25.9 21.8 0.2 52.1

44.6 35.2 13.5 6.6 0.1 79.8

47.5 34.6 12.3 5.3 0.2 82.1

26.7 38.5 23.4 11.3 0.1 65.2

26.4 38.5 23.7 11.1 0.3 64.9

76.3 15.6 4.1 3.7 0.2 91.9

76.8 16.0 4.0 2.8 0.4 92.8

26.1 35.7 28.0 10.0 0.2 61.8

28.6 37.4 25.2 8.5 0.3 66.0

11.7 22.7 38.7 26.8 0.2 34.4

12.3 24.2 38.7 24.5 0.3 36.5

36.0 33.7 20.0 10.1 0.1 69.7

36.9 34.9 19.0 8.9 0.3 71.8

31.1 32.1 25.2 11.5 0.1 63.2

33.0 33.3 23.7 9.6 0.4 66.3

28.9 36.6 24.9 9.4 0.1 65.5

29.5 38.4 23.3 8.3 0.4 67.9

44.8 34.9 14.4 5.7 0.2 79.7

41.5 35.8 15.8 6.5 0.5 77.3

※【その他】とは，『選択肢以外の回答や複数回答』されたものである。

▲ 3.1

▲ 2.1

2.4

▲ 2.4（６４）

（６５）

▲ 2.3

0.3

▲ 0.9

▲ 4.2

▲ 2.1

（６０）

（６１）

（５８）

（６３）

数学の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろ
いろな方法を考えますか

（６２）

（５９）

数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに
書いていますか

（５６）

（５７）

県と全国の差
質問
番号

質問事項

選　択　肢 当てはまる

どちらかといえば

当てはまる

(回答１＋回答２)

▲ 4.2

数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がない
か考えますか

数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠を理解する
ようにしていますか

数学の勉強は大切だと思いますか

数学の授業の内容はよく分かりますか

数学の勉強は好きですか

数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できない
か考えますか

数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

数学ができるようになりたいと思いますか
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中学校 数学 

 

 

 

■２つの自然数の最小公倍数を求めることができる 

かどうかをみる設問の正答率は，全国の正答率に 

比べ，5.1ポイント上回っている。 【Ａ１(1)】 
 
 

 
 

■方程式を活用して，設問を解決する手順を理解し 

ているかどうかをみる設問の正答率は，全国の正 

答率に比べ，5.9ポイント上回っている。 

【Ａ３(4)】 

 

 

 

■二元一次方程式の解とグラフの関係を理解してい 

るかどうかをみる設問の正答率は，全国の正答率 

に比べ，5.1ポイント上回っている。  【Ａ13】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■具体的な命題について，仮定と結論を区別して， 

もとの命題の逆をつくることができるかどうかを 

みる設問の正答率は，全国の正答率に比べ，5.6 

ポイント下回っており課題がある。  【Ａ７】 

 

 

 

 

 

 

■反比例の関係を表の特徴を捉えて，x の値に対応 

する y の値を求めることができるかどうかをみる 

設問の正答率は，全国平均に比べ，2.5 ポイント 

下回っており課題がある。     【Ａ10(1)】 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

中学校数学Ａ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ１(1) 72.8 67.7 5.1 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ３(4) 53.7 47.8 5.9 

課題がうかがえる設問  

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ７ 66.8 72.4 ▲5.6 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ10(1) 46.3 48.8 ▲2.5 

次頁参照 

７ 右の図では，△ＡＢＣと△ＤＢＣの面積について，下のことがらが成り立ちま

す。 

 

四角形ＡＢＣＤで， 

ＡＤ // ＢＣならば△ＡＢＣ＝△ＤＢＣ 

 

このことがらの逆を考えます。 

ことがらの逆とは，そのことがらの仮定と結論を入れかえたものです。 

 

下の，  ①  ，  ②  に当てはまるものを記号で表し，上のことがらの

逆を完成しなさい。 

 
四角形ＡＢＣＤで， 

  ①  ならば，  ②   

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ａ13 43.9 38.8 5.1 

１ 次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。 

 (1) ８と１２の最小公倍数を求めなさい。 

13 次の図の直線は，二元一次方程式２x + y ＝６ のグラフを表しています。この

とき，この方程式の解である x ，y の値の組を座標とする点について，下のアか

らオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ア 解である x ，y の値の組を座標とする点

はない。 

イ 解である x ，y の値の組を座標とする点

は１つだけある。 

ウ 解である x ，y の値の組を座標とする点

は２つだけある。 

エ 解である x ，y の値の組を座標とする点

は無数にあり，その x ，y の値は整数であ

る。 

オ 解である x ，y の値の組を座標とする点

は無数にあり，その x ，y の値は整数であ

るとは限らない。 

３ 次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。 

 

 (4) 次の問題について考えます。 

 

 

 

 

 

 

この問題は，方程式を使って次のように解くことができます。 

解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前ページの解答で，   の①の部分では，問題の中の数量を，文字を用い

た式で表しています。 

解答の   の②の部分では，あることがらを調べています。そのことがら

について正しく述べたものを，下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 
 

ア 方程式が，等しい関係にある数量を用いてつくられているかどうかを調

べている。 

イ 方程式から得られた値がその方程式の解であるかどうかを，その方程式

の両辺にその値を代入して調べている。 

ウ 方程式の解を問題の答えとしてよいかどうかを調べている。 

エ つくった方程式を，等式の性質などを用いて正しく解いているかどうか

を調べている。 

家から１８００ｍ離れた駅に向かって，妹が家を出発しました。兄が妹の

忘れ物に気づいて， 妹が出発してから１５分後に，同じ道を自転車で追い

かけました。 

妹は分速７０ｍ， 兄は分速２２０ｍで進むとすると， 兄が妹に追いつく

のは兄が出発してから何分後ですか。 

兄が出発してからx 分後に妹に追いつくとすると， 

妹に追いつくまでに兄が自転車で進む道のりは２２０x ｍ， 

① 兄に追いつかれるまでに妹が進む道のりは７０（１５＋ x）ｍ 

と表すことができる。 

これらの道のりは等しいので， 

２２０x ＝７０（１５＋ x ） 

この方程式を解くと， 

２２０x ＝１０５０＋７０x 

１５０x ＝１０５０ 

x ＝７ 

x ＝７のとき，つくった方程式の左辺と右辺の値は１５４０となり等しい

ので，x ＝７は方程式の解である。 

兄が出発してから７分後までに兄と妹が進む道のり１５４０ｍは， 家から

② 駅までの道のり１８００ｍより短いから， 兄は妹が駅に着く前に追い

つくことができる。 

よって，兄が妹に追いつくのは兄が出発してから７分後である。 

答 ７分後
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設

問

番

号 

解答類型 

県 

反応

率 

（％）

全国

反応

率 

（％）

正

答

８ 

１ ４  と解答しているもの 46.3 48.8 ◎

２ －４ と解答しているもの 0.0 0.0  

３ 12  と解答しているもの 0.1 0.1  

４ ０  と解答しているもの 23.4 19.5  

５ ３  と解答しているもの 16.4 18.2  

６ ２  と解答しているもの 4.1 4.5  

７ １  と解答しているもの 2.7 3.4  

９ 上記以外の解答 2.1 2.1  

０ 無解答 4.9 3.4  

 
反比例の学習では，比例と対比して意味を理解することが大切である。 

中学校 数学Ａ10(1) 課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導に当たっては，例えば，比例と反比例の表を対比してそれぞれの変化の様子を比べたり，式

やグラフを比べたりして，共通点と相違点をまとめる活動を取り入れることが考えられる。 

また，関数関係を表す表において，変化（横にみる）と対応（縦にみる）の両側面から関係を捉える

ことが大切である。特に，反比例の場合には，変化だけでなく，対応の側面から関係を捉え，x と y の

積が一定でその値が比例定数であり，y の値は比例定数を x の値でわることによってきまることに着目

することが大切である。 

<板書例> 

 比 例 反比例 

 

 

表 

 ・x の値が 2 倍，３倍，・・・になると，

対応する y の値も 2 倍，３倍，・・・

になる。 

・x の値が 2 倍，３倍，・・・になると，

対応する y の値は 1/2 倍，1/３倍，・・・

になる。 

 ・x の値を a 倍すると，y の値になる。
 
・y の値を x の値でわった商は一定であ

る。 

・a を x の値でわると，y の値になる。 
 
・x と y の値の積は一定である。 

式 ・y ＝a x y ＝a / x 

グラフ ・原点を通る直線 ・双曲線 

調査結果から授業改善へ 

 

 

 

 

 

10 (1) 下の表は，y がx に反比例する関係を表したものです。  に当てはまる数を求めなさい。 

指導のポイント 

数量の関係を表す表から変化や対応の様子
を捉えることは，比例や反比例，一次関数，関
数 y ＝a x２などの関数の特徴を理解する際に
必要である。また，具体的な事象の数量関係を
考察する際にも必要である。正答率が 46.3％で
あり，反比例の関係を表す表から変化や対応の
特徴を捉え，x の値に対応する y の値を求める
ことに課題がある。 
誤答については，「０」と解答した生徒は

23.4％である。この中には，y の値の差に着目
して解答した生徒がいると考えられる。また，
「３」と解答した生徒は 16.4％である。この中
には，y の値の比に着目して解答した生徒がい
ると考えられる。これらの生徒は，y の値を，
x との対応ではなく，y の変化の特徴のみに着
目したものと考えられる。 

変
化
の
特
徴

対
応
の
特
徴
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■事柄が成り立つ理由を示された方針に基づいて説 

明することができるかどうかをみる設問の正答率 

は，全国の正答率に比べ，4.1 ポイント上回って 

いる。             【Ｂ２(1)】 
 
 
 

 

 

 

■問題解決を振り返って，数量の関係を数学的に解 

釈し，関係が成り立つ理由を説明することができ 

るかどうかをみる設問の正答率は，25.3％で課題 

がある。            【Ｂ６(3)】 

 

 

 

 

６ 涼太さんと七海さんは，多角形の外角の和が３６０°で

あることをもとに，正多角形の１つの外角の大きさについ

て調べています。 

涼太さんは，まず正五角形の１つの外角の大きさを次の

ように求めました。  
正多角形の外角の大きさはどれも 

等しいから，正五角形の１つの外角 

の大きさは，外角の和３６０°を頂 

点の数５でわって求められます。 

３６０°÷５＝７２° 

だから，正五角形の１つの外角の 

大きさは７２°です。 
 
七海さんは，正五角形以外の正多角形でも，同じように１つ

の外角の大きさを求められることに気づきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（２）正多角形の１つの外角の大きさについて，「正多角形の頂点の数を決めると，それにともなって正多角形の１つの外角の大き

さがただ１つ決まる」という関係があることが分かります。 

下線部を，次のように表すとき，  ①  と  ②  に当てはまる言葉を書きなさい。 
 
 

 

（３）涼太さんと七海さんは，正多角形の頂点の数と１つの外角の大きさの間にある関係がどのような関数であるかを調べるために，

分かったことを次のようにまとめました。 
 

まとめ 

 

 

 
 
正多角形の頂点の数が x のときの１つの外角の大きさを y °とします。このとき，上のまとめから，x と y の間にある関係は

どのような関数であるといえますか。下のアからウまでの中から正しいものを１つ選びなさい。また，それが正しいことの理由を

説明しなさい。 

ア 比例 

イ 反比例 

ウ 比例ではない一次関数 

■資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる

設問の正答率は，44.0％であり，全国の正答率との比較においても課題が見られる。 【Ｂ３(2)】 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問 

中学校数学Ｂ 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ２(1) 40.4 36.3 4.1 

課題がうかがえる設問 

２ 智也さんは，連続する３つの自然数の和がどんな数になる

かを調べています。 

１，２，３のとき １+２+３＝ ６ 

２，３，４のとき ２+３+４＝ ９ 

３，４，５のとき ３+４+５＝１２ 

 

 

 

 
 
上で調べたことから，智也さんは，次のことを予想しました。

 
智也さんの予想 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
次の（１），（２）の各問いに答えなさい。 

（１） 智也さんの予想がいつでも成り立つことを説明します。

下の説明を完成しなさい。 

 

 

 

 

 

説明 

連続する３つの自然数のうち，最も小さい数をn とすると，

連続する３つの自然数は，n ，n+１，n+２ と表される。 

したがって，連続する３つの自然数の和は， 

n +（ n +１）+（ n +２）＝ 

 

 

 

6＝ 3 × 2 

9＝ 3 × 3 

12＝ 3 × 4 

３つとも３の倍数 

になっているね。 

連続する３つの自然数の和は，３の倍数になる。

７，８，９のときは， 

７＋８＋９＝ 24 

24 ＝３×８ 

予想どおり，このときも 

３の倍数になっている。 

３の倍数であることを説明するには， 

３と自然数の積になることをいえば 

いいんだ。 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ６(2) 19.7 17.4 2.3 

Ｂ６(3) 25.3 22.9 2.4 

たとえば正三角形のときは，頂点の数が３だから，外角の和３６０°を３でわって，１つの外角の大

きさを１２０°と求められるね。 

      ①      は      ②      の関数である。 

◎頂点の数がいくつでも，外角の和は３６０°で一定である。 

◎１つの外角の大きさはすべて等しい。 

だから，正多角形の１つの外角の大きさは，正多角形の外角の和を頂点の数でわることによって求められる。

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

Ｂ３(2) 44.0 46.1 ▲2.1 
次頁参照 
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  ３ １９９８年生まれの美咲さんは，この年に行われた長野オリンピックで日本チームが金メダルをと 

ったスキージャンプ競技に興味をもちました。この競技では，飛んだ距離の大きさと姿勢の美しさを 

競います。 

美咲さんは，このときの日本チームの原田雅彦選手と船木和喜選手の飛んだ距離の記録について調 

べました。下の２つのヒストグラムは，１９９８年シーズンの長野オリンピックまでのいくつかの国 

際大会で，二人が飛んだ距離の記録をまとめたものです。たとえば，このヒストグラムから，二人と 

も１０５ｍ以上１１０ｍ未満の距離を３回飛んだことが分かります。 

   原田選手の記録                        船木選手の記録 

 

 

 

 
 

 （２） 美咲さんは，もしこの二人がもう１回ずつ飛んだとしたら，どちらの選手がより遠くへ飛びそうか

を，二人のヒストグラムをもとに考えてみたいと思いました。 

二人のヒストグラムを比較して，そこから分かる特徴をもとに，次の１回でより遠くへ飛びそうな 

選手を一人選ぶとすると，あなたならどちらの選手を選びますか。下のア，イの中からどちらか一方

の選手を選びなさい。また，その選手を選んだ理由を，二人のヒストグラムの特徴を比較して説明し

なさい。どちらの選手を選んで説明してもかまいません。 
 

ア 原田選手 

イ 船木選手 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問

番号 
解答類型 

県反応率

（％） 

全国反応率

 (％） 

正

答

３

(2) 

１ 

ア 

を

選

択 

次の(a)，(b)のいずれかについて記述している。
(a) 原田選手の１３０ｍ以上（または１３５ｍ以上）の階級の

累積度数が大きいこと。 
(b) 原田選手の最大値を含む階級の中央の値が大きいことな

ど，原田選手が選ばれる根拠となるヒストグラムの特徴。

15.1 14.3 ◎

２ 
二人のヒストグラムを比較する記述が十分でなく，(a)，(b)の
いずれかについて記述しているもの。 1.8 1.8 ○

３ 
ヒストグラムに着目して記述しているが，原田選手が選ばれる
根拠として誤りがあるものや，ヒストグラムの読み取りに誤り
があるもの。 

10.1 11.2

４ 上記以外の解答，または無解答 6.6 6.3

５ 

イ 

を

選

択 

次の(c)，(d)のいずれかについて記述している。
(c) 船木選手の１０５ｍ以上（または１１０ｍ以上，または１

１５ｍ以上）の階級の累積度数が大きいこと。または，船
木選手の１１５ｍ未満（または１１０ｍ未満）の階級の累
積度数が小さいこと。 

(d) 船木選手の最小値を含む階級の中央の値が大きいことな

ど，船木選手が選ばれる根拠となるヒストグラムの特徴。

19.2 21.9 ◎

６ 
二人のヒストグラムを比較する記述が十分でなく，(c)，(d)の
いずれかについて記述しているもの。 7.9 8.2 ○

７ 
ヒストグラムに着目して記述しているが，船木選手が選ばれる
根拠として誤りがあるものや，ヒストグラムの読み取りに誤り
があるもの。 

26.0 24.5

８ 上記以外の解答，または無解答 7.5 7.0

９ 上記以外の解答 0.0 0.1

０ 無解答 5.9 4.9

 
資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができ

るよう生徒相互の交流を仕組むなど，指導の工夫が必要である。 

中学校 数学Ｂ３(2)課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導に当たっては，平均値や最頻値について，分布によってはその資料の特徴を表す代表値と

してふさわしくない場合があることを，具体的な場面を通して理解できるようにすることが大切

である。 
また，ある事柄についての判断の理由を説明する場合には，「（Ａ）だから（Ｂ）である」の

ように，説明する事柄（Ｂ）とその根拠（Ａ）を明確に区別して説明できるようにしたい。その

際，「船木選手を選ぶ」ことの根拠として「船木選手は安定している
．．．．．．

から，より遠くに飛びそう

だ」と日常的な表現を用いて説明した場合，「安定している」ことを「範囲が小さい」や「最小

値が大きい」のように数学的な表現を適切に用いて説明できるよう指導を工夫することが大切で

ある。 

調査結果から授業改善へ 

指導のポイント 

この設問ではどちらの選手を選ん

でもかまわないが，選んだ理由が適

切でなければならない。左の表の解

答類型３と７の県反応率を合わせる

と 36.1％の生徒に，選手を選んだ根

拠やヒストグラムの読み取りに誤り

が見られた。 

また，今回の調査問題Ａ15(2)のヒ

ストグラムから最頻値を読み取る設

問では，正答率は全国を 2.1 ポイン

ト上回っているものの44.5％と５割

を下回っている。 

これらの結果から，必要な情報を

適切に選択し資料の傾向を読み取っ

たり，数学の用語の意味を正しく理

解して説明に用いたりすることに課

題があると考えられる。 

 

原田雅彦選手と 

船木和喜選手の写真 
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中学校理科 生徒数 学校数 平均正答数 
平均正答率の 

推計値（％） 

県と全国と

の差(％) 

平均正答率の 95％信頼区間 

(％) 

県（公立） 6,249 53 13.4 / 26 51.5 
0.5 

50.7 － 52.3 

全国(公立) 424,320 4,294 13.3 / 26 51.0 50.9 － 51.1 

学習指導要領の領域 物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
46.5 57.3 51.9  51.9 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
45.9 56.9 50.7  52.0 

県と全国の差  0.6  0.4  1.2 ▲0.1 

学習指導要領の領域 主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題 

県（公立） 

平均正答率の推計値(%) 
57.8  47.5 

全国(公立) 

平均正答率の推計値(%) 
56.1  47.8 

県と全国の差  1.7 ▲0.3 
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全国（公立） 香川県（公立）
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物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域

全国（公立） 香川県（公立）

■平成 24 年度調査結果の集計値 

■平成 24 年度領域別調査結果 

中学校 理科 ＜調査区分の分析・検証＞ 

■平成 24 年度問題別調査結果 

領域別の県と全国の平均正答率の比較 

（％） 

問題別の県と全国の平均正答率の比較 

（％）

概 要 

○ 理科について，県と全国の平均正答率の 95％信頼区間の比較や，平均正答率の推計値の比較 

（＋0.5 ポイント）等から，全国（公立）との差があまりないことがうかがえる。 

主として「知識」
に関する問題 

主として「活用」
に関する問題 
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■設問別調査結果【理科】 

集計結果
平均正答率の95％信頼区間(％) ※ひとつの設問が複数の区分に該当する場合があるため，

－ 　それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
－ 　実際の設問数とは一致しない場合がある。

分類・区分別集計結果

主として「知識」に関する問題 10

主として「活用」に関する問題 16

物理的領域 8

化学的領域 6

生物的領域 6

地学的領域 6

自然事象についての関心・意欲・態度 0

科学的な思考・表現 16

観察・実験の技能 4

自然事象についての知識・理解 6

選択式 12

短答式 9

記述式 5

設問別集計結果

物
理
的
領
域

化
学
的
領
域

生
物
的
領
域

地
学
的
領
域

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１（１） ○ ○ ○ ○ 58.4 9.8 54.9 10.4

１（２） ○ ○ ○ ○ 32.5 12.4 37.4 11.6

１（３） ○ ○ ○ ○ 76.0 0.7 70.9 0.4

１（４） ○ ○ ○ ○ 67.8 0.7 66.0 0.5

１（５） ○ ○ ○ ○ 47.2 0.9 41.3 0.6

１（６） ○ ○ ○ ○ 29.5 10.1 33.9 8.3

２（１） ○ ○ ○ ○ 45.4 9.4 44.3 7.7

２（２） ○ ○ ○ ○ 7.9 21.6 7.6 19.6

２（３）
Ｘ

○ ○ ○ ○ 54.5 12.3 53.7 11.5

２（３）
Ｙ

○ ○ ○ ○ 82.7 11.5 83.9 10.4

２（４） ○ ○ ○ ○ 73.4 1.6 72.3 1.0

２（５） ○ ○ ○ ○ 57.6 4.7 58.6 3.5

２（６） ○ ○ ○ ○ 13.1 41.9 11.1 41.1

３（１） ○ ○ ○ ○ 86.8 1.6 86.9 0.7

３（２） ○ ○ ○ ○ 30.6 2.4 31.2 1.3

３（３） ○ ○ ○ ○ 9.4 6.6 10.4 6.0

３（４） ○ ○ ○ ○ 45.4 3.4 48.3 2.2

３（５） ○ ○ ○ ○ 63.8 2.3 61.9 1.1

３（６） ○ ○ ○ ○ 75.7 10.9 73.4 10.2

４（１） ○ ○ ○ ○ 49.7 18.9 49.8 18.8

４（２） ○ ○ ○ ○ 60.3 2.9 61.4 1.8

４（３） ○ ○ ○ ○ 37.2 39.9 36.2 40.2

４（４） ○ ○ ○ ○ 49.7 27.5 46.6 26.9

４（５）
和宏さん

○ ○ ○ ○ 71.9 3.3 71.6 2.5

４（５）
望さん

○ ○ ○ ○ 67.5 3.5 68.4 2.7

４（６） ○ ○ ○ ○ 44.4 3.8 43.7 3.2

生徒数 学校数 平均正答率(％)
香川県（公立） 6,249 53 51.5 50.7 52.3
全国（公立） 424,320 4,294 51.0 50.9 51.1

分類 区分 対象設問数（問）
平均正答率(％)

香川県（公立） 全国（公立）

問題
57.8 56.1

47.5 47.8

学習指導要領の領域

46.5 45.9

57.3 56.9

51.9 50.7

51.9 52.0

評価の観点
47.5 47.8

64.4 63.6

53.4 51.1

問題形式

61.3 60.3

49.6 49.0

31.4 32.1

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
香川県

全国（公立）
（公立）

水草の働きの名称と発生する気体の名称を答える 魚類の呼吸と水草の光合成を理解している

両生類であるカエルの特徴や成長に応じて飼育
の環境を整えた理由を説明する

動物を飼育する場面で，両生類の子と親の

体のつくりと働きや生活場所に関する知識

を活用して，飼育の環境を整えた理由を説

明することができる

成長して種子になる部分の名称を選ぶ
「胚珠は，めしべの子房の中にあり，成長

すると種子になる」という知識を身に付け

ている

示された花の模式図にならって，アブラナの花
のつくりを表した模式図を選ぶ

花のつくりを考える場面で，花のつくりの

共通点や規則性に関する知識を活用して，
アブラナの花のつくりを表している模式図

を指摘することができる

「チューリップの花が開くには，温度が関係し
ている」という考察の根拠となる実験結果の組
合せを選ぶ

「花が開くには温度が関係している」とい

う考察を導くために，実験結果を分析し解

釈して，比較する実験結果の組合せを指摘

することができる

チューリップの花が開く温度を明らかにするた
めの追実験を計画するに当たって，実験結果の
考察から設定する温度を答える

実験結果の考察から花が開く温度を予想し
て，適切に温度を設定し，追実験を計画す

ることができる

電圧が1.2Ｖのときの電流計の図から，電流の
大きさを読みとり答える

電流計の読み方の技能を身に付けている

１つの回路で，２つの実験と同じ結果を得るた
めの測定方法を説明する

抵抗の直列つなぎ，並列つなぎなどに関す

る知識を活用して，他者の実験方法を検討

し改善して，正しい実験方法を説明するこ

とができる

２つの実験結果から，電圧2.0Ｖのときの，豆電球と
発光ダイオードの消費する電力を比較して答える

実験結果を分析し，豆電球と発光ダイオー
ドの消費する電力を比較することができる

２つの実験における豆電球と発光ダイオードの消費す
る電力から，白熱電球とＬＥＤ電球の省エネの効果を
考察し，ＬＥＤ電球の省エネの効果を答える

実験の考察とＬＥＤ電球の省エネの効果を

関連付けている場面で，電力に関する知識

を活用して，ＬＥＤ電球の省エネの効果を

考えることができる

白熱電球とＬＥＤ電球で，省エネの効果を比較
する実験を考えるときに，必要な条件を選ぶ

「省エネの効果を比較する」という実験の

目的のもと，「明るさ」の条件を制御した

実験を計画することができる

白熱電球をＬＥＤ電球に交換するときに，消費
する電力量を減らすために最も効果がある場所
を選び，その理由を説明する

白熱電球をＬＥＤ電球に交換しようとする
場面で，電力量の知識を活用して，最も省

エネの効果がある場所を考え，その根拠を

説明することができる

白熱電球とＬＥＤ電球を，それぞれ１時間使用
する場合に，消費する電力量の差を求める式を
書き，電力量の差を求める

電力量を理解している

野外観察で，「地層のつながりや広がり方」と
「地層の成因」を調べるための技能において，
着目する事象と観察の観点を選ぶ

「地層の連続性や成因を調べるために，断

層の有無や地層に含まれている粒に着目す

る」という地層観察に関する技能を身に付

けている

地層観察の結果から，観察地における地層のつ
ながり方を考察し，地層の傾いている方向を選
ぶ

観察地における地層の広がり方について，

観察地の図と観察結果から分析して解釈

し，地層の傾きを認識して，その傾きの方

向を指摘することができる

地層観察の結果から，過去の火山活動が活発
だった時期の回数についての他者の考察を検討
し，適切な回数を選び，その根拠を説明する

地層などの知識を活用し，過去の火山活動

が活発だった時期の回数についての他者の

考察を検討し，根拠を示して改善した考察

を説明することができる

ローム層の厚さと偏西風の影響の情報から，火
山，観察地，中学校の位置関係を適切に示した
模式図を選ぶ

火山灰の広がり方を考察する場面で，火山

などの知識を活用し，偏西風の影響などの

情報から，火山と観察地などの位置関係を
推定することができる

アサリの化石が含まれる地層が堆積した当時の
生活環境を選ぶ

示相化石に関する知識を身に付けている

「うすい塩酸をかけ，発生する気体を確かめ
る」という石灰岩を見分ける技能において，そ
のとき発生する気体の名称を答える

「石灰岩（石灰石）にうすい塩酸をかける
と二酸化炭素が発生する」という石灰岩の

見分け方に関する技能を身に付けている

濃度10％の食塩水1000ｇをつくるために必要な
食塩と水の質量を求める

「特定の質量パーセント濃度の水溶液をつ

くる」という技能を身に付けている

実験で，古い卵が浮いたときの気室の位置と，
卵のとがっている部分の位置を選ぶ

実験結果や卵の断面図を分析し解釈して，

卵の構造を推定することができる

実験結果から，食塩水の中で卵にはたらく浮力の大き
さを求める式を書き，浮力の大きさを求める

浮力を理解している

二人の考えのどちらが正しいかを調べる実験の
方法と，その実験を行ったとき，得られる実験
結果として，正しいものを選ぶ

「水槽の中の液体が，食塩水の１層なの

か，上層が水，下層が食塩水の２層なの

か」ということを検証する実験を計画する

ことができる

食塩水がいくらでも濃くできるわけではない理
由を説明する

「いくらでも食塩水を濃くできるわけでは

ない」という他者からの指摘を分析し解釈

して，他者の考えの根拠を説明することが
できる

食塩水のようすを，食塩の粒子のモデルで表し
たものを選ぶ

水溶液においては，溶質が均一に分散して

いることを粒子のモデルと関連付けて理解
している

液体のようす（上部が水，下部が食塩水）を，
食塩の粒子のモデルで表したものを選ぶ

液体のようすについて予想を立てる場面で，水溶液

の知識を活用して，予想を粒子のモデルで表してい

る図を指摘することができる
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【中学校理科】（全 26 問中 4問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）との

差（％） 

無解答率 

（％） 

１（１） 水草の働きの名称と発生する気体の名称を答える 58.4 3.5  9.8 

１（３） 成長して種子になる部分の名称を選ぶ 76.0 5.1  0.7 

１（５） 
「チューリップの花が開くには，温度が関係している」という考察の根拠となる実

験結果の組合せを選ぶ 
47.2 5.9  0.9 

４（４） 食塩水がいくらでも濃くできるわけではない理由を説明する 49.7 3.1 27.5 

 

 

 

 
【中学校理科】（全 24 問中 2問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）との

差（％） 

無解答率 

（％） 

１（２） 両生類であるカエルの特徴や成長に応じて飼育の環境を整えた理由を説明する 32.5 ▲4.9 12.4 

１（６） 
チューリップの花が開く温度を明らかにするための追実験を計画するに当たって，

実験結果の考察から設定する温度を答える 
29.5 ▲4.4 10.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

8

10

■設問別の県と全国の正答率の差 

（％）

○ 中学校理科の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を上回った設問は，26 問中 4問
（15.4%）であった。 

○ 中学校理科の調査において，正答率が３％以上全国（公立）を下回った設問は，26 問中 2問
（7.7%）であった。 

○ 中学校理科の調査において，正答率が 50％以下であった設問は，26 問中 13 問（50.0%）であ
った。 

■正答率が全国（公立）より３％以上高い設問

■正答率が全国（公立）より３％以上低い設問

1(1) 

1(2) 

1(3) 

1(4) 

1(5) 

1(6) 

2(1) 
2(2) 

2(3) 

X

2(3) 

Y

2(4) 

2(5) 

2(6) 

3(1) 
3(2) 

3(3) 

3(4) 

3(5) 
3(6) 

4(1) 

4(2) 

4(3) 

4(4) 

4(5) 
和宏さん

4(5) 
望さん

4(6) 

調査結果に特徴のうかがえる設問 
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【中学校理科】（全 24 問中５問） 

設問番号 設問の概要 
正答率 

(％) 

全国（公立）と

の差（％） 

無解答率 

（％） 

１（２） 両生類であるカエルの特徴や成長に応じて飼育の環境を整えた理由を説明する 32.5 ▲4.9 12.4 

１（５） 
「チューリップの花が開くには，湿度が関係している」という考察の根拠となる実験

結果の組合せを選ぶ 
47.2   5.9  0.9 

１（６） 
チューリップの花が開く温度を明らかにするための追実験を計画するに当たって，実

験結果の考察から設定する温度を答える 
29.5 ▲4.4 10.1 

２（１） 電圧が 1.2Ｖのときの電流計の図から，電流の大きさを読みとり答える 45.4   1.1  9.4 

２（２） １つめの回路で，２つの実験と同じ結果を得るための測定方法を説明する  7.9   0.3 21.6 

２（６） 
白熱電球とＬＥＤ電球を，それぞれ１時間使用する場合に，消費する電力量の差を求

める式を書き，電力量の差を求める 
13.1   2.0 41.9 

３（２） 
地層観察の結果から，観察地における地層のつながり方を考察し，地層の傾いている

方向を選ぶ 
30.6 ▲0.6  2.4 

３（３） 
地層観察の結果から，過去の火山活動が活発だった時期の回数についての他者の考察

を検討し，適切な回数を選び，その根拠を説明する 
 9.4 ▲1.0  6.6 

３（４） 
ローム層の厚さと偏西風の影響の情報から，火山，観察地，中学校の位置関係を適切

に示した模式図を選ぶ 
45.4 ▲2.9  3.4 

４（１） 濃度 10％の食塩水 1000ｇをつくるために必要な食塩と水の質量を求める 49.7 ▲0.1 18.9 

４（３） 
実験結果から，食塩水の中で卵にはたらく浮力の大きさを求める式を書き，浮力の大

きさを求める 
37.2   1.0 39.9 

４（４） 食塩水がいくらでも濃くできるわけではない理由を説明する 49.7   3.1 27.5 

４（６） 
二人の考えのどちらが正しいかを調べる実験の方法と，その実験を行ったとき，得ら

れる実験結果として，正しいものを選ぶ 
44.4   0.7  3.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正答率が低い設問（５０％以下）
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１（１） １（２） １（３） １（４） １（５） １（６） ２（１） ２（２） ２（３）

Ｘ

２（３）

Ｙ

２（４） ２（５） ２（６） ３（１） ３（２） ３（３） ３（４） ３（５） ３（６） ４（１） ４（２） ４（３） ４（４） ４（５）

和宏さん

４（５）

望さん

４（６）

全国（公立） 香川県（公立）

■全設問の県と全国の平均正答率の比較

（％） 
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□67 理科の勉強は好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□69 理科の授業の内容はよく分かりますか 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２)

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立）  22.6 41.3 26.4 9.6   0.2  63.9 

全国(公立)  23.2 40.9 26.0 9.3   0.5  64.1 

県と全国の差 ▲0.6  0.4  0.4  0.3 ▲0.3 ▲0.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□81 今回の理科の問題について，解答を言葉や文章などを使って説明する問題がありましたが，最後まで

解答を書こうと努力しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 
当てはまる 

(回答１) 

どちらかといえば，

当てはまる(回答２) 

どちらかといえば，

当てはまらない 
当てはまらない その他，無回答 

当てはまる，どちらか

といえば当てはまる

（回答１＋２） 

県（公立）  28.5  31.8 24.8 14.8   0.1  60.3 

全国(公立)  29.4  32.2 23.9 14.0   0.4  61.6 

県と全国の差 ▲0.9 ▲0.4  0.9  0.8 ▲0.3 ▲1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

47.0 

46.6 

43.3 

43.7 

8.6 

7.5 

1.2 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県（公立）

全国(公立)

※児童生徒の学習意欲については，抽出対象校の質問紙調査の結果を分析した。

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

当てはまる  
どちらかといえば
当てはまる  

どちらかといえば
当てはまらない  当てはまらない 

学 習 意 欲 

○ 「67 理科の勉強は好きですか」の質問に対して，肯定的に回答した生徒の割合は，全国（公立）

と比べて低い。 

○ 「69 理科の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して，肯定的に回答した生徒の割合は，

全国（公立）と比べて大きな差は見られない。 

最後まで解答を書
こうと努力した 

途中であきらめた
ものがあった 

書く問題は全く
解答しなかった 

その他
無回答 
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中学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 67～80 に肯定的に回答した児童の県と全国の比較 

■学習意欲（中学校理科）に関わる質問項目の集計表 

20

30

40

50

60

70

80

90

100

(６７) (６８) (６９) (７０) (７１) (７２) (７３) (７４) (７５) (７６) (７７) (７８) (７９) (８０)

全国（公立） 県（公立）（％） 

1段目：香川県（公立）の割合（％）　2段目：全国（公立）の割合（％）

当てはまる

(回答１)

どちらかといえば

当てはまる

（回答２）

どちらかといえば

当てはまらない
当てはまらない その他，無回答

28.5 31.8 24.8 14.8 0.1 60.3

29.4 32.2 23.9 14.0 0.4 61.6

30.5 36.8 23.5 9.0 0.1 67.3

31.7 36.8 22.5 8.6 0.4 68.5

22.6 41.3 26.4 9.6 0.2 63.9

23.2 40.9 26.0 9.3 0.5 64.1

40.6 29.2 19.8 10.2 0.3 69.8

40.8 29.4 19.7 9.4 0.6 70.2

17.8 26.2 35.6 20.2 0.1 44.0

18.9 27.1 34.7 18.8 0.5 46.0

13.3 24.9 38.4 23.3 0.2 38.2

13.3 25.1 38.6 22.4 0.6 38.4

19.8 32.0 31.2 16.9 0.1 51.8

20.4 31.5 30.8 16.6 0.7 51.9

9.3 14.3 28.6 47.6 0.3 23.6

9.0 13.8 27.7 48.8 0.6 22.8

8.7 16.3 39.0 35.8 0.2 25.0

9.0 18.4 39.4 32.5 0.6 27.4

49.9 26.9 14.8 8.1 0.2 76.8

47.3 28.7 15.2 8.1 0.7 76.0

13.5 30.6 39.3 16.4 0.2 44.1

13.7 32.7 37.6 15.3 0.7 46.4

17.1 35.4 33.6 13.6 0.2 52.5

19.6 36.9 30.5 12.3 0.7 56.5

15.6 30.9 36.7 16.4 0.3 46.5

16.8 33.0 34.2 15.1 0.8 49.8

41.6 26.3 19.3 12.5 0.4 67.9

41.1 27.1 18.3 12.5 1.0 68.2

※【その他】とは，『選択肢以外の回答や複数回答』されたものである。

▲ 2.3

▲ 4.0

▲ 3.3

▲ 0.3

(７７)

(７８)

(７９)

(８０)

理科の授業で，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立て
ていますか

理科の授業で，観察や実験の結果をもとに考察していますか

理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方がまちがってい
ないかをふり返って考えていますか

理科の授業でものをつくること（簡単なカメラ，楽器，簡単
なモーター，カイロなどをつくること）は好きですか

将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思います
か

理科の授業で，自分の考えや考察をまわりの人に説明したり
発表したりしていますか

理科の勉強は大切だと思いますか

理科の授業の内容はよく分かりますか

理科の勉強は好きですか

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できない
か考えますか

理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか

(６７)

(６８)

県と全国の差
質問
番号

質問事項

選　択　肢 当てはまる

どちらかといえば

当てはまる

(回答１＋回答２)

▲ 1.3

(７１)

(７２)

(６９)

(７４)

科学や自然について疑問を持ち，その疑問について人に質問
したり，調べたりすることがありますか

(７３)

(７０)

観察や実験を行うことは好きですか(７６)

▲ 1.2

▲ 0.2

▲ 0.4

▲ 2.0

▲ 0.1

0.8

▲ 0.2

0.8

▲ 2.4(７５)
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中学校 理科 

 

 

 

■魚類の呼吸と水草の光合成を理解しているかど 

うかをみる設問の正答率は，全国平均に比べ， 

3.5ポイント上回っている。      【１(1)】 

 

 

 

 

 

■「胚珠は，めしべの子房の中にあり，成長する 

と種子になる」という知識を身に付けているか 

どうかをみる設問の正答率は，全国平均に比べ， 

5.1ポイント上回っている。         【１(3)】 

 

 

 

 

 

■「花が開くには温度が関係している」という考 
察を導くために，実験結果を分析し解釈して， 
比較する実験結果の組合せを指摘することがで 
きるかどうかをみる設問の正答率は，全国平均 
に比べ，5.9 ポイント上回っている。【１(5)】 

 

 

 

 
 

■「いくらでも食塩水を濃くできるわけではない」 
 という他者からの指摘を分析し解釈して，他者 

の考えの根拠を説明することができるかどうか 
をみる設問の正答率は，全国平均に比べ，3.1 

ポイント上回っている。           【４(4)】 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国に比べ正答率が高い設問  

中学校理科 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

１(1) 58.4 54.9 3.5 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

１(5) 47.2 41.3  5.9 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

１(3)  76.0 70.9  5.1 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

４(4) 49.7 46.6  3.1 

１

４ 
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中学校 理科 

 

 

 

■動物を飼育する場面で，両生類の子と親の体の 

つくりと働きや生活場所に関する知識を活用し 

て，飼育の環境を整えた理由を説明することが 

できるかどうかをみる設問の正答率は，32.5％ 

で課題がある。また，全国平均に比べ，4.9 ポ 

イント下回っている。       【１(2)】 

 

 

 

 

■実験結果の考察から花が開く温度を予想して， 

適切に温度を設定し，追実験を計画することが 

できるかどうかをみる設問の正答率は，29.5％ 

で課題がある。また，全国平均に比べ，4.4 ポ 

イント下回っている。        【１(6)】 

 

 

 

 

 

 

■抵抗の直列つなぎ，並列つなぎなどに関する知 

識を活用して，他者の実験方法を検討し改善し 

て，正しい実験方法を説明することができるか 

どうかをみる設問の正答率は，7.9％で課題が 

ある。                         【２(2)】 

 

 

 

 

■観察地の地層の広がり方について，観察地の図 

と観察結果から分析して解釈し，地層の傾きを 

認識して，その傾きの方向を指摘することがで 

きるかどうかをみる設問の正答率は，30.6％で 

課題がある。            【３(2)】 

 

 

 

 
 
 

■実験結果から，食塩水の中で卵にはたらく浮力 

 の大きさを求める式を書き，浮力の大きさを求 

めることができるかどうかをみる設問の正答率 

は，37.2％で課題がある。          【４(3)】 

 

 

中学校理科 

課題がうかがえる設問 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

１(2) 32.5 37.4 ▲4.9 

P94 参照 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

２(2) 7.9 7.6 0.3 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

４(3) 37.2 36.2 1.0 

P95 参照 

２

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

１(6) 29.5 33.9 ▲4.4 

※ポスター１は，前項参照 

設問 県の正答率 全国の正答率 県と全国の差

３(2) 30.6 31.2 ▲0.6 

４ 
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中学校 理科 

 

 

 

 

 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率は，本県が29.5%，全国平均が33.9%と低く，本県は全国平均を4.4ポイント下回っている。

本設問では，「チューリップの花が開く温度を明らかにする」という実験の目的に合わせて，予想

をもとに観察，実験を計画することが必要である。本県の誤答の中では，解答類型４の反応率が最

も高く，全国を3.2ポイント上回っている。これらを解答した生徒は，ポスターに示された実験結

果を考慮した適切な温度の調査変域を設定できていないと考えられる。 

 一方，今回の質問紙調査では，「理科の授業で，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てて

いる」と回答している生徒，「観察，実験の計画を立てる指導をよく行った」と回答している中学

校の割合が，それぞれ全国と比較して，低い結果（それぞれ-2.3ポイント，-6.3ポイント）となっ

ている。しかも学校質問紙の結果は，全国的に見て極めて下位にある。学習指導要領の趣旨と照ら

しても，本県の中学校理科の課題の一つとして，観察，実験を計画する指導の充実が求められる。

中学校 理科１(6) 課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

 観察，実験の計画を行うには，観察，実験の目的に即して要因や条件を考えることが大切である。

指導に当たっては，教師がそれらを全て提示するのではなく，生徒自身に予想を確かめるための独

立変数やその変域（本設問であれば温度）を考えさせたり，条件を具体的に設定させたりして，観

察，実験を計画する学習活動を位置づけることが必要である。 

その際，小学校での学習経験（自ら実験の計画を立てる力の程度など）を踏まえ，年間を見通し

て，段階的に観察，実験の計画を生徒自らが立てる学習活動を取り入れるようにする。例えば，本

設問を実際の授業で扱い，目的に合わせて適切な変数やその変域を考えさせることも，観察・実験

を計画する学習活動の一つとして有効である。 

 
観察，実験を行う際には，教師がその方法，考慮する要因，条件等を全て提示する

のではなく，小学校での学習経験など生徒の状況を踏まえ，生徒が自ら考えた仮説を
もとに観察，実験の計画を立てる学習活動を段階的に取り入れる。 

調査結果から授業改善へ 

設問

番号
解答類型 

県 

反応率 

（％） 

全国 

反応率

（％）

正

答

１

 

(6)

(正答の条件) 

次の(a)，(b)，(c)を満たしているもの。 

(a)10℃より大きく 20℃より小さい範囲に，４つの 

値を書いている。 

(b)10℃，20℃の実験結果を考慮し，４つの値を等

間隔に書いている。 

(c)左より，値の低い方から順に整数で書いている。 

  

1
(a),(b),(c)を満たしているもの 

「12,14,16,18」 
23.7 26.4 ◎

2
(a),(c)を満たしているが，(b)を満たしていな

いもの  

例「11,13,15,17」,「13,15,17,19」等 
5.8 7.6 ○

3

・(a)(b)を満たしているものが，(c)を満たし

ていないもの 

・(a)を満たしているが，(b)と(c)を満たして

いないもの  

例「18,16,14,12」,「18,12,14,16」等 

0.1 0.1

4
４つの値に 10℃か 20℃，またはその両方が含

まれているもの  

例「8,10,20,22」,「10,12,14,16」等 
58.1 54.9

9 上記以外の解答 2.3 2.8

0 無解答 10.1 8.3
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中学校 理科 

 

 

 

 

 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本設問では，観察地における地層の広がり方 

について，設問における指導者の説明と図１～ 

図３から分析して解釈し，地層の傾きを認識し 

てその傾きの方向を指摘することが求められる。 

 誤答の中では，解答類型４の反応率が全国と 

同様に最も高い。この中には，地層の傾きにつ 

いて東西の方向であるという認識はできている 

ものの，傾きの方向を正しく認識できていない 

生徒がいることが考えられる。これは，東西の方位を理解していなかったり，東と西の方位を逆に

理解していたりしていると考えられる。または，５つの露頭で囲まれた地面が水平であることを指

導者の説明から読み取れていないため，地層が水平で，地面が西より東が低くなっていると誤って

認識したと考えられる。 

中学校 理科３(2)課題がうかがえる設問の概要 

分析・考察 

指導のポイント 

 地学的領域の学習においては，地層を空間的に捉え，重なり方や広がり方の規則性を見いだすこ

とが必要である。地層を空間的に捉えさせるためには，観察結果であるスケッチや柱状図から，立

体的にその地域の地層を再現したり，ボーリング調査の資料やその結果の資料をつなぎ合わせて地

下の地層のつながりを考察させたりすることが考えられる。 
地層観察においても，教師が観察した地層について全て解説するのではなく，本設問のように，

地層に関する知識を活用して，分析し解釈したことを観察記録などの結果を根拠にして，他者に説

明するなどの学習活動を行うことが大切である。 

その際に，生徒が自分なりに結論と根拠を整理し，筋道を立てて考えをまとめる場を確保し，生

徒の状況に応じて段階的に，グループや学級全体に説明する学習活動を取り入れることが必要であ

る。 

設問

番号
解答類型 

県 

反応率 

（％） 

全国 

反応率

（％）

正

答

 

３

 

(2)

1 ア と解答しているもの 16.6 17.9

2 イ と解答しているもの 17.2 17.5

3 ウ と解答しているもの 30.6 31.2 ◎

4 エ と解答しているもの 33.0 32.0

9 上記以外の解答 0.1 0.0

0 無解答 2.4 1.3

 
観察，実験の結果を分析し解釈する場面では，科学的な知識や観察記録などの結果

に基づき，生徒が結論と根拠を整理し筋道を立てて考えをまとめる場を大切にし，グ
ループや学級全体に説明する学習活動を段階的に取り入れる。  

調査結果から授業改善へ 
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◆参考◆ 
 
調査結果において課題として考えられる内容が児童生徒へ確実に定着していくよう，学

習指導の改善・充実を図る際の参考となる資料として，「授業アイディア例」が国立教育政
策研究所から出されています。ぜひ，授業改善のためにご活用ください。 
 

全国学力・学習状況調査 

「授業アイディア例」ホームページ 

http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年度「授業アイディア例」 小学校国語      平成 24 年度「授業アイディア例」 中学校数学 
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